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第九十五章「魔法の実験場」







「相変わらずの熱気だ」

　布告場を抜ぬけて露ろ天てん商しようが無む秩ちつ序じよに並ぶ喧けん噪そうの中を歩く。

　ここも布告場とあまり変わらない。売り子に冒ぼう険けん者しやたちが多い。

　都市らしいカオスな状じよう況きようだ。人口はどのくらいなんだろう。

　――アイテムボックスを持っていない方、荷運び人をやりますよ。

　――大おお盾たて持ちだ。俺おれを雇やとえばモンスターなぞ怖こわくないぞ！

　――第一階層から第二階層の罠わな表記した地図を売ります。

　売り子と冒険者の声に地図を売る商人か。いや、地図を売る冒険者か。

　地図は、今後必要になるかも知れない。

　一応、地図の売り場を見ようか。売り子たちの声を聞きながら地図売り場に足を向けていく。すると、ローブ姿の鱗人カラムニアンが近寄ってきた。

「兄ちゃん、地図が欲ほしいのかい？」

「買うかは分からない」

　そう告げたが、商人は微笑ほほえみを浮うかべて地図を売ろうと目もく論ろむ。

　片かた頬ほおを上げた商人さんは鱗の皮ひ膚ふを持つ種族だ。

　名はカラムニアンという種族だったかな。蜥蜴とかげより、人族に近い種族の方だ。

　キッシュが世話をしている子供たちの中にも同じ種族が居たな。

【月の残ざん骸がい】のメンバーで薬作りが得意なゼッタさんもそうだ。

　その鱗の皮膚を持つ店主が、

「これなんかどうだ。罠の表記とモンスター部屋だけでなく、一階から二階までの転移の間に向かう近道を記した地図だ」

「それは幾いくらだ？」

「金貨三十五枚といったところだ」

　相場的に少し高いような気もする。皮布には地図がしっかりと描えがかれていた。

　この値段は覚えておこう。

「取りあえず、今はいい。今度買うかもな。じゃ」

「そうですかい？」

　残念そうな表情を浮かべたカラムニアンの商人から離はなれた。他ほかの露天商を見ていく。

　いい匂においが鼻び孔こうを刺し激げきした……そういえば朝飯をここで済ませる予定だった。

　肩かたで休む黒猫ロロも匂いに反応。むくっと上半身を持ち上げると、

「にゃ、にゃ～ん」

　と、鳴いて、鼻をくんくんっと動かす黒猫ロロ。

　前のめりの体勢で倒たおれそうになった。

「ロロ、落ちるなよ？」

「ンン」

　喉のど声を鳴らした相棒ちゃんは、自身の首付近から触しよく手しゆを出す。

　そして、俺の首筋に触手を引ひっ掛かけて器用に体勢を戻もどしながら肩に乗ってきた。

　ついでに、尻尾しつぽで俺の耳をくすぐる悪戯いたずらを寄よ越こす。その耳の尻尾を払はらいながら、

「……あそこで食ってから、迷めい宮きゆうに潜もぐるか？」

　と、肩に居る悪戯いたずら娘むすめの相棒に聞く。

「にゃお」

　黒猫ロロは力強く鳴くと、ペロッと頬を舐なめてきた。

「ひゃッ、ロロ、冷たい！」

「ンン、にゃ」

「――分かったから舐めるな。頬と首が冷たいだろ」

「ンン、にゃ～にゃ」

「あぁ。また舐めやがって、くすぐったいだろうが――」

　食事を催さい促そくしているのか、ふざけているのか不明な黒猫ロロ。

　そんな興奮状態の黒猫ロロさんの首根っこを掴つかんで――眼がん前ぜんに運ぶ。

　白しら髭ひげがだらりと下がっている黒猫ロロさんだ。

「にゃ～」

　……く、可愛かわいい面だ。

　首根っこから指を離して――こんにゃろうと、意気込みながら黒猫ロロの頬を両手で挟はさむ。ピンク色の小鼻ちゃんがピクピクと動く。二つの鼻孔が拡ひろがり窄すぼむ。

　その小鼻ちゃんの動きが、何ともいえない魅み力りよくを放つ。

　俺はその憎にくたらしい小鼻ちゃん近くに生えている白髭に、両手の指を当て……。

　滑なめらかな黒猫ロロの白髭に親指を走らせた。

　そして、白髭と首下の黒毛を梳すくように撫なでて上げていく。

　黒猫ロロは気持ちよさそうに両目を瞑つぶりゴロゴロと喉音を鳴らしてくれた。

　グルーミングを受けた相棒は気持ちいいらしい。
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　おっぱい研究会の技わざは猫ねこたちにも通じるからな。

　指と掌てのひらで相手を労いたわる思いは万ばん国こく共通だ。

「はははッ。眠ねむくなったか、俺は食い物ではないと、理解したかな？」

「にゃ？」

　黒猫ロロはぱちくりと目を開けてから、マッサージを受けていた俺の両手に触手を押おし当あて、自ら力で、俺の手から離れると俺の肩に乗ってきた。

　肩をぽんぽんと叩たたいた黒猫ロロは、香こうばしい匂いを漂ただよわせている店の方向に片方の前足を向ける。その片足の動きは親指を立てているようにも見えた。

　肉球さんを見せびらかせているようにも見えたが……目的は肉だろう。

　俺も美味うまそうな匂いは気になる。

　ということで相棒の肉球さんをマッサージしながら匂いの気になる店の前に移動。

　店は混在している。

　人ひと混ごみを避さけて空きスペースに走りゴールを狙ねらうように移動しながら……。

　やっと、店の前に近づくことができた。

　そしてそして、まず注目したのは、やはり肉だ！

　屋根の下に設置された長なが網あみに、こんがりと焼けている巨きよ大だいな肉が吊つるしてあった。

　その吊した肉から、美味おいしそうな肉のカスが詰まった脂あぶら汁じるのようなものが流れ落ちていく。

　テンションが上がる。いい匂いだ。モンスターの肉か、巨大な鹿しかか、不明だが……凄すごく美味しそう。俺と黒猫ロロが興奮しながら、店と肉を眺ながめていると、

「いらっしゃい！」

　と、笑いながら気合いの声を発した店主が挨あい拶さつしてくれた。

　挨拶してくれた店主は色黒な肌はだを持つ人族。

　プロレスラーのような筋肉質な身体を持つ方だ。

　プロレスラー風の体格と似合う縦長包丁を持っている。

　刃はがギザギザで目立つ包丁だ。

　その縦長包丁を肉の表面に当てながら……下へと、滑らかに、スッと落とす。

　すると、肉が薄うすく切れた。

　だが、その薄く切った肉のことが気に入らないのか床ゆかに肉を落としていく。

　えぇ？　肉にく汁じゆうさんといい勿もつ体たいないお化けが出ちゃうぞ、こんちきしょう。

　しかしだ。縦長包丁を扱あつかう技量は高い。

　重そうな包丁を丁てい寧ねいに扱う姿は完全に職人だ。

　見た目はマッチョマンの店主さんか、店員さんだが、包丁の技術は高い。

　調理スキルとかあるのだろう。周囲の客たちも、その技量を知っているようだ。

　マッチョな店主さんが縦長包丁を動かした直後、拍はく手しゆが起きる。

　皆みなの視線が、調理パフォーマンスに注がれていた。

　包丁は絶ぜつ妙みような動きだったからな。さっき落ちた肉と今しがた切ったばかりの肉の断面図は違ちがって見えた。

　細かいが切り口で食感が違うことを知っているのだろう。

「にゃ～」

　黒猫ロロも声を上げる。そんな黒猫ロロは巨大な肉を見ていた。

　分かる……縦長包丁が通った切断面の跡あとから大きな肉汁が零こぼれ落おちていた……。

　凄く美味しそう……黒猫ロロではないが、思わず、ゴクッと唾つばを飲み込む。

　と喉音が鳴った。肩に居る黒猫ロロも、俺の喉から響ひびかせた音に同意を示すように、可愛く微かすかに頷うなずく。俺と同じ仕草をするとは黒猫ロロさん面おも白しろい。

　すると、

「ふふふ～。その気持ちは凄く分かるわ」

　と、隣となりの客が黒猫ロロと俺の表情を見比べて笑っていた。

　客の屈くつ託たくのない笑い顔に釣つられて、俺も笑え顔がおをその客に向けた。

　そして、にこやかに、

「どうも、美味しそうですよね～」

　といいながら頭を下げる。

「そうよ～。トトラの店だから味は保証付き！　最近流行の兆きざしを見せているプルプルホーンの卵料理より、やはりトトラよ！　伝統を持つ肉の味。しっかりとした技術に支えられた肉の味はペルネーテの美食界を唸うならせただけはある絶品だからね」

　と、グルメ記者のような女性は熱心に説明をしてくれた。手にメモ用紙の代わりに使っているのか文字がぎっしりと書き込まれた竹を沢たく山さん持っていた。

　グルメ記者さんの金色の髪かみ。髪かみ形がたはミディアム。ストレート系だ。

　双そう眸ぼうは金色で鼻は高い。この記者さん綺き麗れいだ。

　もしかして、メリッサとかフラン系……盗とう賊ぞくギルド関係者？　と思いながらも、

「確かに美味しそうです」

　と、同意を示す。

「黒猫ちゃんも欲しがっているようにも見えるし、買ってあげるべきよ！」

　美人記者さんは黒猫ロロが気に入ったようだ。

　竹にメモっている。彼かの女じよの腰こしベルトに竹の筒つつが繋つながれている。

　その美人記者さんの言葉に頷いてから、屋根に吊された巨大な肉を見る。

　店主の肉の切り方は……前世で喩たとえるならブラジル料理のシュラスコ風料理だ。

　こんがりと焼けた肉を切る度に肉汁が溢あふれ出でていく。

　自然と、舌から唾が溢れ出た。そして、何故なぜか梅干しが食べたくなった。

　あの肉と梅干しはきっと合う。ここだとスメという名前。

　カザネ婆ばばが発見した梅はスメという名でマハハイム美食会を席せつ巻けんしたと聞いたことは覚えている。

「にゃ～」

　黒猫ロロも記者さんの意見に賛成のようだ。

　その際、店の下に設置されている小さな看板を見る。

　大草原育ちの大鹿カセブの専門と刻まれて『トトラの肉屋出張店』と大きな文字で名前が刻まれてあった。カセブか。聞いたことがある。

　ヘカトレイルで売っていた串くし焼やきだ。

　あれはあれで美味しかった……だが、こっちの方が食欲をそそる匂いだ。

　値段表では……。

　大肉が大銅貨一枚。

　中肉が小銅貨五枚。

　小肉が小銅貨一枚と書かれてあった。

　美味しそうなのに安いときたもんだ。大肉と中肉を頼たのむとしよう。

　早さつ速そく、色黒の店主に、

「焼いた大肉一つ、中肉を一つくれ」

　と、注文。

「はいよッ、大銅貨一枚に小銅貨五枚だ、そこの皿に硬こう貨かを載せてくれ」

　アイテムボックスから銅貨を取り金を皿に載のせる。

「――毎度あり、今、タレを掛けるからな」

　筋肉質な店主は切った肉を皿へと素す早ばやく盛る。

　隣の壺つぼから小さなお玉でタレを素早く掬すくうと、さっと手慣れた手つきで掬ったタレを肉へと掛けていく。スムーズな動作。技のような感覚だ。やはり職人だ。

　最後に刻んだ長なが葱ねぎのような野菜と鷹たかの爪つめのような赤い香こう辛しん料りようをまぶしていた。

　料理も美味しそうだが、香辛料をかける店主がカッコイイ。

「完成だ。はいよ」

　筋肉質な店主は肉料理を出してくれた。

「ありがとう」

　と、気合いを入れて礼をした。やや紫むらさきを帯びた焼き色の肉からは湯気が立つ。

　黒いタレと、葱ねぎと香辛料が混ざったシンプルな料理だ。

　黒猫ロロにも大肉をあげると、勢いよくむしゃぶりついていた。

　俺も食おう。フォークはないから、柔やわらかそうな肉へと、短たん剣けんを使う。

　短剣に刺さした肉を口へと運ぶ――最初はさくっと、ほどよい歯は応ごたえだ。

　奥おく歯ばへと肉を運びながら舌でタレと肉質を味わう。

　奥歯で柔らかい肉を噛かみ切きると噛み切ったはずの肉の中から……じゅあっとした大量の肉汁が溢れてきた……美味い。口の中が幸せな世界に包まれる……。

　一噛み二噛み。肉を転がすように咀そ嚼しやくをくり返す。

　その幸せな肉はなくなっていく。

　ヘカトレイルの串焼きより、こっちの方が美味い。

　ルンガ牛のサイコロステーキも美味かったが、このカセブ肉も負けていないな。

　染しみ込んだ香辛料を使った下味か、熟成の仕方か。

　この黒いタレが味の秘ひ奥おうか？

　タレは「ブルドッ●ソース」の中ちゆう濃のうソース味に近い。

　北米で有名な「ヨ●ダソース」ではない。香辛料が絶妙に舌を刺激する。

　最後にまぶした粉は、やはり、唐とう辛がら子し系の香辛料だろう。

　そして、香辛料といえば……セリュの粉。まだ少しあったはず。

　師し匠しようやラグレンがよく肉に掛けていた。

　アイテムボックスの中にヘカトレイルで買った香辛料がまだ入っている。

　取り出して、この料理に掛けたら、もっと美味しくなるかもしれない。

　いや、これだけで完成された料理だ。ソースにソースをかけてもな。

　トトラの肉屋が作った料理をリスペクトしながら食べていく。

　他の客たちも短剣を肉に刺すか手て掴づかみで調理された焼き肉を頬ほお張ばっていた。

　黒猫ロロもガツガツと美味しそうに食べている。

　その食べている途と中ちゆう、黒くろ豹ひようのように身体を大きくさせた。

　唸り声ごえを出しながら美味そうに肉を食べていく黒豹ロロさんだ。

　誰だれも肉は取らないと思うが……その特とく徴ちようある必死な唸り声に……。

　何だ、何だ、と他の客から注目を浴びてしまった。

　黒豹の姿もあるし、肉にく食しよく獣じゆうの唸り声は怖いよな。

　俺は好こう奇きな視線に耐たえながら残り少なくなった美味しい肉を胃の中に運んだ。

　黒豹ロロは食べ終わると、瞬しゆん時じに小さい黒猫の姿に戻る。

　胃い袋ぶくろの消化吸収は一いつ瞬しゆんで終わるらしい。と、ツッコミは入れない。

　満足そうに前足で頭部を擦こする仕草をやり始める黒豹ロロ。

　肉球をぺろぺろと舐めて、その片方の前足で顔を洗う動作を繰くり返かえしていく。

　可愛い黒猫ロロを小一時間、見ていたい気分になった。

　しかし、このこんがり肉をアイテムボックスにストックするか悩なやむ……。

　だが、まだヘカトレイルで仕入れた食料はあるからな……。

　この肉は、今度でいいかと考えたところで――よし。腹も満ちた！

　迷宮へ挑いどむとしよう――と魔ま槍そう杖づえバルドークを斜ななめに伸のばし構えた。

『閣下のポーズですね！』

　と、左目に宿るヘルメが指し摘てきしてきた。が、右手に握にぎる魔槍杖はすぐに消去した。

　いい気分で迷宮の出入り口に向かう。

「薬草は要りませんか～」

　と、声が聞こえた。この間の少女の声だ。

　声の主の姿は、前と同じく貧相な身なりだった。

　大きい篭かごを小さい手で健けな気げに持つ少女。

　薬草の束を大量に持ち歩いて通りを行いき交かう人々に薬草を売っている。

　あの子、また薬草を売っているのか。

「ロロ、あの少女のところに行こう」

「ンン――」

　喉声を鳴らしながら黒猫ロロは肩に乗ってきた。

　可愛い体重を肩に感じながら薬売りの少女の下に向かう。俺が近づくと、少女は俺の気配を感じ取ったのか、振ふり向むいてくる。その少女に向けて、

「やぁ、薬草を売ってくれるかな」

　と、話をした。

「ありがとう――あ、この間の？」

　少しは目が見えているのかな？

「覚えているのか。そうだよ。また売ってくれると、助かるんだが」

　と、話をしながら、アイテムボックスから大銅貨を出した。

「はいっ喜んで！　どうぞ。小銅貨、五枚になります」

　薬草と交こう換かんする形で、その大銅貨を丁寧に手て渡わたしてあげた。

「……あ、また大銅貨。これだと二つ分です」

　この子、小さい掌で銅貨の表面を何回も触さわって確かめている。

　指先でも確かく認にんしていた。実は見えているようで見えていないのかも知れない。

　耳が良いだけかな？　ま、推察したところで意味はないんだが。

「気にせず受け取っておいてよ。またね」

　有う無むを言わせず腕うでを上げて別れの挨拶――踵きびすを返した俺は迷宮の出入り口へ急いだ。

　あの子が細い手に持つ篭はいつも薬草で満まん杯ぱいだ……売れていないのだろう。

　薬草が沢山売れるようになればいいな。

　と、思いながら迷宮の出入り口を守る衛兵にスパッと冒険者カードを見せる。

　通された。顔パス気分で迷宮の中へと意い気き揚よう々ようと進む。

　建物の内部では、八角形の部屋の中心にある水すい晶しようの周囲に集合していた冒険者たちが見える。

　団体さんだ。リーダーが謎なぞの合い言葉を宣言。その全員が瞬時に消えた。

　さて俺も行こうか。水晶の前に立つ。

　水晶に指を当て触りながら「ワープ」と言葉を発した――。

　一階層の水晶に一瞬で、移動が完かん了りよう――転送装置は便利だ。

　そして、ここも八角形の部屋。魔ま法ほう陣じんのような幾き何か学がく模様の光源があるから明るい。

　天てん井じようの高さはレベッカと一いつ緒しよに来た時と変わらない。

　前後左右の位置にアーチ状の出入り口がある。

　ところどころの壁かべや天井は黒ずんでいた。

「ロロ、行こう」

「にゃ」

　相棒と俺は前方の通路を進む。部屋が見えると同時に魔ま素その反応も得た。

　剣けん戟げき音が通路まで聞こえてくる。部屋の中でパーティがモンスターと戦っているんだろう。通り道の部屋だしお邪じや魔ましようか。出入り口付近の岩場のような障害物が散乱するところを抜けて部屋に足を踏ふみ入いれた。

　大きな鼠ねずみの群れと戦っていたのは三人の冒険者パーティ。

　大鼠の他に小型のゴブリン、ブランデルも居る。

　そんなモンスターたちに冒険者たちは囲まれている状況。

　しかし、冒険者たちの方が優勢だ。冒険者たちは巧たくみな連係で大鼠を倒す。

　彼かれらの邪魔をしないように、健けん闘とうを祈いのりながら壁かべ際ぎわの端はしを歩く。

　四よ隅すみの右の出入り口から出た。しばらく誰もいない通路を進む。

　通路の高さは十メートル前後に変わる。横よこ幅はばも迷宮らしく狭せまくなった。

　階段を発見。小走りで階段を下りていく……と気温が下がる。

　冷たい風が全身を駆かけ抜けてきた。別に身み震ぶるいはしない。

　レベッカと一緒に来た時と同じだ。

　風を感じながら階段を下りると……左右に分かれた通路に出た。

「ロロ、どっちがいい？」

「にゃ、にゃ～」

　ロロは左の方に触手の一つを向ける。

　左から、と左の方向の通路を見てマーフィーの法則やフレミング左手の法則とか、力と磁界に電流とか思い出しながら迷った。

　相棒も左を選んだし、左にするか。分かれ道の左通路を進んだ。

　狭せばまった壁に刻まれた幾何学模様の光源が目立つ。

　壁の光源の模様は、この迷宮で統一されたデザインなのだろうか。

　水晶のような塊かたまりが鎮ちん座ざしている特とく殊しゆ空間の天井にも、この壁に刻まれているようなデザインがあった。壁を見ながらそんなことを考えていると、魔素の反応を得る。

　小さい魔素たちの反応は大鼠たちだ。三匹びき居る。

　殺るかと思ったら黒猫ロロが駆けていた。颯さつ爽そうと走るロロディーヌ。

　神しん獣じゆうらしい黒豹の形へと一瞬で変身する。

　エリマキトカゲじゃないが、首周りから派生した触手たちの動きを見て、黒色の傘かさをパッと広げたように見えた。その触手だが、いつもと違う。

　傘を窄めるように触手たちが一か所に集中した。

　やがて、一本の太い黒触手となる。

　その一本の太い黒触手からニュルリと出た銀色と象ぞう牙げ色いろに近い骨の爪つめ剣けんも太くなった。

　段ビラサイズの大きい爪の骨ほね剣けんだ。

　その太い骨剣が螺ら旋せん回転しながら宙を突つき進すすんでいく。

　相対する大鼠は小さく見える。可か哀わい想そうかも。

　案の定、太い骨剣が直ちよく撃げきした大鼠の腹は、一瞬で両断、もとい、肉にく片へんと化した。

　凄いオーバーキルだ。更さらに、黒豹ロロは何事もなかったように太い触手を元の大きさに変えながら、スパッと自身の首元に収しゆう斂れんさせた。

　いつも思うが、掃そう除じ機きのコードを収納する動きに似ている。

　あくまでも似ているだけで速度は段だん違ちがいだが……。

　そんな黒豹ロロさんは獲え物ものを捕とらえようとする黒豹らしい仕草を取り始めた。

　そして、揺ゆれた後あと脚あしが地面を蹴けった。爆ばく発はつ的てきな機動力で、大鼠に襲おそい掛かる。

　両前足の爪で大鼠を引っ掛けるように捕らえて覆おおいかぶさると大鼠を引き倒しながら、その大鼠の首に牙きばを突き立たてるロロディーヌ。大鼠の後頭部にも、しゃぶり付き、再び、首を噛み付つくと、背中にもがぶりと牙を突き立てた。

「――ロロ、ナイス」

「ンン、にゃお」

　肉食獣らしい黒豹ロロさんのドヤ顔が炸さく裂れつ。

　口元から血が滴したたっているが、ネコ科としての可愛さは普ふ遍へんだ。

　黒豹の頭部に生えている黒毛たちを、掌で優やさしくわしゃわしゃと撫でながら、

「ロロ、一応、周りを警けい戒かいな？」

　と聞くと、相棒は勢いよく頭部を犬のように振るって俺の手を弾はじいて、見上げてきた。

　紅の虹こう彩さいと黒の瞳ひとみが輝かがやく。

「にゃ！」

　愛あい嬌きようのある微笑みが顔を彩いろどって見えた。

　掌しよう握あく察さつで魔素の探知はできるが、黒豹ロロに警戒を任せよう。

　相棒よ、頼むぞ。と思いながら大鼠の死体の側に移動した。

　地面に片かた膝ひざをつけて、屈かがみながら大鼠の死体から魔石を剥はぎ取とっていく。

　よーし、取った。その取った魔石を魔ま法ほう袋ぶくろに詰つめアイテムボックスに仕し舞まう。

　前後の通路を確認してから、振り向いて、進む。

　冒険者と遭そう遇ぐうした部屋を過ぎたところで、またもや、大鼠と遭遇。

「ンン――」

　早速、黒豹ロロがその大鼠に向けて突撃――大鼠を喰くらうように倒す。

　相棒は魔石ごと肉を食べてしまう勢いだったが、ちゃんと魔石を残してくれた。

　その魔石を回収してから進む。今度はＹ字の形をした通路が出で迎むかえた。

　ＹＹの字のように分かれた道は、手前と奥おくに二つある。

　左右斜めの方向に向かう四つの通路。

　一瞬で決めた。手前の左方向に続いている通路を行こう。左の通路を進む。

　高さと幅はばが狭まった分ぶん岐きのない一直線の街かい道どうのような通路が続く。

　ゴミのような物が散乱している。すると、魔素の反応があった。

　ゴブリンの姿が見えてくる。小さいゴブリン。小型ゴブリン。

　名はブランデルだったっけ。

「ロロ、今度は俺が殺るぞ」

「――ンンッ」

　走り出していた黒豹ロロは俺の言葉を聞いて前足を滑すべらせながら急ストップ。

　振り返った黒豹ロロは不満そう。

「ロロ、魔法を試ためしたいんだ」

「にゃ～」

　黒豹ロロは『わかったにゃ～』といったように鳴きつつ俺の足に頭部を衝しよう突とつさせる。

　甘あまえん坊ぼうちゃんな黒豹ロロは背後に回る。

　俺のふくらはぎの臭においを嗅かぐようにピンクな鼻をふがふがと動かしながら視線を合わせてきた。『にゃ？』と、頭部を傾かたむける黒豹ロロ。

　尻尾をピンと立てていた。好こう奇き心しんを顕あらわにしている。可愛い。

　さて、そんな黒豹ロロさん鑑かん賞しよう会かいは終しゆう了りようだ――。

　ブランデルたちを見る。

　レベッカとパーティを組んだ時に使わなかった魔法を使おう。

　実験だ。まずは紋もん章しよう魔ま法ほうを試す。

　小型ゴブリンことブランデルたちの下に走りながら《凍刃乱網フリーズ・スプラツシユ》を唱えた。

　――水色の魔法陣が瞬時に浮かぶ。

　その魔法陣から身みの丈たけ程ほどの氷の刃が無数に出現した。

　縦長な氷の刃たちは横回転しつつ重なり合うと氷の網と化す。

　氷の網の《凍刃乱網フリーズ・スプラツシユ》はブランデルたちを襲う――。

　魚が網にでも掛かったように氷の網を喰らったブランデルたちは全身に冷たそうな網タイツをすっぽりとかぶったような網あみ状じようの傷を作ると、《凍刃乱網フリーズ・スプラツシユ》はブランデルの身体の中へと浸しん透とうする。

　ブランデルは一瞬でパズルのピースのようにバラバラの小さい肉片と化した。《凍刃乱網フリーズ・スプラツシユ》はブランデルをバラバラにしても勢いは衰おとろえずに、迷宮の床に氷の網目の傷を作りつつ浸透しながら迷宮に深い傷を作っていく。

　そして、網あみ目めの模様の一部がズレ落ち雪崩なだれのような崩ほう落らくを起こす。

　迷宮に小さい渓けい谷こくが誕生した。いや、誕生してしまったというべきか……。

　紋章魔法は強力だ。まさか迷宮に傷をつけるとは思わなかった。

　この魔法は仲間が近くに居る場合はよく考えて使うことにしよう。誤ご爆ばくが怖すぎる。

　だが、迷宮の傷としての小さい渓谷はブランデルが居た方向だけだ。

　だから、この《凍刃乱網フリーズ・スプラツシユ》の紋章魔法は指向性はある。

　何回か、この魔法を試して慣れていけば使いこなせるはずだ。

　……と、魔石を探す。魔石を探し中に、黒豹ロロが動いた。

　崩くずれた床の一部に興味を抱いだいたようだ。

　一いつ対ついの触手を太たい鼓この撥ばちでも振るうように扱うロロディーヌ。

　崩れた床をバンバンと音を鳴らすように叩いていく。

　叩かれた瓦が礫れきは当然、底の方に落ちていった。

　そんな黒豹ロロは崩落していく瓦礫の平らな面に飛び乗ると、サーフィンを行うように滑りながら降りていく。新しい遊びを始めていた。

　黒豹ロロディーヌの無む邪じや気きに遊ぶ姿は微笑ましい。猫と変わらない。

　笑えみを意識しながら、多数の肉片の近くに落ちていた魔石を拾う。

　汚きたない魔石だ。その拾った魔石に生活魔法の水を当てていく――。

　手もついでに洗いながら血ち塗まみれの魔石の汚よごれを水で落としていった。

　水で綺麗になった魔石を凝ぎよう視し。小魔石はそれぞれ形が異なるが微び妙みように菱ひし形がたが多いのか？

　緑色と黄色が多い。ゴブリン系はこんな色合いということかな。

　菱形だが……どことなくゴブリンの顔とも似ている。

　大鼠の魔石の色は無色だったはず。魔石を手に取り覗のぞき込む……。

　石というより宝石にも見えてきた……菱形の石か。あ、この魔石で閃ひらめいた。

　アイテムボックスの菱形マークの◆を思い出す。

　エレニウムストーンを納める場所だ。

　この菱形の魔石とゴブリンの頭部に近い魔石で、エレニウムストーン代わりの流用が可能となるかもしれない。早速、試そう――。

　アイテムボックスの腕うで輪わ表面にある太陽マークに触る。

「オープン」

　と発して、アイテムボックスを操作した。ウィンドーがいつものように開く。

　メニュー画面も変わらない……。

　メニューの中に並ぶ〝◆〟。この菱形マークを人差し指で、ポチッとな――。

　と、タッチング。この間と同じくウィンドーが変化。




　◆：エレニウム総蓄量：０









　必要なエレニウムストーン：50：未み完かん了りよう。

　報ほう酬しゆう：格納庫＋15：記録庫解放。

　必要なエレニウムストーン：１００：未完了。

　報酬：格納庫＋20：カレウドスコープ解放。

　必要なエレニウムストーン：２００：未完了。

　報酬：格納庫＋25：ディメンションスキャン機能搭とう載さい。
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　？？？？？？












　左側の大きい菱形マークへ緑色の小魔石を落とす。

　すると、ウィンドーに表示されている菱形マークの下に文字が出た。









　未知のストーンを検出……魔素適合率50％

　80％以下は弾かれます。









　ウィンドーの文字の表示が消えた瞬しゆん間かん――。

　今入れたばかりの緑の小魔石が、そのウィンドーの下から落ちてきた。

　落ちた魔石を拾う。この小さい緑魔石だと魔素適合率が五十パーセントということか。

　ということは中魔石なら八十パーセントを超こえるかもしれない。

　冒ぼう険けん者しやギルドの依い頼らい分ぶんも集めるとして、このアイテムボックスに納める中魔石も集めようか。この菱形マークに中魔石を落としたら、どんな反応を示すか確認してみたい。

　中魔石がエレニウムストーンと認にん識しきされたら嬉うれしいな。

　報酬もゲットできるし、アイテムボックスの強化にも繋がる。

　ついでだ。一応、他の小魔石も試すか――。

　四つの緑色の小魔石をウィンドーに放ほうり込む――。

　どれも五十パーセントだった。一方で、大鼠が出した無色の小魔石は六十パーセントと少し高いパーセントを叩き出だす。

　魔石の色が無む色しよく透とう明めいだからか不明だが、いずれにしても八十パーセントには届かない。

　ということで思考を切り替かえる。ウィンドーを消した。相棒を呼ぶ。

「ロロ、進むぞ――」

「ンン、にゃお～」

　黒豹ロロは俺おれの脹ふくら脛はぎと脛に頭部を衝突させてくる。

　何回も両足の間を行き来するロロディーヌ。その動きは、単に甘える仕草を超えた肉食獣としての気持ちを表すように激情の思いを奮い起こしているようにも感じた。

　俺の脹ら脛と脛が、相棒の餌えさのようにも見えるぐらいな勢いだ。

　そうして、頭部から背中の黒毛たちを俺の足にこすりつけることに満足したロロディーヌは勢いよく走り出していった。

　走る姿は、頼もしさと凜り々りしさを合わせ持つ黒女王としてのロロディーヌだ。

　黒豹の後ろ姿を追おい掛けた。

　ジグザグな通路を進むとＴ字の通路に出た。今度は右の通路にしよう。

　右は曲線を描えがくような反そった通路が多くなってきた……。

　ぐるぐると回っているのだろうか……そういえば……転生した直後も蝸牛かたつむりのような地下道があったなぁ……地下の世界も迷宮と変わらないな。

　ところが曲線通路が増えたと思ったら、すぐに真まっ直すぐに変化した。混乱する。

　その混乱を助長するように通路の先の明るさが消えた。

　壁や天井の光源が消えて前方は真っ暗くら闇やみだ。罠わなとかありそう。

〈夜目〉を発動――地下世界で過ごした経験を生かす。〈暗者適応〉もある。

『ヘルメ、一応視野を貸せ』

『ハイッ』

　視界に現れた精せい霊れいヘルメを視線で掴むイメージを行う。精霊の目を発動させた。

『ァッ』

　魔ま力りよくを得たヘルメの声は無視。

　暗がりの通路を凝視しながら〈鎖くさり〉を出して遠くの床をチェックした。

　魔槍杖で近場の床や壁を突くように叩いて慎しん重ちように歩いていく。

　黒豹ロロも俺の真似まねをして床を肉球でふみふみした。

　そんな黒豹ロロを連れて暗闇を進むと、先の空間に、複数の魔素反応を得る。

　その反応した魔素を睨にらむように凝視……精霊の目のサーモグラフィーにも熱反応。

　蝙蝠の姿がくっきりと赤く映っている。小さい魔力の形。

　蝙蝠こうもりの姿をしたモンスターたちか。精霊の目を止めてから魔察眼でも確認。

　天井に魔素の光が分布しているようにも見えた。地下にも蛍ほたるのような光る茸きのこがあったな。

　昔を思い出しながら見上げて、蝙蝠モンスターの数を確認……数十は超えているだろう。

　数は多いが、蝙蝠モンスターは俺たちに気付いていない。

「ロロ、俺がやるから下がってろ」

「にゃ」

　黒豹ロロは指示通り後退した。さて、先制するとして覚えている魔ま法ほうは……。




　初級：水属性の氷弾フリーズ・ブレツト

　初級：水属性の氷刃フリーズ・ソード

　中級：水属性の氷矢フリーズ・アロー




　この三つの魔法だ。まずは氷の弾だん丸がんを撃うつとしようか。

　腕を伸ばす。じゃんけんぽん、じゃないが、銃じゆう口こうに見立てた人差し指を標的に親指を照準か撃鉄に見立てた銃じゆうマークを手で作ってから《氷弾フリーズ・ブレツト》を放つ――。

　銃口に見立てた指先から、飛び出た氷製のパラベラム弾――。

　ベレッタ銃に使われるような弾丸をイメージ。

　そんな弾丸《氷弾フリーズ・ブレツト》は天井に止まっていた蝙蝠モンスターの頭を直撃した。蝙蝠モンスターは頭部に風穴が空くと壊こわれた機械のように落下してゆく――。

　しかし、派手に頭部を撃ち抜ぬいた攻こう撃げきに気付いた他ほかの蝙蝠モンスターたちが一いつ斉せいに飛び立って襲い掛かかって来た。こりゃ撃つ魔法を間ま違ちがえた。

　範はん囲い魔ま法ほうを試せば、少なからず、大量に倒たおせたはず。

　真っ暗闇の中、眉まゆを細めながら少しだけ悔くやむ。

　そんな俺には一いつ切さい構わず鋭するどそうな牙で噛み付こうと飛とび掛かってくる蝙蝠たち。

　蝙蝠らしく超ちよう音おん波ぱでもあるんだろう。俺の位置を正確に捉とらえているようだ。

　だからといって、そう簡単に近付かせるつもりはない。との思いから、左手を振るう――。

　手首のスナップを利きかせながら〈鎖〉を射出した。

〈鎖〉を鞭むちのように扱う――。勢いよくしなる〈鎖〉は、唸りをあげながら波のようにうねって複数の蝙蝠モンスターと衝突――蝙蝠モンスターたちを持ち上げ弾くように吹ふき飛ばす。

　蝙蝠モンスターたちは壊れたドローンのように墜つい落らくしていった――。

　よっしゃ、同時に魔法を試そう――と、腕を上げて特別なポーズを取る。

　ヘルメの尻しりがぷるっと動くようなイメージだ。

　すると、左目に棲すむ精霊が反応した。はは、やはり反応したか！

『ふふ』

　ヘルメの微笑ほほえみと、思念は心ここ地ちよい――。

　中級：水属性魔法の《氷矢フリーズ・アロー》を発動する。

　この魔法は氷弾とは違った。人間の腕ぐらいの太い氷の矢。

　氷の矢の先せん端たんには白色に輝く鏃やじりがある。鏃は大きい。槍やりの穂ほ先さきのようにも見える。

　輝く鏃は暗闇を切り裂さくように飛ひ翔しようした。

　素早く飛翔していた蝙蝠モンスターたちだったが、俺の放った《氷矢フリーズ・アロー》は難なく蝙蝠モンスターを捉える――。

　最初の一匹は、腹を貫つらぬく《氷矢フリーズ・アロー》。

　二匹目は頭をぶち抜く《氷矢フリーズ・アロー》。

　三匹目は羽を貫く《氷矢フリーズ・アロー》。

　四匹目は、いや、違った――。

　数すう匹ひき巻き込みながら天井へと突き刺さる《氷矢フリーズ・アロー》だ。

《氷矢フリーズ・アロー》は中々使える攻こう撃げき魔ま法ほうだ。

　だが、まだまだ蝙蝠モンスターの数は多い。

　魔法の攻撃が終わったと判断したのか、蝙蝠モンスターたちが連係を始めた。

　その動きは鰯いわし雲ぐものように見える。俺は爪つま先さきを意識した。

　くるり、くるりと体重を爪先に預けて――の――ダンシング――。

　――そう、これは師し匠しよう譲ゆずりの爪先を軸じくとした横回転機動の避さけ技わざだ――。

『素す晴ばらしい華か麗れいな避けです――』

　常とこ闇やみの水精霊ヘルメに指摘を受けて照れるが、蝙蝠モンスターの攻撃を把は握あくする――。

　噛みつくように歯し牙がを出す蝙蝠モンスターの頭部を、紙かみ一ひと重えで躍おどるように避け続けた。

　同時に、初級：水属性魔法《氷刃フリーズ・ソード》を念じた。

　長ちよう剣けんの幅がある氷の剣が周囲に出現する。

　俺は手刀で空間を斬きるように腕を振るいつつ迫せまった蝙蝠モンスターの頭部へとカウンター気味に長剣の幅のある《氷刃フリーズ・ソード》を喰らわせた。蝙蝠モンスターの身体を真っ二つとする。そのまま流れるように流水をイメージした《氷刃フリーズ・ソード》を中空に生み出し続けて、近寄ってくる蝙蝠モンスターたちを、ばっさばっさと切断していく。

　遅おくれて目の前に来た蝙蝠モンスターには、真上から斬り下げるように腕を振り下おろすと同時に《氷刃フリーズ・ソード》を念じた――シュパッと紙でも切るように蝙蝠モンスターを両断する。続けて《氷弾フリーズ・ブレツト》を唱えた――すぐに〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を発動――。

《氷弾フリーズ・ブレツト》が蝙蝠モンスターの腹を捉えた直後――最後に〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を二発繰くり出す――閃せん光こうを放つ光条の鎖槍シヤインチエーンランスたちは宙に弧こを描く軌き道どうで蝙蝠モンスターに向かう。

　追跡ホーミングした〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉が蝙蝠モンスターの腹や羽を貫いていった。魔法とスキルの連れん続ぞく技わざが成功した。最終的に〈鎖〉も使用する。

　それら魔法とスキルを用いて次々と蝙蝠モンスターを撃ち落おとしていった。

　――息絶えた死体たちが床ゆかに落ちた音がなんともいえない。

　――死体が潰つぶれる音が独特の音楽に感じる。

　その落下音が奏かなでる死体協奏曲が消音――。

　無音となった。通路は暗闇に似合う静せい謐ひつな空気となる。

　最後に魔法とスキルの使用を連続で試してみたが……案外いけるもんだ。

　無詠唱が使えるからこその連続技。

　スキル〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉は魔法に見える。

　見た目は〝光槍〟だが、魔法ではない。スキルだからこその凶きよう悪あく性能だ。

　初見では絶対に魔法だと勘かん違ちがいするだろう。

　さて、魔法の実験は二の次。冒険者として依い頼らいを果たそうか。

　――魔石の回収をしよう。短剣で蝙蝠モンスターの死体をほじくるように魔石を取り出した。
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　血塗れの魔石を綺き麗れいにしてから回収する。黒色と赤色の小魔石だった。

　これで大鼠とブランデルを合わせると三十個集まった。小魔石も金になるが、微び々びたるものだから無視できるなら無視しちゃってもいいかもな。

「ロロ、もう戻もどっていいぞ」

「ンンン、にゃ」

　少し不満気に喉のど声を鳴らしながら先を歩む黒豹ロロさん。

　先はまだ暗い通路が続くから〈夜目〉と精霊の目を使う。

　床に罠があるのか確認を行いながら進んでいった。

　通路に湧わいている小型ゴブリンや大鼠などのモンスターを相棒と協力しながら倒し進むこと数時間……罠のようなモノを発見した。

　もう罠が発動した後のようだが、床の半分以上が崩落している。

　典型的だが、落とし穴かと深しん淵えんを覗く気分で……その底を確認すると剣けん山ざんが見えた。

　剣山の罠に死体はない。罠に引ひっ掛かった人物は居ないらしい。

　罠の確認をしていると、黒豹ロロが「ンン――」と喉声を鳴らした。

　黒猫ロロはいつもの定位置に戻ってくる。

　俺は相棒を肩かたに乗せて、僅わずかなスペースの壁沿いを歩く。

　足を揃そろえながら、じりじりと、ゆっくりと前に進む。

　落とし穴は無事に越こえたが……落とし穴の罠はまだあるかもしれない。

　と、壁沿いから魔槍杖を伸ばし、真ん中の床を突いて調べる……。

　何も反応はない。大だい丈じよう夫ぶそうだ。恐おそる恐る足を進めて、真ん中へと移動した。

　念のため、前方の床へと〈鎖〉を伸ばしてチェック――。

　反応があった。〈鎖〉が触ふれた床が、パカッと両開きで御ご開かい帳ちよう――罠だった。

　底に剣山や杭くいの先が見えている。幅は十メートルもない。跳ちよう躍やくで飛び越えることはできる。

　だが、止めとこう。越えた先も床の罠だったら嫌いやだ。

　壁沿いには、さっきと同じ僅かなスペースがある。

　狭いが壁沿いを進む。この足場こそ罠とかないよな……横の壁から槍が飛び出す？

　とか嫌なことを想像したが……罠は、ナッシング。

　ふぅ……大丈夫だった。慎重に渡わたるとまた暗闇の通路に戻った。

　罠を確認しながら暗闇の通路を進む。先に明かりが見えてきた。光源付きの部屋だ。

〈夜目〉と精霊の目を解除。時間が掛かったが、罠のあった暗闇通路を無事に抜けることに成功したようだ。明るさが漏もれている部屋へ足早に向かう――。

　部屋にはモンスターの魔素反応もあった。前後左右にアーチ状の出入り口がある。

　いつものモンスター部屋だ。早さつ速そく、部屋の中に突とつ入にゆう。

　群れていた小型ゴブリンたちを槍やり無む双そうで倒した。すっきりだ――。

　魔石を回収してから前方の通路を選せん択たくし、三十分ほど進むと。

　行き止まりだった……『なんじゃこりゃぁ』と、両手を広げるようなリアクションを取りながら、四方の壁に叫さけびたくなった。

　ロロディーヌも悔くやしそうに、目の前の壁に触しよく手しゆをぶち当てていく。

　壁に穴が無数にできあがる。と、俺に頭部を向けてくる黒豹ロロ。

　アピールしているようだが、何かがっかりしているような面だ。

　何かのアートを作ろうとして、失敗した相棒さんかな。

　穴だらけの無残な壁に、後脚キックを喰らわせる黒豹ロロ。

　しかし、無む双そうして倒したいい気分が台無しだ。

　ま、ここは迷めい宮きゆうだ。そう都合よく行かないさ。

　……こういうこともある。

　人生は色々あるさ。と、有名な歌を思い出した。

「ロロ、戻ろう」

「ンンン――」

　俺は黒豹ロロの喉声に合わせるように、脳内で、曲を流しながら走る。

　モンスター部屋に戻った。今度は左の通路を選択。

　左はジグザグな通路が続いた。

　俺はジグザグ、ジグザク、ジグザグ～と、リズムを奏でながら、歌い出す。

「ジグザクな通路が続くよ迷宮さん。あくびをしながら進むよ迷宮さん」




　明け方　昼間　夜よ更ふけ　関係ない　依頼のモンスター求めて　俺たちは進み続ける

　ジグザグな通路が続くよ迷宮さん　あくびが出るよ迷宮さん

　ロロとヘルメと一緒に進み続けよう　ヘルメの水を飲みつつ前進し続けよう

　罠を潰し　モンスターを蹴け散ちらし　前進を続けよう

　迷めい宮きゆう突とつ破ぱだロロディーヌ　灰色通路を突破だロロディーヌ

　迷めい宮きゆう踏とう破はだロロディーヌ　進め　進め　ロロディーヌ




『閣下の歌は素晴らしい！』

「ンン、にゃ、にゃにゃ～」

　俺のバリトン風の歌声を聞いた相棒も楽しそうだ。ヘルメも喜んでくれた。

　ギターがあれば、もっと軽快な乗りでミュージックを奏でたんだけどな。

　だが、俺の歌声もまんざらではないようだ。

　軽快に歩きながらリズムに乗ったロロディーヌも歌声を披ひ露ろうしていく。

「ンン、にゃお、にゃ～ん、にゃお～ん」

　といっても……鳴き声だが……その代わりに、マラカス的な楽器のつもりなのか、触手から象牙色の骨剣の出し入れをくり返した。

　俺の歌声に合わせて、一緒に楽しく迷宮を進み出す。

『ふふ、ロロ様に交ざりたいです』

『いいぞ』

　ヘルメが左目から出る。

「ふふ～ロロ様、骨剣を――」

　ヘルメはロロディーヌの触手骨剣に丸く大きい水みず飛沫しぶきを飛ばす。

「にゃんお～」

　その水飛沫を貫くと、花火が散ったように七色の水飛沫が生まれた。

　水飛沫は相棒と俺の口下に多く飛んできた。

　そのヘルメの煌きらびやかな水を飲んでいく。美味うまい。すると、ヘルメが、

「ロロ様と閣下の笑え顔がおは素す敵てきです～♪　らんらんらん～♪」

　ヘルメも歌い始めた。

　そうして、ヘルメも加わって迷宮音楽隊は進む。

　暫しばらく進んでからヘルメを左目に戻すと、丁度幅はば広ひろな下りの階段が目に入ってくる。

　おお？　階段近くの壁の明るさが増した。何か雰ふん囲い気きがあるねぇ。

　幅広の階段はずっと下に続いている。

「ロロさん！」

「にゃ？」

　急激にテンションが高まった俺の声を聞いた黒豹ロロは視線を寄よ越こす。

　相棒は黒色の瞳が散大していた。

「にゃ、にゃ～」

　と鳴いて『歌の次は猫ねこじゃらしの準備かにゃ～』といったように前足を揃えながら腹を地面に付ける。遊び道具を期待するかのような狩かりの体勢だ。

「あはは、違ちがうんだなぁ、階段を下りる競争だ！」

「ンン、にゃおぉ～」

　俺は先にスタタタタッと忍にん者じや気分の駆け足あしで階段を下りていく。

　黒豹ロロも追い掛けてきた――先の空間は広いようだ。

　階段の途と中ちゆうで跳躍――無む駄だにポーズを取って着地した。

　下りた階段の幅と空気感に、壁の質も違うから特別な空間だろうとはすぐに予想がついた。

　ここは空間というか八角形の部屋だ……風はあまりない。湿しめってもなく乾かわいてもいない。

　中央に太い水すい晶しようが鎮座している。ワープが可能な水晶だ。

　前後左右の位置には出入り口がある。同じような通路が先に続いているんだろう。

　しかし、水晶があるってことは、ここで一階は終了か。もう地下二階なんだろうか。

　この水晶から地上へと戻れるとしてレベッカのいう通りならば、この水晶に触さわって『二層』とか『二階』といえば迷宮内部の第二層の何処どこかにランダムワープされるはずだ。

　ダンジョンの壁に分かりやすく『ここは二階』とか刻まれていると楽なんだけどな……。

　そんな便利な標識はない。と周囲を見る。天てん井じようまでの高さは二十メートルぐらいか。

　しかし、ワープが可能となる水晶が鎮座している部屋は八角形が多いのかな。

　そう疑問に思いながら中央に向かう。水晶に指を当てた。

　水晶の表面に〝二層エリア〟の青と紫むらさき色いろの文字が浮うかぶ。点てん滅めつしていた。

　やはりここは二階だ。では早速、やってみるか。

「相棒、飛ぶぞ」

「にゃ～」

　相棒は黒猫の姿に戻ると、肩に乗ってくる。そして、

「二階――」

　視界がぶれるとかは一切ない。ワープは即そく座ざに完かん了りようした。

　水晶の表面には俺が唱えた〝二階〟の文字が点滅している。

　あれ？　形が違う？　目の前の水晶の形は最初にさわった水晶と形が違う。

　ワープする前は結構、ずんぐりむっくりな形だったが……。

　目の前の触れている水晶は縦に高い長方形。上に行くほど細くなっている。

　オベリスクのようで先端の方は意外に形は整っている。

　黒猫ロロも形が変わっていることに気付くと、先が平たい触手でタッチをくり返す。

　肉球マッサージを受けた水晶の表面を、俺も触っていく。

　微妙に凹おう凸とつがあるから完全な長方形ではないのか……。

　そんな水晶から視線を外して、新しくワープしてきた部屋を見回す。

　やはり八角形の部屋だった。さっきの部屋とあまり変わらない。

　天井の高さは、やや低くなり光源の幾き何か学がく模様の線が増えたような気もする。

　床は無む垢くなクリーム色。さっきまでは灰色だったせいか明るく感じた。

　壁かべの色合いもクリーム色に近いが、ところどころに灰色も混ざっている。

　そんな部屋の出入り口は、左と後ろの二か所のみ。

　今までのように、前後左右にアーチ状の出入り口は存在しなかった。

「にゃあ」

『ロロ様が指示していますっ』

　たまたまだと思うが、黒猫ロロは触手と尻尾しつぽを左へ向けている。

『ロロに従うか』

『はい』

　ヘルメと念話しながら左の通路を選択した。通路の幅は二十メートル前後。

　正確に測った訳じゃないから、完全に目測だが……。

　きょろきょろしながら歩いていると黒猫ロロが肩から下りた。

　中型の幅を持った黒豹の姿に変身。

　黒豹のまま、俺の少し先を歩く。ふさふさしていそうな太ふと股ももから生えた黒毛が魅み力りよく的てき。

　しかし、四し肢しに力が入っていることが分かる。

　そろそろ戦いがあると、黒豹ロロなりに迷宮の雰囲気を感じ取っているようだ。

　野生の勘かんか、神しん獣じゆうの勘か。狩りがしたいだけか。

　頼たのもしい相棒を連れて乳白色に近い二階層の通路を歩く……。

　モンスター討とう伐ばつ依い頼らいの殆ほとんどが、この二階層以降に出現するモンスターばかりだ。

　俺が受けた依頼も二階層。だから、ここからが迷宮の本番だ。

　依頼のモンスターはどれくらいの頻ひん度どで出しゆつ没ぼつするのだろうか。

　緊きん張ちようとわくわくの心境を抱く――。

　緊張をごまかすように、魔ま槍そう杖づえの穂先で近場の床を叩たたいた。

　そして、掌握察、魔ま察さつ眼がんを使い周囲の観察を続けてから〈鎖〉も遠くに射出する。

〈鎖〉に触れた床が反応するか調べたが、特に罠はないようだと思った瞬間――。

　いきなり槍が左右の両壁から飛び出してきた――急ぎ〝爪先回転〟で槍の穂先を躱かわす――。

　黒豹ロロも驚おどろいて跳躍し内腹を見せて器用に槍の穂先を避けていた。

　安心した直後に、いきなりコレ槍かよ――。

　壁穴から飛び出た赤茶の錆さび槍を殴なぐり折り壊してやった。

　しかし、罠の兆候は何処どこにもなかったような……と足あし下もとを凝視。

　あった。右足が床を踏ふんでいた。これ、重さを量るセンサーかな。

〈鎖〉の重さでは反応しなかったようだ。細かい罠だなぁ。

　魔槍杖を用いた床の確かく認にんも完かん璧ぺきではないから不注意といえばそれまでだが、俺と相棒だけで、罠のすべてを見破りながら進むのは多少億おつ劫くうだ……。

　まぁ、罠に掛かっても強ごう引いんに脱だつ出しゆつしてやるけどさ。痛いのは嫌だが。そこで、

『ヘルメ』

　左目に棲む精霊さんに呼よび掛けると、ヘルメは小さい姿のまま視界に現れる。

『何でしょうか』

『罠を発見できる？』

『無理です。熱と魔力なら感知できます。直に触っていけば手伝えると思います』

『そっか。ならいいや』

『役に立てず、申し訳ありません』

『気にするな。モンスターの数が多かったら呼ぶ。その時は頼むよ』

『はいっ』

　ヘルメとの念話の後も、壁から突とつ然ぜん飛び出す槍の罠は続く。

　黒豹ロロが見るまに触手骨ほね剣けんを繰くり出して、槍を潰してくれた。

　しかし、そういった槍の罠もＬ字通路を曲がってから極きよく端たんに減った。

　どうやら罠のゾーンを抜けたようだ。その代わり通路の奥おくから複数の魔ま素その反応を得た。掌しよう握あく察さつで捉えた魔素の大きさは、今までより大きい。

　瞬しゆん時じに〈隠身ハイド〉を発動。足下に居る黒豹ロロも〈隠身ハイド〉と連動した。

　両耳をスコティッシュフォールドのように凹へこませた低い体勢で足下から付いてくる。

　肉にく食しよく獣じゆうが獲え物ものを狙ねらう前の行動態勢のようにも見える。

　そして、俺に怒おこられて耳を頭部に傾けた感情を表す仕草にも見えた。

　そんな可愛かわいい黒豹ロロを連れて……反応が示す場所へと、慎重に近付いていく。

　――最初に見えたのは中型のゴブリン。

　典型的な緑の皮ひ膚ふと分厚い胸むな板いたを持つゴブリンのおっさんだ。

　焦こげ茶ちや色いろの短たん髪ぱつに眉が見事に太い。

『閣下、ゴブリンおっさんです！』

「ははは」

　思わず笑う。俺と同じことをヘルメが思念で寄越した。

　おっさんというか大だい五ご郎ろう。いや、大五郎のネーミングに深い意味はないが。

「ロロ、今回は後ろで待機だ。まだ試ためしていない魔法がある」







第九十六章「アイテムボックスの進化とヘルメの愛」







　耳をピクピクと動かした黒豹ロロは、

「ン、にゃ」

　と鳴いてから視線を寄越す。

　紅色の虹こう彩さいと黒色の瞳ひとみでジッと見てから……。

　瞼まぶたを閉じて開くのコミュニケーションを示してくれた。

　背後に回った黒豹ロロは俺の背中に尻尾を当ててくる。

　その可愛い尻尾の感かん触しよくを背中で味わいながら……。

　黒い尻尾に押おされるように前方を注視した。

　中型ゴブリンたちは、頑がん丈じようそうな革かわ鎧よろいを着込んでいる。

　太い腕うでは蛮剣とこん棒を持っていた。通路は明るい。

　俺たちの〈隠身ハイド〉が効いているようだ。

　中型ゴブリンたちは俺たちに気付いていない。有視界には入っているはずだが……。

　それだけ俺たちの〈隠身ハイド〉が優ゆう秀しゆうってことかな？

　ま、中型ゴブリンたちが気付いてないのなら好都合。

　魔法の実験で先制させてもらう。

　上級：水属性の《連氷蛇矢フリーズ・スネークアロー》を連続で念じた――。

　目の前に、人の腕ほどの氷の矢が生まれる。

　その氷の矢こと《連氷蛇矢フリーズ・スネークアロー》たちは、宙を蛇のような機動で白光を曳えい航こうするように標的目め掛がけて勢いよく飛翔していった。

　さすがに中型ゴブリンたちも通路に突とつ如じよとして現れた氷の矢に気付く。

　慌あわてて逃にげようと背を向けた中型ゴブリンたち。

《連氷蛇矢フリーズ・スネークアロー》は芸術的な機動で、その逃げるゴブリンたちを追跡し――ものの見事に手前に居た中型ゴブリンの後頭部を捉え貫く。

　続けて中ほどに居た中型ゴブリンの背中を貫く。

　最後の中型ゴブリンの脹ら脛を貫いた。

《連氷蛇矢フリーズ・スネークアロー》は中型ゴブリンたちの身体を凍こおらせて破は壊かいしていく。俺は〈隠身ハイド〉を解除。

　別に隠かくれないでもよかった。

《連氷蛇矢フリーズ・スネークアロー》を放つことでそれなりに魔力は消費したが、俺の場合は上級魔法とはいえ魔力の自然回復は早いから連発が可能となる。

　だから、中々使い勝手がいいかもしれない。

　そして、威い力りよく的に、烈級の氷竜列フリーズ・ドラゴネスに及およばないと思うが、上級の威力を示すように中型ゴブリンが装備していた分厚い革鎧や防具等を貫いていた。

　しかし、このままでは完全に魔ま術じゆつ師しだな。

　ギルドカードの職業名に追加しておくか、魔術師と。

　ま、それはないな。俺は魔槍杖を使う前衛の戦士が本職だ。

　槍使いということを意識していると、

「にゃおん、にゃっ」

　楽しげな黒猫ロロの鳴き声だ。死んでいる中型ゴブリンの頭部を転がしていた。

　どうやら自分で頭部を引き千切って、遊ぶ玉を作ったらしい。

　無残な中型ゴブリンの頭部だが玩具おもちやにも見えた。

　猫パンチを喰くらわせている黒猫ロロさんだった。

　遊んでいることから分かるように黒豹から黒猫の姿に戻っていた。

「ロロ、死体で遊ぶな。一応警けい戒かいを頼む。魔ま石せきを回収する」

「ンン、にゃおん」

　黒猫ロロさんは俺につぶらな瞳を向けて返事をしてくれた。

　思わず、その可愛らしさに微笑む。

　と同時に胸ベルトから古こ竜りゆうの短たん剣けんを取り出すと、その刃が煌めいた。

　黒猫ロロは短剣の刃を見て、対たい抗こうを示すように、ニカッと牙きばを出して嗤わらい、口のキラリと光る牙を見せてくる。解体を手伝うつもりなのか？

「ロロ、解体というより、肉を食うつもりだろう？」

「ン、にゃ」

　黒猫ロロは『ばれたにゃ』といったように鳴くと、変な顔を作った。

「はは、変な顔」

　と、その黒猫ロロの仕草がなんとも言えない表情だったから、笑ってしまう。

「だから警戒を頼むぞ、ロロさんよ」

「……にゃ」

　と返事をすると、足を揃えながら頭部を逸そらす黒猫ロロさん。

　そのすねたようなおすましの態度を見て、また、笑う。

　笑いながら手に持った短剣の切っ先を中型ゴブリンに向かわせる。

　装着している鎧よろいとの間に、刃を差し込んだ。

　古竜の短剣の刃で、鎧を引き裂くように壊し、胴どう体たいから鎧の一部を剥はがしてから、氷の矢が刺ささって凍って死んでいる中型ゴブリンたちの身体を切り刻む。

　中型ゴブリンの死体は固い。

　硬質ゴムのような肉が跳はねて凍っていない部分から血が噴ふき出でた。返り血を浴びる。

　その血の臭においが記き憶おくを呼び起こした。

　そう……ゴルディーバで過ごしていた師し匠しようからサバイバル技術を教わった時だ。

　黒黄虎ゼレリを倒した時だ。アキレス師匠は、こうやって……俺が中型ゴブリンを解体するようにゼレリの虎を解体していたっけ……。

　短剣を扱あつかう技術も高かった師匠。

　槍だけではない長剣も得意だった師匠は、偉い大だいな方だ。

　この中型ゴブリンの皮は必要ないが、あの時は、黒毛の皮と肉を切り分けていた。
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「後うしろ脚あしを持っていろ」

「はい」

　最初は師匠に促うながされたんだ。導どう魔ま術じゆつは使わずに獲物を持ち上げたっけ。

　一人で剥ぐのは難しい獲物だった巨きよ大だいな虎。

　大きな机と器具があれば一人でも可能だったと思うが。

　俺おれが虎の後ろ脚を持ち広げるように上げると、師匠は短剣の刃を皮と肉の間に滑すべり込ませて、スムーズに器用にゼレリの皮を剥がす。

　皮のすべてを剥がしてから肉を切り分けて、肉の部位毎ごとに紐ひもを通し縛しばって結ぶ。

　その縛った肉を葉っぱで包み、これまた紐で縛って袋ふくろに入れて纏まとめていた。

　そういった肉を切る作業をくり返した時、

「これは……」

　と、師匠が珍めずらしく呟つぶやいて驚いていたんだよな。

　そう、臓ぞう腑ふの中に黒く光る石があったんだ。

「魔ま晶しよう石せきだ」

　アキレス師匠は輝かがやいている魔晶石と呼んだ石を丁てい寧ねいに取り出して、袋に入れていた。

　そこで、俺は聞いたんだ。迷宮産のと似た魔石のことを、

「何です？　魔晶石？」

「これはだな……モンスターが体内に魔素を溜ため込んでできた貴重な石らしい。わしが冒ぼう険けん者しや時代の時は中々な価格で売れたもんだ。魔石や魔晶石といわれている。迷宮都市ならすぐに採れるらしいが」

　確かに、今、迷宮に居るから分かる。魔石だ。

「もしかして、色々な材料とかにも使えたりします？」

「そうだ。魔晶石は用よう途とが多様だ。鍛か冶じの材料、武器、防具、魔道具の触しよく媒ばい、建材にまで使われる。しまいには飲み込めば自身の成長に繋つながる場合があるとか、そんな話が伝わる始末」

　飲み込んで成長とか、この時は驚いたもんだ。

　まぁ綺麗といえば綺麗な石だったが……。

　あの時はそう思ったが、確かに、迷宮産魔石は綺麗かもしれない。

「こんな石で成長を促すのですか？」

「そんな話が伝わっていただけだ。因ちなみにわしは石なぞ飲みたくないから、飲んだことはない。飲んだ奴やつを見たことあるが、誰だれしもが体調に異変を起こしていた。そして、成長した風にも見えなかったな。だから、わしは成長するって話を信じてはいない」

　そりゃ、こんな石を飲めば胃がおかしくなるだろうに……。

　中世でも血を抜いたり鉛なまりが薬として重宝されたりと……。

　近代になっても放射能で肌はだが綺麗になるとか、とんでもないデマがあったからなぁ。

「……俺も飲みたくはないですね」

　アキレス師匠は会話を続けながら解体作業をしている。

「ハハ、そりゃそうだ。そんなことより、この毛皮を見ろ。わしの上着と同じ素材だ。さっきの戦いでも見たと思うが、これは剣けん刃ばを弾はじく。かなり丈じよう夫ぶな毛と皮だ。鞣なめせば革かわ製せいの服に使える。ここも見ておけ、この背中側の薄うすい肉は、生のまま食えたりするのだ。内臓も大切だ。旅の途中、火種もなく獲物だけある状じよう況きようの場合〝生のまま〟肉を食うこともある。覚えた方がいいだろう。心臓やレバーは栄養が豊富だ。水が欲ほしい場合は胃い袋ぶくろを破り中の物を絞しぼって吸うのだ」

「生で食えは分かりますが、吸うんですか？」

　生肉に胃袋を破くか……臭くさそうだがサバイバルには水分確保は重要だよな。

「そうだ。もしもの時だけ。んっ、あ、シュウヤの場合は水属性か。それに、吸きゆう血けつ鬼き系の新種だ。話が違ってくるな。すまんすまん。ついつい忘れてしまうわい」

「大丈夫です。俺としては普ふ通つうに接してもらうだけで十分ですから」

　そんな話をしながら、アキレス師匠の手て捌さばきを確りと見ていく。真似まねをして、反対側から上手うまく捌さばこうとするが意外に難しかったことは、今の経験に繋がる。

　師匠は、テキパキと素す早ばやく、肉は肉、骨は骨と、大型の魔ま法ほう袋ぶくろに入れていた。

　頭部と背骨に大だい腿たい部ぶの一部を仕し舞まうところは職しよく人にん技わざだったな。

「粗あら方かた回収した。皮を洗うから手伝え。そして、この辺りは血が臭う。違う肉食獣が寄ってくるからな。離はなれるぞ」
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　中型ゴブリンの壊こわした鎧の金具が外れた音で、ゴルディーバの過去の映像が途と切ぎれた。

　感謝します師匠。ラ・ケラーダ。師匠の教えはあらゆるところで役に立っています。

　しかし、ゴルディーバで過ごしていた頃ころに出会ったゴブリンの数は少ない。

　そして、この中型ゴブリンは……人に近い構造。

　だから、身体を穿ほじるのは、いい気分じゃないな……。

　心臓の近くに中魔石が納まっていた。

　玉のような魔石モノが、肉と肉の間にある。

　その溝みぞに生活魔ま法ほうの水を注いでいくと、ぷっくりと魔石が浮かんだ。そこに絶ぜつ妙みようなタイミングで卵をかえすように短剣の刃を溝に差し込む。

　すぐに刃を返すように上に引くと同時にボフッと空気が漏れる妙みようなる音が聞こえてから卵が生まれるように魔石が出た。

『閣下、器用ですね』

『おう』

　外げ科か手術を実行するような要領だ。

　心臓を傷つけず付着した肉にく腫しゆを除去するという感じ。

　緑色の中魔石を取り出すことに成功した。

　中型ゴブリンは死んでいるしモンスターだから別に心臓に傷をつけても何のことはないんだが……別の機会にこういった経験が生きてくるかもしれないからな。

　……何事も経験だ。と――自らの言葉でハッと思う。

　ゴルディーバの里でも、そんな思いがあったなと。

　そんな調子で、他ほかの魔石も回収。

　合計三つゲットした。生活魔法の水で掃そう除じする。

　汚よごれている魔石を丁寧に洗って綺麗にしていった。

　早速、この魔石を試そう――オープンと念じて、アイテムボックスを起動させる。

　メニューから菱ひし形がたマークを押す。

　左に◆マークと右に魔石が求められる表が羅ら列れつされた。




　◆：エレニウム総蓄量：０









　必要なエレニウムストーン：50：未み完かん了りよう。

　報ほう酬しゆう：格納庫＋15：記録庫解放。

　必要なエレニウムストーン：１００：未完了。

　報酬：格納庫＋20：カレウドスコープ解放。

　必要なエレニウムストーン：２００：未完了。

　報酬：格納庫＋25：ディメンションスキャン機能搭とう載さい。




　？？？？？？

　？？？？？？

　？？？？？？












　メニューの左の大きい菱形マークの方に、手に入れたばかりの中魔石を入れる。

　さっきと同様に菱形マークの下に文字が表示された。












　未知のストーンを検出……魔素適合率83％

　80％以上確認しました。

　このストーンをエレニウムストーンと認にん識しきしますか？　Ｙ／Ｎ












　おぉ、やった。当然Ｙを選択。すると、









　エレニウムストーンと認にん識しき完かん了りよう

　今後はエレニウム総蓄量に貯蔵されます。









　右の表を確認してみる




　◆：エレニウム総蓄量：１









　必要なエレニウムストーン：49：未完了。

　報酬：格納庫＋15：記録庫解放。

　必要なエレニウムストーン：１００：未完了。

　報酬：格納庫＋20：カレウドスコープ解放。

　必要なエレニウムストーン：２００：未完了。

　報酬：格納庫＋25：ディメンションスキャン機能搭載。




　？？？？？？

　？？？？？？

　？？？？？？












　ラッキー。確かに、ちゃんと魔石は認識した。エレニウムストーンは残り四十九個。

　中魔石を集めてアイテムボックスを強化しよう。報酬をゲットしてやる。

　小魔石は三十個を超こえて集まったし、中魔石もすぐに集まるはずだ。

　しかし、アイテムボックスが魔石と認識したことは偶ぐう然ぜんとは思えない。

　このアイテムボックスは迷宮産とクナは語っていた。

　アイテムボックスのメニューに映っているのは宇宙人系の種族と推測できる。

　その宇宙人系種族かまだ不明だが、きっと、このアイテムボックスの強化に必要な魔石を集めようとした人物が過去にこの迷宮に居たんだ。そして、アイテムボックスを所有していた人物が迷宮で何かしらの原因で亡なくなったんだろう。

　または、腕を切り落とされて腕うで環わごと奪うばわれたか。単に落としたとか。

　まぁ色々な可能性はあるだろう。

　まだまだ詳くわしい経けい緯いは謎なぞだらけだが……一つだけ確かなことがある。

　それは、このウェアラブルコンピューターのような機能を持つアイテムボックスが、ペルネーテで開かい催さいされる地下オークションに出品されたってことだ。

　そして、クナが落札し、そのクナを俺が殺して手に入れることができた。

「にゃお」

　凄すさまじい歴史を秘ひめているだろうアイテムボックスの考察をしていると黒猫ロロが呼び掛かけてきた。瞬時に掌握察を行う――なるほど。複数の魔素を感知した。

　察しのいい黒猫ロロが先に察知してくれた。

　魔素の数は、今さっき倒たおした数より多い。中型ゴブリンの群れかな。

「ロロ、火か炎えんを吐はくのは無し。それ以外なら何をしてもいい」

　黒猫ロロは待っていました、と、いわんばかりに飛び出していく。

　走る相棒は、黒猫の姿から黒豹の姿に変身した。レベッカが魔法を撃うつ時……。

『ここは一階。火魔法を使っても大だい丈じよう夫ぶだから』

　と教えてくれたことを思い出す。

　ここはもう二階層だ。火の魔法を使ったら危険なエリアがあるかもしれない。

　あの時のレベッカは、迷めい宮きゆうを知らない俺に対して今後の活動がしやすいようにと、警告を促すように、たまたま、あんな風に言ってくれたのかもしれないが……。

　酸素消失、ガス、粉ふん塵じん、魔ま力りよくの爆ばく発はつなどの可能性はあるだろう。

　二次災害が怖こわいから炎ほのおは控ひかえた方がいいと判断した。

　ま、気にしすぎかな……気を引ひき締しめて魔槍杖バルドークを右手に召しよう喚かん――。

　黒くろ豹ひようのロロディーヌの後ろ姿を見ながら、俺も反応があった前方へ足早に向かった。

　中型ゴブリンたちの姿を確認、先頭は盾たて持もち。さっきとは違う顔つきだ。

　個性ある中型ゴブリンたちの表情は引き締まっている。

　全員がヴァルハラに逝ゆけるというような心持ちの面だ。

　ヴァイキングの戦士集団が行うような盾の底を床ゆかに当て、どっしりと構えた壁の戦術。

　四匹の盾持ちが横並ぶ姿は圧巻で圧力を感じた。

　後方にも弓を持った中型ゴブリンが四匹。

　そんな戦士集団の圧力なんて関係ない。といったように黒豹ロロが、

「ンン――」

　と、甲かん高だかい喉のど声を鳴らしながら先制攻こう撃げきを行う。

　首下から派生した触しよく手しゆを先頭の盾持ちの膝ひざ頭がしらへと向かわせた。

　盾と盾の隙すき間まを強引にぶち抜ぬく黒触手――その触手から飛び出した象ぞう牙げ色いろの螺ら旋せんした骨の剣が見事に中型ゴブリンの膝頭を、撃ち、派手に貫つらぬく。

「――ギャァ」

　痛そうな悲鳴は無視だ。俺は飛び道具を持つ中型ゴブリン集団を狙う――。

　走りながら〈光条の鎖槍シヤインチエーンランス〉を五つ連続で発動――。

　連発できる限界数だ。斜ななめ上うえに飛び出た五つの光こう槍そうは山なり軌き道どうを描えがきながら前衛の中型ゴブリン集団の頭上を越こえた。

　光槍は、天井スレスレを通り、後方の弓持ち中型ゴブリンたちの胴体を正確に貫く。

　五つ目の光槍は僅わずかにズレたが、弓を持った中型ゴブリンたちの全員が串くし刺ざし状態だ。

　俺はそのまま魔槍杖の柄えから握にぎり手をずらすように短く持つ。

　――振ふり上あげながら前進した。先頭の盾を構えた中型ゴブリン野や郎ろうに狙いを定める。

　片足のブーツ底で地面を強く蹴けった――微かすかに跳ちよう躍やくだ。

　低空ジャンプをしながら振り上げた魔槍杖を中型ゴブリンの頭上へ振り下げた。

　俄にわかに中型ゴブリンは頭上に盾を構えて防ごうとした――。

　だが、天てん誅ちゆうッというような勢いのあるコンパクトに振られた魔槍杖の紅べに斧おの刃ばは中型ゴブリンを逃がさない。その盾ごと中型ゴブリンの頭部を潰つぶし折った。

　紅斧刃は中型ゴブリンの頭ず蓋がいを潰しながら胸半ばまで沈しずみ込む。

　ひしゃげ潰れた頭部と胸からゴビャッと奇き妙みような潰れた音と鮮せん血けつが迸ほとばしった。

　血を浴びた俺は次の標的を探すため紫色の金属柄の持ち手をずらす。

　潰れた胴体の手前を、深く沈み込んだ紅斧刃で引き斬きるように魔槍杖の紫色の柄を引いた――そこに隣となりの盾持ち中型ゴブリンが黒豹ロロの触手骨剣を足に喰らうところが視界に入る。バランスを崩くずし転てん倒とうした中型ゴブリンは地面へとキス――。

　その無様に転んだ中型ゴブリンの頭部に向けてストンピングではないが、そんなイメージで右手を下方へ動かし、魔槍杖の柄頭を斜め下したへと差し向ける。

　竜りゆう魔ま石せきは中型ゴブリンの頭部を捉とらえ潰した。

　最初から頭部なんてなかったような圧殺劇。

　前衛の中型ゴブリンの数は、後二匹。

　残った中型ゴブリンたちは俺と黒豹ロロの波状攻撃を見て用心したようだ。

　凧たこ盾たてを前方に構えてゆっくりと近付いてくる。

　退かないところは、勇気のある中型ゴブリンたちだ。

　その勇気ある中型ゴブリンは左手に盾、右手には手て斧おのを装備していた。

　手斧で俺の魔槍杖や黒豹ロロの触手骨剣を攻撃しようと目もく論ろんでいるようだ。

　しかし、手斧では意味がない。俺の武器の魔槍杖は斧おのと槍の矛ほこを持つハルバード。

　攻こう撃げき圏けんは広い。そして、黒豹ロロの扱う触手骨剣は六本もある。

　自おのずと答えは明らかだ。手斧と盾を扱う中型ゴブリンたちは攻撃圏内に居る俺たちに近寄れない。そんな中型ゴブリンたちは当然、俺の得物の魔槍杖バルドークと触手骨剣に集中する。その瞬しゆん間かん――。

　左手を翳かざした俺は〈鎖くさり〉を射出した――。

〈鎖〉は目にも留まらぬ速さで中型ゴブリンたちの膝ひざを貫いていく。

「「ギャアァァァァァ」」

　両りよう膝ひざを貫かれた中型ゴブリンたちは悲鳴をあげた。

　力が抜けるように床に倒れると、足を押さえて血を撒まき散ちらしながら転げ回る。

　そんな転ぶ中型ゴブリンたちの喉のど元もとへ滑り込ませるように黒豹ロロの触手が向かう。正確無比に中型ゴブリンの喉を貫き裂さいて止めを刺した。

　これで中型ゴブリンたちは全ぜん滅めつだ。

「ロロ、また見張りを頼む」

　俺の言葉を理解した黒豹ロロは。了りよう承しようした雰ふん囲い気きを醸かもし出だす。

「ンン、にゃ」

　と、小さい声で鳴く。

　凜り々りしい黒豹ロロは、ずんずんと筋肉の動きを示すように膂りよ力りよくを示すように横歩きをしながら、通路の先から壁に触手を突つき刺して遊びながら周囲を警戒していく。

　頭のいい子だ。さて、俺は回収。新しい死体たちから魔石を頂く。

　回収回収っと。短剣を使い解体作業を開始する。

　……しかし、二階層から難易度が跳ね上がったな。

　部屋ではなく通路内に、このモンスター数と質だ。受うけ付つけ嬢じようが止めるわけだ。

　普通はパーティメンバーが必ひつ須すなのだろう。

　そんなことを考えながら生活魔法の水で手と魔石を洗い、魔石の回収を終えた。

　回収した中魔石は七つ、合計で九個。

　その全部の魔石を、アイテムボックスの菱形マークへ入れ納めておく。

　どうなったか。またチェック。




　◆：エレニウム総蓄量：10












　必要なエレニウムストーン：40：未完了。

　報酬：格納庫＋15：記録庫解放。

　必要なエレニウムストーン：１００：未完了。

　報酬：格納庫＋20：カレウドスコープ解放。

　必要なエレニウムストーン：２００：未完了。

　報酬：格納庫＋25：ディメンションスキャン機能搭載。




　？？？？？？

　？？？？？？

　？？？？？？












　アイテムボックスは中魔石を認識した。もう未知のストーンとは表示されないようだ。

　必要な魔石のエレニウムストーンは残り四十個。

　ギルドの魔石依い頼らいの数を合わせたら五十個は集めないとな。

　だが、アイテムボックスばかりではだめだ。ギルドで受けた依頼がある。




　依い頼らい主ぬし：サービエント商会

　依頼内容：Ｃランク蝙蝠蟻バツトアントの全身素材。

　応おう募ぼ期間：無期限

　討とう伐ばつ対象：〝蝙蝠蟻〟

　生息地域：迷宮二階層

　報酬：五体、金貨一枚。

　討とう伐ばつ証しよう拠こ：全身素材。魔石は除外。傷が多いほどマイナス査定。

　注意事じ項こう：二階層の一帯に多数出現報告あり。

　備考：蝙蝠蟻には複数種確認されている。




　依頼木札は五枚。そして、




　依頼主：ゴテツ＆ローズ武具店

　依頼内容：Ｂランク速鬼ホブゴブリンの全身素材。

　応募期間：無期限

　討伐対象：〝速鬼〟

　生息地域：迷宮二階層

　報酬：一体、金貨十五枚。

　討伐証拠：全身素材。魔石は除外。傷が多いほどマイナス査定。

　注意事項：二階層鉱山地帯で出現報告あり。武具を使った素早い攻撃に注意。

　備考：二階層の中での強さはトップクラス。




　この依頼木札を一枚受けた。モンスターの討伐は合計、六枚だな。

　魔石収集の依頼も受けている。




　依頼主：プリミエル大商会

　依頼内容：Ｂランク中魔石。品質問わず〝十個〟

　応募期間：無期限

　討伐対象：問わず

　生息地域：迷宮一階層～

　報酬：銀貨五十枚。

　討伐証拠：魔石

　注意事項：各種、モンスター。




　依頼の内容を思い出していると、

「ンン」

　黒豹ロロが喉声を発しながら、俺の目の前にあるアイテムボックスから浮うかぶウィンドーを調べるように触手を伸のばしてきた。触手の先せん端たんがお豆の形をしている。

　裏側にある肉球ちゃんが可愛かわいい。

　その触手で、俺と同じようにウィンドーの文字を操作しようとしたが、半はん透とう明めいでもあるウィンドーは黒豹ロロの触手に、微かに反応を示すだけだ。

　ウィンドーに肉球のマークが生まれているが……。

　お豆の形をした触手はウィンドーを突き抜けて、俺の鼻に付着。

　更さらに、鼻の孔あなに突っ込もうとする悪戯いたずらをしようとする黒豹ロロさん。

　まったく……その可愛い触手を払はらってから、

「ロロ、悪戯はおしまいだ。行こう」

「ンン、にゃ」

　と黒豹ロロを連れて迷宮の奥おくへと向かう。Ｙ字通路の分かれ道が続いた……。

　ここは俺もＹの文字体操をするべきか？

　Ｍ文字も作り、音楽を文字で作ろうとしたが――。

　黒豹ロロの触手に頭部を叩たたかれて、ヘルメの『閣下？』という疑問的な思念を受けて止めた。すると、また中型ゴブリンの集団が登場。

　俺と相棒は協力して中型ゴブリンの集団を粉ふん砕さいし通路を進む。

　しかし、通路に住んでいるのか中型ゴブリンたちは俺たちを手て荒あらく出で迎むかえてくる。

　そんな中型ゴブリンたちを倒し続けて先に進む。倒した合計は二十五匹。

　手に入れた中魔石は、全部アイテムボックスの中へ納めた。残り十五個だ。

　ギルド分を合わせると二十五個。魔石を仕舞ってから、通路を進んでいく。

　中型ゴブリンの姿が減った？

　というかモンスターの魔ま素そがない。中型ゴブリンの姿がぱたりと消えた。

　そんな通路を進むこと数分。前方に入り口のような門を確かく認にんした。

　扉とびらはない。天てん井じようにアーチ状の石が並ぶ。アーチの奥から魔素の反応がある。

　やっと、モンスター部屋か。

　ＲＰＧのように通路より部屋の方が、湧わくモンスターの質は高くて強い。

「ロロ、行くぞ」

「にゃ」

〈隠身ハイド〉は使わない。その部屋に侵しん入にゆうした――。

　部屋は一階にあった部屋と特に大きさは変わらなかった。

　左と前にアーチ状の出入り口がある。それより、手前だ。盾持ちの中型ゴブリンが三匹と、奥に……見知らぬゴブリンを発見。

　あれが依頼にあった速鬼ホブゴブリンか？

　アッシュグリーンの長ちよう髪はつ。猫ねこ背ぜで細身のゴブリン。反そった長ちよう剣けんを持っている。

　人間なら剣けん士し系の風ふう貌ぼうだ。

　腹を重点的に守る茶色の軽鎧にサンダルを足に装備している。

　痩そう躯くなゴブリンがグラディエーターサンダルを履はいている……少しカッコイイぞ。

　このゴブリンたちは俺たちの侵入に気付いている。

　その見知らぬゴブリンは視線を向けてきた。

　速鬼ホブゴブリンと思われるモンスターは猫背をゆっくり動かすと、赤く縁ふち取どられた緑目で俺たちを睨にらみ付つけてきた。反った長剣を構えては口を広げ――、

「――ギャッオォォオオ」

　吼ほえた。

「「ギャッギャギャギャ」」

「ゴギャギャッ！」

　手前の中型ゴブリンたちも速鬼ホブゴブリンから指示を受けたように叫さけび合う。

　丸盾を持つ中型ゴブリンと凧盾を持つ中型ゴブリンの二匹が盾を前に掲かかげながら、雄お牛うしのようにドカドカと足音を立てて突とつ進しんしてきた。

　吼えた速鬼ホブゴブリンは後ろで静観している。

　突進してきた中型ゴブリンには、黒豹ロロが最初に対処した。触手から出た骨ほね剣けんが丸盾を持つ中型ゴブリンの片足を捉えて転てん倒とうさせる。黒豹ロロはその転ばせた中型ゴブリンの足を引き摺ずりながら右方へと移動していく。

　俺は魔ま槍そう杖づえバルドークを正せい眼がんに構え持つ。中型ゴブリンたちを正面から迎むかえ撃った。

　すんなりと、槍の圏けん内ないに入ってきた最初の凧盾を持つ中型ゴブリンを魔槍杖の紅矛で、普通に突く。最初の一いち撃げきは中型ゴブリンの凧盾で防がれたが、構わず突きを連続で行う。

　突く――突く――中型ゴブリンは凧盾で魔槍杖の紅矛を正確に防ぐ。

　しかし、紅色の矛は魔ま竜りゆう王おうバルドーク製。

　そう何回も突きを防げるわけもなく、俺の連続突きにより凧盾は穴だらけとなった。

　最後には中型ゴブリンが持っていた凧盾は大きくひしゃげて破は壊かい。

　同時に凧盾を持っていた中型ゴブリンの腕うでを貫く。凧盾持ちの中型ゴブリンは腕に傷を負うと、叫び声ごえをあげながら逃にげるように退いた。その直後――。

　もう一匹いた中型ゴブリンが蛮剣を振り上げながら近づいてきた。

　俺の肩かた口ぐちを狙ねらうかのような剣筋を窺うかがわせる袈け裟さ斬ぎりだ。

　急ぎ魔槍杖を引き上げる。斜め上に傾かたむけた魔槍杖の上部で中型ゴブリンの振り下げた蛮剣を防いだ。不協和音が響ひびきながら防いだ柄から紫むらさきの火花が散る。

　熱を顔から感じたが、構わないと、その蛮剣を弾いた反動を利用した――。

　紫むらさき色いろの柄を片手から両手へと握る手を変えながら、その両手持ちに移行した魔槍杖バルドークを押おす。右手の握り手を正せい拳けん突づきでもするように前に突き出した――。

　当然に両手に握る魔槍杖バルドークも動く。

　魔槍杖は車のホイールのように縦回転しながら柄頭の竜魔石が斜め下から宙に弧こを描く軌道で中型ゴブリンの股こ間かん部位を見事に捉えた――。

　ズゴッとした鈍にぶい音が中型ゴブリンの股間から響く。

　中型ゴブリンの臭くさそうな玉を石いし突づきで粉砕してやった。

　石突の竜魔石が中型ゴブリンの腰こし辺りまで肉骨を潰しながら喰くい込んでいく。

　完全にアソコが陥かん没ぼつしていると思われる。

「ウギョ？　オオォッ――」

　か細い声。強ごう引いんな性せい転てん換かん手術を受けた中型ゴブリンさんは地面に沈む……南な無む。

　これ、蒼あおい水すい晶しよう体たいが臭くなりそうだな。

　念のため竜魔石から隠し剣氷の爪を発生させておく。

　そのまま魔ま脚きやくを使い前進。

　負傷し逃げていた中型ゴブリンの後頭部に向けて、素早く身体を前方一回転――踵を落とす蹴り技浴びせ蹴りを繰くり出す。

　魔竜王バルトーク製グリーブは踵かかとも硬かたい。

　紫色の踵は、西瓜すいかを割るように中型ゴブリンの頭ず蓋がい骨こつを陥没させた。

　そのまま中型ゴブリンの頭を強引に踏ふみつけるように着地。

　その着地した制動を狙うかのように速鬼ホブゴブリンの一いつ閃せんが来た。

　反った長剣による薙なぎ技――モーションは速い。

　滑りやすい足場で体勢も悪いが、その速鬼が振るった剣身を防ごうと魔槍杖の紅矛を地面に刺さして構える――。紫色の金属柄を盾にする。

　水平軌道の一閃を放った反った長剣と、その盾にした魔槍杖の柄が衝しよう突とつ。

　柄の表面を滑っていく速鬼ホブゴブリンの反った長剣――。

　耳じ朶だを震ふるわせる硬こう質しつな金属音が鳴なり響く。

　魔槍杖の終しゆう端たんの竜魔石から伸びる氷の大剣も振しん動どうした。

　剣けん先さきが滑り落おちているように速鬼ホブゴブリンは体勢を崩す。

　が、自身の崩れた体勢を逆に利用した逆袈裟斬りの動作を行う。

　返し刃ばを出そうとした。素す晴ばらしい剣けん術じゆつの動き。しかし、俺は、その瞬間を狙う――。

　伸しん縮しゆく自在の隠し剣氷の爪を生かそうと魔槍杖を回転させつつ振るう。

　逆の逆。カウンターにはカウンターの切り返しだ。

　速鬼ホブゴブリンの胴どう体たいを魔槍杖の紅斧刃で真横からぶった切ろうとした。

　しかし、速鬼ホブゴブリンは俺の誘さそいに気付く。

　下半身がぶれると、素早く爪つま先さきで床を蹴る――。

　巧たくみなバックステップを行いながら間合いを保った――。

　やるな。剣を構える速鬼ホブゴブリンか。

　判断も速くフットワークもいいし、人の動きに似ている。その後退した速鬼ホブゴブリンへ向けて黒豹ロロが前進しながら攻撃した。

　首回りから生えた六本の触手骨剣が、速鬼ホブゴブリンに向かう。

　相棒は丸盾を持った中型ゴブリンを仕留めたらしい。

　右の床に首を掻かき切られた中型ゴブリンの死体が転がっていた。黒豹ロロは六本の触手をしなる鞭むちのように扱あつかいながら、触手の先端から出た骨剣を使い、連続的な叩き付けから、突とつ如じよ、軌道を変える突きの攻撃を連続的に繰り出していく。

　神しん獣じゆうらしい凄まじい攻撃だ。

　しかし、速鬼ホブゴブリンは反った長剣を上下左右に巧みに動かす。

　神獣の連続した触手から飛び出た骨剣の攻撃を、かろうじて防ぼう御ぎよすることに成功しながら後退した。傷を負ったが、急所は防いでいる。さっきも思ったが、やはり、金貨十五枚の討伐モンスターなだけはあるようだ。そんな黒豹ロロの攻撃を邪じや魔ましないように――魔脚で速鬼ホブゴブリンの側面側へと迅じん速そくに移動した。

　速鬼ホブゴブリンの下半身を狙う――牽けん制せいを兼かねた紅矛で突く。

　――魔槍杖の穂ほ先さきを利用するシンプルな突きだ。

　魔槍杖バルドークが獲え物ものを欲しがるような紅矛の突きが速鬼ホブゴブリンの脇わき腹ばらと足を捉えた。その脇腹と足から血ち飛沫しぶきが飛び出て視界を斑まだらに朱しゆ色いろに染めていく。

　更に、紅矛の横に付いた紅斧刃が触ふれた速鬼ホブゴブリンの腕からも一ひと条すじの血が迸った刹せつ那な、右手の魔槍杖を引く。

　魔槍杖の紅斧刃から血が蒸発した音が鳴る。

　ダメージを受けた速鬼ホブゴブリンは身体を落とし急激に動きが鈍った――。

　チャンス――〈闇あん穿せん〉を発動――左足で地面を噛かむような踏み込みからスムーズに腰を捻ひねりつつ引いていた右手ごと魔槍杖バルドークを前に突き出した。

　紅紫黒色の螺旋の風を纏まとう紅矛が速鬼ホブゴブリンの脇腹を捉える――。

　脇腹から、もとい下半身から凄せい惨さんさを伴ともなう激しい音が響く。

　速鬼ホブゴブリンの細い猫背が捩ねじれ千切れ飛んだ。

　脊せき髄ずいを露ろ出しゆつした速鬼ホブゴブリンの下半身から凄まじい血飛沫が迸った。

　宙に血の門のような血の芸術が生まれると、その一いつ瞬しゆんで血飛沫となって崩ほう壊かいし、代わりに、血の激流と呼ぶべき血の奔ほん流りゆうとなって、頭上から血が降ふり掛かってくる。――丁度いい……優ゆう秀しゆうな速鬼ホブゴブリンの血だ。

　光こう魔まルシヴァルとしての血の糧かてとさせてもらうか。

　千切れ飛んだ速鬼ホブゴブリンの上半身からも潰れた血肉が頭部にぶつかってくる――避よけない。血を味わおう。

　奔流の勢いを持った荒あらぶる血は、俺おれの頬ほおを叩き、顎あごを震わせる。

〈血道第一・開門〉を意識しつつ滝たき行ぎようの如く――血を吸い取っていく。

　心ここ地ちよい血の振動だ。ごくごくと喉のど越ごし音を立てながら血を飲んでいく。

「にゃお、にゃ～」

　黒猫ロロも血飛沫を浴びていたが、耳の中に入った血が気に食わないのか、ブルンブルンと犬が水気を弾はじき飛とばすように身体を勢いよく振っていく。

　たぶん、今の黒猫ロロをスローモーションで見たら変顔だろう。

　そんな数秒の運動の後、……床に広がった速鬼ホブゴブリンの血を舐なめていた。

「ロロ、舐めていないで、一応、左と右に出入り口があるから警けい戒かいを頼たのむ」

「ンンン、にゃ～お、にゃ」

　返事に喉声が混ざっているから『しょうがない、にゃ～』という感じだろうか？

　フィーリングだから違ちがうかもしれない。さて、魔石の回収だ。

　速鬼ホブゴブリンの死体からは中魔石が出てきた。

　死体は傷だらけだとしても討伐証拠になる。値段は引かれるだろうが仕方ない。

　上下に分かれた死体をアイテムボックスの中へと仕し舞まった。

　手にした四つの中魔石を生活魔法の水でゴシゴシと洗う。ついでに血ち塗まみれな顔も洗った。

　ふぅ～気持ちいい～。

『閣下の水を飲みたいです』

　と、顔を洗っていたら、ヘルメが気持ちを伝えてきた。

『いいぞ、俺も実際のヘルメの姿が見たい』

『はい』

　瞬またたく間まに、にゅるりと左目から出たヘルメは女によ人にんの姿となった。

　後ろ姿の常とこ闇やみの水精せい霊れいヘルメ。

「ふふっ――ん～」

　と気持ちよさそうに声を出すと、両手を広げて背筋を伸ばしている。

　彼かの女じよの群ぐん青じよう色いろの長髪は煌きらびやかで美しい。蒼系の色合いのコントラストが絶妙だ。

　腰に波うつ長髪が揺ゆらいで肩けん甲こう骨こつが見えた。

　肌はだに密着したグラマーな衣い裳しようも常闇の水精霊らしい。悩なやましいくびれた腰も覗のぞかせる。

　ヘルメは微かな笑い声を発すると、腰に両手の掌てのひらを当て、ヘルメ立ちを繰り出した。

　素晴らしいポージング……手に持っていた魔石は床に置いて自然と拍はく手しゆをしていた。

　拍手を聞いたヘルメは長髪をさっと右に流してから、頭部を傾ける。

　腰を僅かに捻りながら後ろ姿のまま、

「――ふふ、閣下、喜んでくれましたか？」

　と、聞いてきた。

「勿もち論ろんだとも」

　後ろ姿でも、俺を魅み了りようする常闇の水精霊ヘルメさんだ。素晴らしいよ。

　一流モデルのようなスタイル抜ばつ群ぐんな後ろ立ちを披ひ露ろうしてくれた。

　俺の素す直なおな気持ちを聞いたヘルメは身体をビクンと震わせてから、

「よかった。閣下……」

　と、熱を込めた小声を呟つぶやくと、足あし下もとに水みず飛沫しぶきを発生させた。

　そのまま壁かべの間をリズミカルに滑すべるように歩き出す。

　健康そうな肩甲骨も長髪が揺らぐたびに覗かせる。美しい舞まいを踊おどるような機動だ。

　可愛らしい水すい滴てきマークの髪かみ飾かざりが時々光を帯びているのも……また美しい。

　ヘルメは群青色の絹のような長髪を肩かたに流す仕草を取ると――華か麗れいにターン。

　ちゃんと俺を見るように、振り向むいてから、歩み寄ってくる。

　キューティクル光こう沢たくを持った長い睫まつ毛げから小さい水滴が零こぼれ落ちていく。

　蒼あお瑠る璃り色いろの大きい瞳ひとみは、微かに揺れている。切なそうな気持ちを抱いだいていると分かる。

　紫色の唇くちびるに銀色の口紅を引いたような唇が動いた。

「閣下の水を感じたい……」

　その透すき通とおった声を聞いて歩き方を見て……思い出す。初めてあった時の麗うるわしい時間を。

　あの時も、今のように絵から生を得て一秒間に六十コマの動く滑なめらかさを超える情報が煩ぼん悩のうを刺し激げきした。そして、今も俺の煩悩を刺激した。

　俺の尻しりに棲すむ原因となったあの時よりも、成長したヘルメだ。

　美しさも当然に増している。水滴マークのような髪飾りも健在だ。

　ヘルメは俺が沈ちん黙もくしたことで、胸に手を当て止まっていた。

「こっちにおいで」

「はい……」

　身を寄せてくるヘルメを優やさしく受け止める。

　巨乳さんの圧力を胸むな元もとに感じていると、ヘルメは細い顎を微かに上げた。

　上うわ目め遣づかいの彼女は目を瞑つぶる。

　ヘルメの希望通り……そっと彼女の唇に、俺の唇を当て……ヘルメの柔やわらかい唇を優しく奪う。唇で唇をマッサージするように労いたわるキスを行う。

　ヘルメの肩甲骨を味わうように背中に回した指で刺激すると、ヘルメは俺を求めるように舌を侵入させてきた。同時に力強いキスに移行する……。

　ヘルメの望み通り生活魔ま法ほうの代わりに濃のう厚こうな唾つばを送った。

　その直後――身体をぶるぶる震わせたヘルメ。

「アァン……閣下ァ」

　と、唇を離はなしたヘルメ。

　すぐに体勢を持ち直して抱きついてきたヘルメは俺の唇を強引に奪う。

　そのヘルメの熱い思いに応こたえるように――。

　再び、俺は彼女の口の中に唾と舌を送り込んだ。

　水の精霊だが……彼女の舌は温かい。

　互たがいに舌を味わいながら濃厚なキスを楽しんでいく……。

　その激しいキスの応おう酬しゆうに警戒を止めていた黒豹ロロディーヌは呆あきれたらしい。

　ヘルメと俺の足を、肉球を使って連続的に叩いてきた……。

　勿論、構わずキスを続けていく。

　そうして、キスを堪たん能のうした後。ヘルメの肩を持って身体を離した。

　ヘルメの唇から厭いやらしい唾の糸が引く。

　ヘルメは愛いとしげに俺の唇を見て……自身の唇を指で触さわり微笑ほほえむ。

「ふふ――」

　そんな微笑むヘルメに、生活魔法の水を当てていく。

「ぁん――閣下の水……」

　水を浴びて身体を震わせたヘルメは、嬉うれしそうに微笑んだ。

「俺も美味おいしかった」

　と、発言してから置いた魔石を拾い、ヘルメを見ると、全身から水飛沫を発しながら群青色の長髪の色を変化させ始めた。

　黝あおぐろ色から蒼色へと、そして、藍あい色いろから群青色に戻もどっていく。

　不思議な煌めきを起こす。そんなヘルメに、

「ついでに魔石ごと、俺の身体を洗ってくれるか？」

　と、頼むと、凄すごく嬉しそうに微笑むヘルメ。心が和やわらいだ。

「はい――」

　女によ体たいのヘルメは液体と化して、手に持っていた魔石ごと、俺の身体を包んでくれた。

　この液体に包まれる感覚は気持ちいい。

　温かい感情に包まれるようにも感じる不思議体験。

　ヘルメの液体はアイテムボックスから出ている小さいウィンドーも包んでいる。

　その瞬間、液体ヘルメは俺の身体から離れた。宙空での女体化。

　掃そう除じは一瞬で終しゆう了りようか。魔石と両手を見て綺き麗れいになったのを確認した。

「ありがと、ヘルメ」

　と、礼をいいながらヘルメを見ると、華麗なダンサーのように足先で着地する。

　水飛沫が足下から派生している。そのヘルメは俺の礼を聞いて、微笑む。

「はい！　いつでもお掃除します！　大好きな閣下の匂においと、唾と、水はタマラナイ！」

　ヘルメの語ご尾びと妖よう艶えんな表情に魅了されかけたが……。

　綺麗にした魔石をアイテムボックスの菱ひし形がたマークの中へ納めた。よし、残り十一個の魔石をアイテムボックスへ納めればアイテムボックスの容量がアップする。

　さてと、まだ通路は続く。黒豹ロロは触手の先を通路の先に向けていた。

　アイテムボックスのウィンドーを閉じてから、美しいヘルメに視線を向けて、

「ヘルメ、戻ってこい」

「はいッ」

　俺の左目に突とつ入にゆうしてくる液体ヘルメの機動は一瞬だ。しかし、傍はたから見ると螺旋状の液体が左目に突入している光景。驚おどろかれるかもしれない。

　ま、一瞬だから、そうでもないか。黒豹ロロの位置を見て、

「ロロ、そっちの方から行こう」

「ンン」

　通路は上と左。上の通路を進む。

　クリーム色の通路が暫しばらく続いた。その通路内に湧いていた中型ゴブリンを発見。

　モンスター部屋に湧いた速鬼ホブゴブリンも居る。

　それら出現するモンスターたちを俺と黒猫ロロだけで、順調に倒たおしながらＹ字やＴ字の形をした分かれ道を適当に選んで進んでいった。

　今も通路に湧いていた中型ゴブリンを倒して、解体。

　時間は掛かかったが、中魔石を集めることができた。魔石を菱形マークへ入れよう。

　早さつ速そく「オープン」と発してアイテムボックスを起動。

　菱形マークを押す。ポチッとな。




　◆：エレニウム総蓄量：49









　必要なエレニウムストーン：１：未み完かん了りよう。

　報ほう酬しゆう：格納庫＋15：記録庫解放。

　必要なエレニウムストーン：１００：未完了。

　報酬：格納庫＋20：カレウドスコープ解放。

　必要なエレニウムストーン：２００：未完了。

　報酬：格納庫＋25：ディメンションスキャン機能搭とう載さい。




　？？？？？？

　？？？？？？

　？？？？？？












　右側にはいつものように必要なエレニウムストーン数が表示される。

　左側に表示された大きな菱形マークへと、ラスト一個となった中魔石を入れた。すると、









　必要なエレニウムストーン：完かん了りよう。

　報酬：格納庫＋15：記録庫が解放されます。









　完了した依頼の表示が出るとすぐに消えていく。

　下から上に繰り上あがって新しい依頼が表示された。




　◆：エレニウム総蓄量：50









　必要なエレニウムストーン：１００：未完了。

　報酬：格納庫＋20：カレウドスコープ解放。

　必要なエレニウムストーン：２００：未完了。

　報酬：格納庫＋25：ディメンションスキャン機能搭載。

　必要なエレニウムストーン大：５：未完了。

　報酬：格納庫＋30：フォド・ワン・カリーム・ガンセット解放。




　？？？？？？

　？？？？？？

　？？？？？？









　これで、格納庫が拡張されたのか？

　記録庫も追加されているといいが……いや、ちょいとまて。

　新しく下に追加表示された物〝フォド・ワン・カリーム・ガンセット〟を注視した。

　もしかして銃じゆうだろうか。そんな期待を感じさせながら表示されているウィンドーを消した。

　そして、アイテムボックスを再起動する。




　◆：人型マーク：格納：記録






　アイテムインベントリ　54／１００




　中級回復薬ポーション×１２８

　中級魔ま力りよく回復薬ポーション×１０３

　高級回復薬ポーション×40

　高級魔力回復薬ポーション×44

　大白金貨×12

　白金貨×26

　金貨×98

　銀貨×74

　大銅貨×２６４

　月げつ霊れい樹きの大おお杖づえ×１

　祭司のネックレス×１

　魔力増ぞう幅ふく薬ポーション×３

　暗冥のドレス×１

　帰りの石玉×11

　紅べに鮫ざめ革かわのハイブーツ×１

　雷らい魔まの肘ひじ掛かけ×１

　宵よい闇やみの指輪×１

　古王プレモスの手記×１

　ペーターゼンの断章×１

　ヴァルーダのソックス×５

　魔ま界かいセブドラの神絵巻×１

　暁あかつきの古文石×３

　ロントの写本×１

　十じゆ天てん邪じや像ぞうシテアトップ×１

　影かげ読どくの指輪×１

　火獣石の指輪×１

　ルビー×１

　翡ひ翠すい×１

　風の魔宝石×１

　火の魔宝石×１

　ハイセルコーンの角笛×１

　魔ま剣けんビートゥ×１

　鍵かぎ束たば×１

　鍋なべ料理×21

　セリュの粉こな袋ぶくろ×１

　食材が入った袋×１

　水差しが入った皮かわ袋ぶくろ×２

　ライノダイル皮布×３

　石せつ鹸けん×10

　皮布×11

　魔ま法ほう瓶びん×３

　第一級奴ど隷れい商人免めん許きよ状じよう×１

　魔造家×１

　古こ竜りゆうバルドークの短たん剣けん×35

　古竜バルドークの長剣×４

　古竜バルドークの鱗うろこ×１３８

　古竜バルドークの小鱗×２４３

　古竜バルドークの髭ひげ×10

　レンディルの剣×１

　紺こん鈍どん鋼こうの鉄てつ槌つい×１

　ユニコーンの布印×１

　聖花の透とう水すい珠じゆ×２

　死体×２

　魔石が入った袋×１












　おぉ、ちゃんと最大容量が増えている。八十五から百へと変わり拡張されていた。

　新しく〝記録〟も追加されている。その〝記録〟を押してみた。

　すると、薄うす緑みどり色のウィンドーが展開。












　ザンビッシュ

　ゴブリン・ブランデル

　バット

　ゴブリン・ソルジャー

　ホブゴブリン









　これは今までに迷めい宮きゆう内で倒したモンスターの名前か。

　それとも魔石を何らかの形でアイテムボックスに放ほうり込めば情報が蓄ちく積せき記録されて、表示されるのかな。ま、その、どちらかだろう。

　ウィンドーの文字の〝ザンビッシュ〟をタッチ。階層別に新しい小さいウィンドーが浮かぶ。

　そのウィンドーにも文字が表示された。




　※ザンビッシュ※

　モンスター：大おお鼠ねずみ

　弱点部位：頭




　立体的な映像にタッチすると拡大、縮小もできた。

　だが、グラフィックといっても、八Ｋやら四ＫにフルＨＤといった解像度ではない。

　ブラウン管のフレーム的な画像なので、どこかチープな印象を受けた。




　※ゴブリン・ソルジャー※

　モンスター：ゴブリン系

　弱点部位：頭、心臓、股間




　弱点といっても、頭と心臓は当たり前といえる。




　※ゴブリン・ブランデル※

　モンスター：ゴブリン系

　弱点部位：頭、心臓




　アイテムボックスのウィンドーを閉じた。このアイテムボックスを強化するのも大切だが、冒ぼう険けん者しやギルドの依い頼らいも完了させる。

　迷めい宮きゆう探たん索さくを再開だ。モンスター部屋の前の通路を選せん択たくして歩き始めた。

　罠わなはないが魔素の反応はあった。また、中型ゴブリンだろう。

　アイテムボックスの解かい析せき情報によると、ゴブリン・ソルジャーという名前らしいが。

　案の定、中型ゴブリンが通路の奥おくから歩いてきた。

　それら中型ゴブリンを相棒と一いつ緒しよに倒しながら分ぶん岐きした道を幾いくつか進んだ。

　中型ゴブリンこと、ゴブリン・ソルジャーを倒し続けて中魔石は十二個ほど集まる。

　この貯たまった中魔石は菱形マークのアイテムボックスに、まだ納めていない。

　冒険者ギルドの魔石収集依い頼らい分ぶんだ。

　もう十個ぐらい集めて、報酬上乗せを狙うか。

　そんな調子で、中型ゴブリンが湧いている通路を魔槍杖と〈鎖くさり〉のコンビネーション技で倒し続けて無む双そうしながら進む。魔石は順調に集まったが……。

　肝かん心じんの討とう伐ばつ依い頼らい蝙蝠蟻バツトアントは何処どこだ？

　まだ遭そう遇ぐうしない……俺たちがワープしてきたところは……。

　ひょっとしてゴブリン種の巣があるエリア？

　そうとしか思えないほど、中型ゴブリンの出で迎むかえが多い。

　中型ゴブリンたちの形状に、少し飽あきてきた頃ころ……。

　あれ？　白色の糞ふん？　白糞のような固形物が、壁かべ際ぎわに落ちている。

　今までこんな糞のような固形物はなかったが……。

　変化の兆きざしを見せる迷宮通路の様子を窺いながら進む。

　どういう訳か、ぱったりと中型ゴブリンは出現しなくなった。あれ？　死体だ。

　前方にゴブリンの死体が転がっているのが見えた。

　その死体を確かく認にんすると、頭が食い千切られたのか、頭ず蓋がいの半分が無くなっている。

　中型ゴブリンと違うモンスターが戦っていた？

　更さらに進むと、中型ゴブリンと戦っていたであろうモンスターの死体を見つけた。

　床ゆかにゴミのように転がっている死体の下へと駆かけ寄よる。

　――うへっ、くせぇ臭においが鼻び孔こうをつく。顔を背そむけたが、周囲も臭い。

　蠅はえは居ないが、蠅が飛び交かっていそうなぐらいに、白糞と死体が混ざって異い臭しゆうを放っている。……鼻を摘つまみたい。屈かがんで死体の検視でもするように見る……。

　蝙蝠こうもりと蟻ありが合体したようなモンスター。

　最初の方で倒した蝙蝠モンスターとは生物的に異なると分かる。

　名前の通り頭部は黒色の蝙蝠、脚あし腹はらは焦こげ茶ちや色いろの多脚の蟻に近い。

　これが蝙蝠蟻バツトアントだろう。しかし、倒したってのに死体は放置だ。

　羽が折れて、頭部は堅かたい棒が衝突したような窪くぼんだ傷きず痕あとがある。

　胸は魔石目当てに死体の解かい剖ぼうでも行ったように裂さかれていた。

　黒い血は、やや黄ばんでいる。嘔おう吐と物のようなモノが乾かわいた状態。

　倒されてからそれなりに時間は経たっている。

　この臭い死体は放置だ。回収すれば依頼達成となるかもしれないが。

　俺が倒したいし。このまま進む。通路を進むほど白糞が多くなった。

　クリーム色だった床が……色いろ褪あせている。白糞のせいだろう。

　やや汚きたない黄ばんだ色合いへ変色してきた。壁際の光源も汚よごれて暗い。

　カラスたちの糞が垂れ散ったように光源の幾き何か学がく模様を汚していた。

　そんな汚く臭い通路を進む。『迷宮は臭いところなんだよ』と誰だれかの声が聞こえたような気がした。魔ま素その反応はなし、蝙蝠蟻の死体ばかりだ。

　すべての死体の腹は綺麗に裂かれてある。魔石はきっちりと回収した証しよう拠こか。

　しまったな。こりゃ確実に先を進む冒険者パーティがいる。

　だが、倒された死体があるということは〝罠はない〟ということだ。

　ということで、少し移動速度を上げるとしようか。

「ロロ、通路の先を素す早ばやく行こうか。モンスターの気配があるところまで移動だ」

「ンン、にゃお」

　黒猫ロロは『分かったにゃ～』といったように鳴く。

　すぐに黒馬の姿に近い姿に変身をしてくれた。

　雌めすの黒くろ獅じ子しにも近い姿だ。とくかく神獣としての立派な姿。

　相棒は、いつものように、両側の後頭部から派生した触しよく手しゆを俺の腰に絡からませて来た。

　俺を触手で持ち上げて背中の上に運んでくれる。

　俺は跨またぐだけだ――黒馬ロロは優しく乗せてくれた。

　そんな相棒のフッサフサな鬣たてがみに指を入れて梳すきながら撫なでていく。

　相棒は「ンン」と喉のど声を発しながら二つの触手を眼がん前ぜんに寄よ越こす。

　触手手た綱づなだ。『これを掴つかめにゃ』といった感じだろう。

　要望通りに触手手綱を掴む。

　その掴んだ触手の先せん端たんがにゅるりと伸のびて俺の首筋にピタリと付着した。

　黒馬ロロとの意識を共有だ。恒こう久きゆうスキル〈神獣止水・翔かける〉を改めて感じ入る。

　操そう縦じゆう桿かんとしての手綱の触手ちゃんは気持ちいいぐらいに俺の掌とフィット。

　そのまま、相棒に騎き乗じようしつつヒャッハー風に――気分よく通路を駆けていった――。

　――俺たちの迅速な速度を使えば面おも白しろい迷宮独自の移動ができるかもしれない。

　と、意識した直後――本当に黒馬ロロが俺の気持ちと連動した。

　獅子のような胸むな毛げや脇腹から触手が四方に放たれる。壁と天てん井じように触手が突つき刺さった。

「ンン――」

　黒馬ロロは斜ななめに突き刺さっている触手をアンカー代わりに利用し収しゆう斂れんする。

　壁に突き刺さった触手に迅速な速度で引き寄せられていくロロディーヌ。

　当然、騎乗している俺にも反動がきた――宙を裂くような加速だからな。

　俺も壁に激げき突とつしてしまうんじゃないか？　と――思ったが杞き憂ゆうだった。

　ドシンッと、四し肢しの足あし裏うらが着地した場所は壁。

　重低音が響ひびいたように壁には触手だけでなく神獣の四肢が食い込んでいた。

　俺の視界は真横から迷宮を見る形となった。重力はあるから装備の一部はぶら下がる。

　そして、壁を足場にした黒馬ロロに騎乗している俺は触手の一部が俺の身体を支えてくれているから落下することはない。天然ジャイロ駆く動どうでもあるような感じだ。

　そして、視界は普ふ通つうに進んでいる時とあまり変わらない。

　迷宮の通路は四角形だからな……。

「ンン、にゃお」

　黒馬ロロは驚いた俺の気持ちに気付いている。

『大だい丈じよう夫ぶかにゃ～』といったように聞いてきた。

「いいぞ、遠えん慮りよなく進め」

　ロロディーヌは本当に遠慮なく驀ばく進しん――。

　神獣だから可能な立体機動戦術で迷宮を進んでいく。

　ここで魔ま槍そう杖づえを振ふり上げたら天井にぶつかるな。

　敵と遭遇したら突くことを意識しよう。

　そんなことを考えながら、臭い通路を走はしり抜ぬけていく。

　二つのＹ字通路を通り抜け、十字路の一つを左折し通路を進む。

　相変わらず、死体だらけな通路。この死体は迷宮とかに取り込まれないのかな。

　屍しかばね食い、スライム、粘ねん菌きん生物のようなモノが分解を促うながしている？

　黒猫ロロに騎乗しながらそんなことを考えていると、また十字路が出迎えた。

　一いつ旦たん、馬と獅子に近い姿の神しん獣じゆうロロディーヌを止めた。

　ど、れ、に、し、よ、う、か、な？

　と、選ぶ。上の道を選択した。真まっ直すぐに進むと、通路の壁の下に蝙蝠蟻の死体が転がっていた。

「そろそろ降りるからゆっくり」

「にゃ」

　黒馬と黒獅子に近い神獣姿のロロディーヌは俺の声を聞いてストップ。俺は降りた。

　通路に散乱している死体の一つを確認。

　蝙蝠蟻の頭部が棒のような物で殴なぐられた痕こん跡せきがしっかりと残っていた。

　その殴ったような痕跡から黒血が流れている。乾いていない。

　流れ出る血を触ると冷たかった。

　ヴァンパイア系の新種の光魔ルシヴァルとして血を舐める。血の味は普通に美味うまい。

　倒されて数時間以内ってところだろう。

「ロロ、走るぞ」

「にゃ～」

　倒した冒険者パーティたちに、もうすぐ追いつくだろう。曲がった通路や真っ直ぐな通路を走って進んだ。走りながら床に散らばる死体が多くなる。無視して走った。

　そして、足を止めた。魔素の反応はこの先だ。

　ついでに床に落ちている死体を確認……血は温かい。

　蝙蝠蟻の死体たちを作った冒険者たちにやっと追い付いたようだ。







第九十七章「車椅子に乗った美人なる冒険者」







　大きい魔素。この感じの魔力だと、モンスター部屋だろう。

　と予想してから部屋の中に突入した。そこは今までと違ちがう。広い空間だった。

　空くう洞どうに近い。全ぜん貌ぼうは掴めない。少なくとも高さは二十メートル以上はある。幅はばは五十メートル以上。宙には蝙蝠蟻が飛とび交っている。

　床では、中型ゴブリンが複数が群れていた。更に、初見のモンスターが居た。

　見た目はティラノサウルス系の恐きよう竜りゆう。

　二本の巨きよ人じんのような足は皮ひ膚ふが滑らかそうで固そうにも見える。

　エイリアンにも見えた。そんなエイリアンのような恐竜型モンスターより異い彩さいを放っているのが……それらモンスターたちと戦っている車椅子に乗った独りの冒険者だった。

　車椅子に乗って戦っているという。

　言葉を失う。てっきり、パーティだと思っていたが……。

　俺おれと同じ個人の冒険者だったとは。しかも強いときた。
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　速度の出た車椅子の車輪から出た太く厚い刃はが、群がってきた中型ゴブリンを脇わき腹ばらから足を引ひき裂いて倒す。見た目はコンパクトで現代風の車椅子だが、倒し方が、本当に古代ローマにあるような戦車の機動だった。

　当たり前だが車椅子からは魔力が感じられる。魔ま道どう具ぐ系の車椅子なのは確実だろう。

「ロロ、しばらく見学、指示を出すまで手を出すな」

「にゃ」

『閣下、あの冒険者、魔力操作が凄すさまじく洗練されています。魔力が余り外に漏もれていません。身体にどれくらいの内包した魔力を持つか、判別できないほどです』

『ほぅ……』

　左目に棲むヘルメと思念で会話していると、

「グガァァァァ」

　恐竜型モンスターが咆ほう哮こうをあげて、車椅子の冒険者へ向けて突とつ進しん――。

　更に、空洞を飛ひ翔しようしていた蝙蝠蟻たちが一いつ斉せいに動く。あの蝙蝠蟻の動きは分かる。

　蝙蝠モンスターと同じ鰯いわし雲ぐものように纏まとまって車椅子の冒険者を襲おそうつもりだろう。

　案の定、襲い掛かっていく。これ、助けた方がいいんだろうか。

　依頼を受けている冒険者なら『余計なお世話だ』と叱しかられてしまうかもしれない。

　俺のそんな心配をよそに冒険者は長い黒くろ髪かみを揺ゆらしながら眉まゆを寄せる。

　敵を睨にらむと、全身から魔力が溢あふれ出でた。美人と分かるが……。

　黒ワンピースが揺らめいて見えるほどの紫むらさき色いろのオーラのような魔力だ。

　更に、一いつ瞬しゆんにて、その紫の魔力は円の形に変形しながら半径数メートルまで広がった。

　紫むらさき魔ま力りよくに包まれた車椅子、その車輪のホイールの中央部が蠢うごめく。

　ホイールの表面に細長い横線のような穴が一つできると、その細長い横線から金属のディスク盤ばんのような環かん状じようの武器が宙へと飛び出していく。

　金属のディスク盤の巨きよ大だいレコードにも見える。その円えん盤ばん武器は空から来らい襲しゆうした蝙蝠蟻たちを下から迎むかえ撃うつように衝しよう突とつしていった。円盤武器は次々と蝙蝠蟻たちを裂いていく。

　大半の蝙蝠蟻を裂いても勢い衰おとろえずブーメラン軌き道どうで他ほかの飛翔している蝙蝠蟻たちを追つい跡せきすると、羽や頭を切断して倒していった。空を掃除する勢いだ。

『驚きました、閣下が使う導どう魔ま術じゆつ系の力でしょうか。それとも、特異な魔力操作から生み出されている未知な力かもしれません』

　左目に宿るヘルメが、車椅子に乗りながら器用に戦う冒険者の能力を分ぶん析せきしてくれた。

　宙を舞まっている金属のチャクラムも紫色のオーラ魔力に包まれている。

　車椅子に乗りながら飛翔しているチャクラムのことを遠えん隔かく操作しているのか？

　そんな冒険者に恐竜型モンスターが近付く。

　恐竜型モンスターの両手には白銀色の大きな爪つめが存在した。

　両手というか両手の肘ひじから下の腕うで先さきは巨大な爪の剣けんとなっている。

　白銀色の爪というか両手剣か。クレイモアと呼ばれる大剣の幅を超こえていた。

　そんな両手剣の幅のある白銀色の爪の切っ先が、車椅子に乗る冒険者へと迫せまる。

　焦あせる様子は見られない冒険者。

　宙を行いき交うチャクラムは戻さない。蝙蝠蟻を倒していた。

　彼かの女じよは車椅子を操あやつりながら両りよう腕うでをクロスさせる。

　そのクロスした両腕の袖口から黒色の金属棒を伸ばした――黒色のトンファーか？

　恐竜型モンスターの突き出だした白銀爪の攻こう撃げきを、その黒色の鋼トンファーで防いだ。

　互いの魔力を帯びた武器の衝突――大気に魔力の光を帯びた火花が散っていく。

　対空用の円月輪風のチャクラムだけでなく、接近戦用の黒鋼のトンファーか。

　接近戦にも自信があるようだ。車椅子に乗った女冒険者は強気だ。

　更に俺の意見に同意するように、車椅子をくるっと素早く回した女冒険者は車輪の横から飛び出た分厚い刃で恐竜型モンスターの足先を斬きる――。

　だが、分厚い刃は恐竜型モンスターに通じない。足の皮膚は頑がん丈じようそうだ。

　車輪から出た分厚い刃は弾はじかれていた。

　空を舞う蝙蝠蟻を退治した円月輪円盤武器も恐竜型モンスターの頭部に衝突したが、同じく弾かれている。恐竜型モンスターの固さが強調される形だ。

　しかし、俺的には車椅子の方が衝しよう撃げき的だった。あのような機構の車椅子は初めて見る。

　時々、精密機械のような挙動を見せるが、しっかりと魔力で動いている車椅子。

　その車椅子を軽々と扱う女冒険者は、両手の袖口から出した黒色の鋼トンファーこと金属製の棒を横から振るい、恐竜型モンスターの胴どう体を薙なぐ――クリーンヒット。

　胴体に衝撃を受けた恐竜型モンスターは横に吹っ飛んだが、足の爪を地面に食い込ませつつ踏み止まった。地面に太い爪の傷痕を残している。

　恐竜型モンスターは不気味に嗤わらう……あまり効いていない。

　というか双そう眸ぼうの眼球が大きくて怖こわい。

　恐竜型モンスターは一いつ対ついの白銀色の爪つめ剣けんを、刀を扱うように傾かたむける。

　その爪剣越ごしに睨むと、再び、車椅子の冒ぼう険けん者しや目め掛がけて前進した。

　爪剣の剣けん突とつが女冒険者に迫る――。

　その女冒険者は、またも黒色の鋼トンファーを斜めに揮い衝突させた。

　見事に白銀の爪を弾き上げた――その瞬しゆん間かんを利用した車椅子に乗った冒険者は迅じん速そくな機動で恐竜型モンスターから距きよ離りを取る。

『素す晴ばらしい。特とく殊しゆな椅い子すを乗りこなす技ぎ量りようと近接もこなす魔ま術じゆつ師しでしょうか。脚が変ですが、閣下、彼女を部下にお勧すすめします』

『ヘルメは気が早いな……』

『閣下はもっと一流の部下を増やさねばなりません』

『部下を増やしてなんとする？』

『それは……』

　ヘルメは思考するように黙だまった。

　一方、車椅子に乗った冒険者と対たい峙じしている恐竜型モンスターは、口くちの端はしを獰どう猛もうに震ふるわせる。

　ぶるぶるとした振しん動どうを口に起こしながら「グォッ、ガッ」と唾つばのようなモノを吐はいた。

　白銀色の爪剣攻こう撃げきが通じなかったことが、よっぽど気に入らないのか……。

　ぶるぶると振動している顔に、はっきりとした怒ど気きが表れていた。

　その瞬間――不気味に連動した頬ほおが引き裂かれる。口を広げた。

「グオオォォッ」

　気色悪く裂けた口から白はく濁だくした唾の飛沫しぶきを出しながら短い咆哮を吐く。

　咆哮と連動しているのか恐竜型モンスターの白色の虹こう彩さいが青緑色へと輝かがやきを変える。

　その巨大な瞳ひとみがギョロリと動いた刹せつ那な――。

　恐竜型モンスターは力強い膂りよ力りよくを見せつけるように跳ちよう躍やく――。

　一回の跳躍で、車椅子を操る女冒険者との間合いを詰つめた。

　その勢いを以もつて、煌きらめく白銀色の爪剣で車椅子の女冒険者を仕留めようと彼女の胸を貫つらぬかんとした――が、女冒険者は両腕の袖口から出している黒色の鋼トンファーで胸むな元もとに迫る攻撃を弾く。続けて突き出た白銀色の爪剣も左へと弾いた。

　強きよう烈れつな火花を散らしながら黒色の鋼トンファーを器用に扱う女冒険者は、白銀色の爪剣の鋭するどい刺突の連撃を左から右へと丁てい寧ねいに捌さばいて弾き続けていく。

　彼女のトンファーの動きで分かるが……車輪の部分に手は触ふれていない。

　あの紫魔力を纏った車椅子は自在に動くらしい。遠隔操作が可能なのか。ということは、黒色の鋼のトンファーも魔力を内包しているし、特別な武器かもしれないな。

　そんな武器と乗り物を自在に扱って死し闘とうを演じている女冒険者のことが気になった。

　邪じや魔ましちゃ悪いかもしれないが……。

　フォローするように、まだ空を舞っていた蝙蝠蟻へ向けて〈鎖〉を撃ち放つ――。

〈鎖〉は生きた銀色の蛇へびのように宙を舞いながら、すべての蝙蝠蟻の頭や腹を貫く。

　空の敵は粗あら方かた片付いた。

　しかし、まだ車椅子の女冒険者と恐竜型モンスターとの戦いは続いていた。

　あの車椅子の女冒険者、奮ふん闘とうしているが、徐じよ々じよに押おされている？

　少し悪い気もするが顔をちゃんと拝見したい。回り込んで見ると……驚おどろいた。

　すげぇ、美人さんじゃないか。美形だと認にん識しきしていたが、想像以上だ。

　毎日リンスをしていそうな艶つやのあるストレートロングの黒髪。

　くっきりとした紫色の双眸。肌はだは化け粧しようをしていないのに雪のように白くて綺き麗れい。

　鼻び梁りようも細く通り唇くちびるは小さいアヒル口。

　僅わずかにあどけない感じが残る……だが、動きが激しくなってきた。

　激しい連打戦の末、恐竜型モンスターと交差した彼女。

　鏡と鏡を写し合わせたように恐竜型モンスターと彼女は身体を反転させる。

　白銀色の爪剣と黒鋼のトンファーが互たがいに十じゆう字じ架かを掲かかげるように衝突した。

　純じゆん粋すいに力比べとなった瞬間、彼女の華きや奢しやな細ほそ腕うででは限界だったのか、力負けして、車椅子ごと吹き飛ばされると、美女が床へと転ぶ。恐竜型モンスターは莞かん爾じとして嗤う。

「――おいっ、大丈夫か？　助けはいるか？」

「……」

　話はなし掛かけたが、無視された。

　黒髪の彼女は長髪を靡なびかせながら両足を左右へ伸ばす。

　ブレイクダンスをするように回転しながら両手首に嵌はまっているだろう黒鋼トンファーを地面に刺さして素早く華か麗れいに立ち上がる。

　あのトンファーは杖でもあるわけか。しかし、松まつ葉ば杖づえ風の杖で立って動けるのか？

　――え？　杖のトンファーが伸びて、いきなり跳とぶ？　蹴けりか――驚きだ。

　嗤う恐竜型モンスターへ飛び蹴げりを行っていた。

　白銀色の爪剣と蹴り足がぶつかり硬こう質しつな音を立てる。金属音だ。

　あの片足、金属製なのか。美人さんの片足を凝ぎよう視しした。鉄槌のような形を保っていた。

　そのまま、鋭い脚閃を虚こ空くうに残しながらの側転を行う黒髪の彼女。

　片足の鉄槌を生かした足あし技わざの連撃を繰くり出していった。

　おいおい、トンファーかと思いきや、カポエラ使いも真っ青な足技使いかよ。

　恐竜型モンスターは蹴り技を頭部にもろに喰くらった衝撃で、ぐらついてる。

　続いて、彼女が操作している円盤武器が、モンスターの頭部にぶつかった。

　なるほど、円盤武器の意味はアレだったのか。

　恐竜型モンスターの頭部に僅かな傷を作っていたようだ。

　彼女は彼女で黒鋼のトンファーを地面につけ体を支えつつ蹴り技を繰り出すための回転を維い持じしていた。

『閣下、あの冒険者の魔力が凄まじく消費されています。きっと奥の手てでしょう』

『なるほど、素早い分析ありがとう、スカウター・ヘルメ』

『何ですか、その、すかうたーとは？』

『いや、気にするな――』

　左目に棲すむヘルメとの思念の会話を止める。

　黒髪の美人冒険者の巧たくみな蹴り技は続く。

　しかし、恐竜型モンスターも白銀色の爪剣でカポエラ使いが繰り出すような連続した蹴り技を相そう殺さいしていった。その蹴りを防ごうとした乱雑に動いた爪剣の切っ先が、長なが袖そでのロングワンピースの裾に引っ掛かって破れてしまう。

　ストッキングが伝線するようにワンピースの太ふと股もも部分が切れていく。悩なやましい太股が露ろ出しゆつして、下に装着していた革かわ鎧よろいがよく見えた。

　タセットも捲まくれた。魅み惑わくのクロッチから黒いパンティも露出する。

　うん。思わず凝視しましたとも。素晴らしい黒パンティ。

　パンティ見学協会が一瞬で作られたよ。

　しかし、片足の金属槌づちの蹴りを生かした連撃の方が魅み力りよく的てきかも……

　そんな蹴り技とチャクラムを用いた連撃を喰らう恐竜型モンスターは多少のぐらつきが増えただけで、あまり効いていないように見える。

　何しろ、強化外骨格のようなボディを持つ恐竜型モンスターだからな。

　強烈な鉄槌の蹴り攻撃を受けても硬質な音を響かせるのみ。

　頭部にひびが入って、そのひびのダメージは蓄積しているようだが。

　恐竜型モンスターは次し第だいに対応してきた。

　両手の白銀爪剣で、重そうな蹴りの攻撃を弾くことが増えていく。

　受けに回った対策も早いということか。防ぼう御ぎよは硬かたい。

　黒髪美人の踵かかと落おとしが防がれた。しかし、その瞬間、黒髪美人さんも魅みせる。

　片手の黒鋼トンファーが異常に伸びて恐竜型モンスターの頭上に瞬しゆん時じに移動した黒髪美人の冒険者。その宙空の位置から、片足の金属の槌を生かす――。

　横斜め上うえからの片足の金属槌を振り下おろした。

　宙に半月を描えがきながら恐竜型モンスターの首に吸い込まれる。

　首からズシッと重い音が響くと、恐竜型モンスターは回転しながら吹き飛んだ。

　踵落としが防がれることを念頭に置いた延えん髄ずい蹴げりとはな。

　彼女は、その蹴りの反動を使い距離を取る。

　強烈な蹴りを繰り出した金属の槌で地面を刺して身体を固定した。

　続いて、一対の黒鋼トンファーの先端を平たい形に変形させた先端で地面を突く。

　トンファーと金属足の三点で、自身の体を支える形だ。

　黒髪の女冒険者はそこから新体操でもするように反対の片足を持ち上げた。

　水平の位置で止まる片足の先は……。

　体勢を持ち直していた恐竜型モンスターへと向けられている。

　黒髪の女冒険者の姿は固定銃じゆう座ざのようにも、三さん脚きやくで支えた望遠カメラのようにも見えたが、あの片足で何を狙ねらうんだろう。

　恐竜型モンスターは連撃と強烈な蹴りの攻撃を受けて警けい戒かいしたらしい。

　突とつ撃げきはしなかった。

　その場で苛いらつくように唸うなり声ごえをあげながら尻しりにある長太い尻尾しつぽが動いた。

　イライラした感情を尻尾で表すように乱暴に何度も何度も地面を叩たたく。

　あの辺りはネコ科の動物と同じだな、相棒？

「ンン」

　肩かたで俺と同じく見学している相棒は視線を受けて喉を鳴らして返事を寄越す。

　尻尾で俺の頬を叩いてきた。恐竜型モンスターの尻尾の真似まねをしているらしい。

　一方、俺たちが注目している恐竜型モンスターは尻尾だけではなく白銀色の爪剣で地面を叩いて斬っていく。

　その白銀色の爪剣が衝突した地面は抉られ大きな弧こ形の溝が残っていた。

　俺はそんな狂きよう暴ぼうそうなモンスターより美人な冒険者の方が気になる。

　全身に魔ま力りよくを纏って片足を構えている美人。

　その姿は珍ちん妙みようで歪いびつな感じだが屹きつ然ぜんたる姿だ。

　恐竜型モンスターを見つめては天使が微笑ほほえむような笑えみを浮うかべていた。

　その瞬間、構えた片足の先が四方に割れた。

　え？　片足が分ぶん裂れつしながら変形を繰り返かえす。

　最終的に鉄製の円形カートリッジ付きのクロスボウに変形を遂とげた。

　カートリッジから金属音がカチャと鳴ると紫色の魔力を帯びた太い矢が瞬時に連続的にクロスボウから射出されていく。

　――驚いた。足が変形して金属の矢とか、本当に銃じゆうのようだ。

　恐竜型モンスターは両手の白銀色の爪剣を振るう。

　太いクロスボウの矢を防ごうとする。

　だが、三発、四発と防ぎ切れない。太いクロスボウの矢は硬い外骨格を貫く。

　胴どう体たいや頭部に矢が深く突き刺さった。鮮せん血けつ淋りん漓りたる光景を生み出していく。

　特殊な矢が刺さった根元から白色の血が溢れると、傷が拡ひろがり、白色の鮮せん血けつが迸ほとばしっていく。凄すごい攻撃だ。だから俺を無視したのか。余計なことをしてしまったかも。

　恐竜型モンスターはクロスボウの矢が刺さったことが許せないのか。

　怒いかりの形相を浮かべる――。

　そして、突とつ如じよ、ビキビキボゴォと不気味な音を響かせながら顎あごの骨を強ごう引いんに引き延ばす。

　口を拡大させた。その口内に魔力を集中させていく。

　更に、足と尻尾に魔力が集まった。喉のど元もとも集結した魔力と連動して膨ふくれ上あがる。

　恐竜型モンスターは片足を上げている女冒険者へ向けて、

「ゴァアアァァァァァッ――」

　と、衝しよう撃げき波はを伴ともなう大咆哮を繰り出す――同時に白濁液の塊かたまりが飛び出た。

　驚いた女冒険者はクロスボウ型の片足義足を外し――横へ倒たおれ込むように自らに迫った白濁液の塊を避さける。白濁液の塊は床ゆか面めんにべちゃっと擬ぎ音おんを立て付着した。

　粘ねばり気けがありそうな白い固形物だ。

　恐竜型モンスターは女冒険者が白濁液の塊を避けると想定していたのか――。

　一対の分厚い足裏が地面を凹くぼませるように捉とらえた。膂力ある動きだ。

　迅速な突進機動――いや、ただの突進ではない。恐竜型モンスターは横回転を行う。

　巨大な尻尾の鞭むちを女冒険者の胴体へ向かわせた。

　白濁液を避けるために体勢を崩くずしていた女冒険者の腹に太い尻尾が直ちよく撃げきした。

　――女冒険者は〝く〟の字になり吹っ飛んでしまう――。

　あちゃぁ、もろに腹に直撃か……不意を衝かれたな。

　床に叩きつけられるように転がっていく黒髪の美人さん。

　二本の黒鋼トンファーも地面に落ちている。僅かに体は動いているが……死んだか？

　恐竜型モンスターはそんな黒髪の美人さんへと止めを刺すように飛び上がった。

　両手の白銀色の爪剣で美人さんを突き刺すつもりらしい――。

　そんなことをさせるわけがねぇ。

「ロロ、やるぞ」

「にゃおあ」

〈鎖〉を発動――。

　飛び上がっている恐竜型モンスターの足をティアドロップの先端が貫く――。

　よっしゃ、恐竜型モンスターの足を貫いたその〈鎖〉を操作した。

　恐竜型モンスターの足を雁がん字じ搦がらめに絡ませてから、その恐竜型モンスターを右へと運ぶ。

　右側に移動させつつ〈鎖〉を全身に絡ませることにも成功。

　恐竜型モンスターは〈鎖〉に抵てい抗こうできない。宙に縫ぬう形となった恐竜型モンスター。

　そんな恐竜型モンスターへと黒猫ロロが触手骨剣を伸ばす。

　俺は黒猫ロロが攻撃し易やすいように〈鎖〉の絡みを緩ゆるめた。

　だが、触手骨剣は恐竜型モンスターに突き刺さらなかった。

　キィン、ガンッと弾かれる。鈍にぶい硬質な衝しよう撃げき音おんが何回も響いた――。

　やはり硬い鱗うろこ皮ひ膚ふなんだな。恐竜型モンスターの表面には、僅かな傷しかない。

　黒猫ロロは黒猫の大きさだから、触手の骨剣も威い力りよくがそれだけ低いのかもしれないが、成長しているはず。その触手骨剣のすべてを弾き続けている。

　だが、俺の〈鎖〉は貫いたし、魔槍杖バルドークならどうだ？

〈鎖〉が全身に絡んだ恐竜型モンスターはまだ動かせる太い足で掻かくようにもがく。

　あの拡大した巨大な口から粘ねん液えきを飛ばさないように〈鎖〉を操作した――。

　恐竜型モンスターを回し背中をこちらに向かせる。

　そんな背中を向けた恐竜型モンスターへと――魔槍杖の矛ほこを伸ばした。

〈鎖〉の位置を調整しながら突きを連発していく。

　何度も硬い鱗うろこの感かん触しよくを右手から得る、が、構わず突いていく。

　恐竜型モンスターの裏側は、比ひ較かく的てきに防御層が薄うすいようだ。

　魔槍杖の穂ほ先さきの紅色矛は難なく恐竜型モンスターの背を貫く。

　普通の突きだが、ざっくりと背中深くまで刺さることが多い。

　さすがは魔ま竜りゆう王おうバルドークからザガ＆ボンが作り上げた魔槍杖。

〈鎖〉を操作しながら紅矛と紅べに斧おの刃ばが通りやすい大きな穴を恐竜の背中に幾つも誕生させていく。太い尻尾も貫こうか――穴を増やしてやった。

　穴だらけになりながらも、この恐竜型モンスターは生きている。〈鎖〉から解放されたように蠢いていた。虫の息といったところだが……タフだな。

　傷口からは白色の血が噴ふん水すいのように迸っていた。

　更に、右手に握にぎる魔槍杖を引いて〈刺突〉を繰り出した――。

　魔槍杖は紫むらさき一いつ閃せん、疾しつ風ぷう迅じん雷らいの螺ら旋せん流となって向かう。

　紅色の矛が、恐竜型モンスターの首を貫き、紅矛と紅斧刃の螺旋状の勢いが、首を断たつ――。

　その勢いを以て恐竜型モンスターの頭部を飛ばした――。

　頭部を失った恐竜型モンスターはだらりと身体が弛し緩かんする。

　穿うがたれた首の断面から色褪せた白血が噴ふん出しゆつしていた。

　暫しばらくしてから、恐竜型モンスターは完全に動かなくなった。

　そこで恐竜型モンスターの身体を縛しばっていた〈鎖くさり〉を消去する。

　首なし胴体を地面に落とす。周りにはモンスターと見られる魔素の反応なし。

「ロロ、一応、周りを警戒。俺はあの女性を見る」

「にゃお」

　黒猫ロロは鳴きながらきょろきょろと首を回す。

　ゆっくりと慎しん重ちように歩みながら周囲を警戒する。

　ちゃんと現場を理解している動きだ。

　魔石収集の時もそうだが、黒猫ロロなりに考えた動き。いい子だ。

　それよりも美人な女冒ぼう険けん者しやだ。魔素の反応はあるから生きていると分かるが――。

　女冒険者の下に駆け寄った。

「――おい、生きてるか？」

　彼女の両りよう肩かたを持ち揺らしながら話しかけた。だが反応はない。完全に気を失っている。

　腹に尻尾の打だ撃げきが直撃していたからな……打だ撲ぼくだと思うが、傷を見るか。

　切れて擦すれている黒ワンピースの隙すき間まから体を覗のぞこうとしたが下に革鎧がある。

　打だ撲ぼく痕こんは確認できなかった。

『閣下、わたしの水を使いますか？』

『いや、覚えた魔ま法ほうを使う』

『分かりました』

　医者なら服を破って鎧よろいも切って傷を確かく認にんすると思うが……。

　ここには薬や魔法がある。素早くアイテムボックスから回復ポーションを取り出した。

　女冒険者の頭の上からポーションを掛けていく。回復魔法も試ためすとしよう。

　中級：水属性の水浄化ピユリフアイウオーター

　上級：水属性の水癒ウオーター・キユア

　回復系の魔法は二つ覚えている。まずは、回復を急ぐ。

　上級の水属性である《水癒ウオーター・キユア》を念じ、発動した。

　光を帯びた透すき通とおった水すい塊かいが目の前に発生。

　その水塊は一瞬で崩れシャワーのように細かい水の粒つぶとなって、気を失っている黒髪の美人さんへと、勢いよく降り注ぐ。

　黒髪がしっとりと濡ぬれて、本当にリンスかコンディショナー系の女性らしい良い匂においが漂ただよった。

　首筋からデコルテに移り落ちる水すい滴てきが悩ましい。

　魔法の光る水の粒たちがデコルテに溜たまり、小さい泉を形成すると、泉から溢れて彼女の黒色のワンピースごと身体に浸しん透とうしていく。

『閣下の水……』

　ヘルメは羨うらやましいのか、変な声質で呟つぶやいてくる。

　不思議と魔法の水はすぐに乾かわいた。髪かみと洋服は濡れていない。

　ポーションや魔法は効いたと思うが……スースーと寝ね息いきが聞こえる。

　その間に転がっていた車椅子を元に戻もどした。

　散らばる蝙蝠蟻バツトアントの死体から魔石と素材を回収。

　恐竜型モンスターの死体も中魔石を取ってからアイテムボックスの中へ入れた。

　魔石はギルド分の十個を超えて二十個集まった。報ほう酬しゆうの上乗せはいいや。

　やっぱりアイテムボックスが先。エレニウムを十個納めちゃうか。

「オープン」

　アイテムボックスメニューを起動。

　メニューの中にある菱型マークを押す。




　エレニウム総蓄量：50









　必要なエレニウムストーン：１００：未み完かん了りよう。

　報酬：格納庫＋20：カレウドスコープ解放。

　必要なエレニウムストーン：２００：未完了。

　報酬：格納庫＋25：ディメンションスキャン機能搭とう載さい。

　必要なエレニウムストーン大：５：未完了。

　報酬：格納庫＋30：フォド・ワン・カリーム・ガンセット解放。




　？？？？？？

　？？？？？？

　？？？？？？









　左の大型菱ひし形がたマークに十個の中魔石を放ほうり込む。すると、




　エレニウム総蓄量：60









　必要なエレニウムストーン：90：未完了。

　報酬：格納庫＋20：カレウドスコープ解放。

　必要なエレニウムストーン：２００：未完了。

　報酬：格納庫＋25：ディメンションスキャン機能搭載。

　必要なエレニウムストーン大：５：未完了。

　報酬：格納庫＋30：フォド・ワン・カリーム・ガンセット解放。




　？？？？？？

　？？？？？？

　？？？？？？









　よし、カレウドスコープ解放の必要数が九十となった。

　今日はエレニウムを納めるのはここまでにしよう。

　これから手に入れる魔石は報酬の上乗せに使うとして、まだ、黒髪の美人さんは寝ねている。こんな場所に寝かせ続けるわけにはいかない……。

　とりあえず車椅子に移してやるとして……お姫ひめ様さま抱だっこを行う。

　――軽い。さすがに鉄てつ槌つい義足から少し重さを感じるが。もう片方の足はクロスボウ型の義足が外れている。膝ひざから下の骨が剥むき出しの状態だった。

　見た目的には同情を誘さそう骨の足。だが、膝から上はつるつるしてそうな綺麗な生足だ。

　だが、この剥き出しの骨……え？　骨の表面に紋もん章しようが浮かんでいる？

「……ん……な、何？」

　俺が足先に注目してると、その女冒険者が気が付いた。

　目をぱちくりとさせている。睫まつ毛げが女性らしく少し長い。虹彩は黒紫色。

　前まえ髪がみは短く揃そろって長髪が少し横に流れている。可愛かわいい感じだが、やはり〝美人〟だ。

　さっきも思ったが、絶対、何かのシャンプーかリンスを使っているはず。

　小さい唇もキスして塞ふさぎたくなってきちゃうな……ちゅっと、ちゅちゅっとしたい。

「……起きたね。大だい丈じよう夫ぶかな？」

「……」

　ん、反応が……まだ何処どこか具合の悪いところがあるのか？

　さっき回復魔法をかけたのに、心配だ。

「目は覚めてるよね？」

「……はぃ……」

　なんだ、顔を赤くして、俯うつむいて、声が小さいぞ……。

「ごめんなさい……」

　黒髪の美女は俺の心の声を聞いたように、小さい声で謝あやまってきた。

「とりあえず、その車椅子に乗せれば、いいかな？」

「……」

　彼女は黙って頷うなずいている。すると、紫の魔力が放たれた。

　車椅子に紫魔力が当たると、自動的に車椅子が前進してくる。

　俺の目の前に移動していた。やはり、遠隔操作が可能か。しかし、凄い能力だな……。

『素晴らしい』

　ヘルメは褒ほめるが、俺は不思議に思う。

　そんな気持ちを抱いだきながら車椅子の上に黒髪の美女を降ろしてやった。

「あなたが……アレを、……銀ヴォルクを」

　黒髪の美女は俺を優やさしく見つめてから……。

　地面に転がる恐竜型モンスターの頭に視線を移していた。

　あの恐竜型モンスターは、銀ヴォルクが名前なのか。

　クロスボウの金属矢が刺さった狂暴な怪かい獣じゆうと呼ぶべき恐竜型モンスター。

「あぁ、あそこに転がってる頭だな。狂暴なモンスターは確かに俺が倒した。それより個人で、こんな数相手に無む謀ぼうじゃなかったのか？」

「ごめんなさい。油断した。鉱山の奥おくに、銀ヴォルクは居ると知っていた。けど、まさかここに」

　彼女は上向きで俺を見つめて、謝る。

　そして、急に視線を下へ逸そらして眉をひそめてから、また俺を見上げた。

「ん、無謀はその通り、感謝……している。でも、わたしなりに理由がある……」

　辿たど々たどしい喋しやべり方かただな……理由か。

「そうなのか？」

「？」

　彼女は不思議な表情を浮かべて、俺おれを紫の瞳で見つめてくる。

「……知らない？」

「何をだ？」

「ん、わたし」

　知っていたら千せん里り眼がんだよ。と、俺自身がツッコむ。

「知るわけがないだろう。今、君を助けて会ったばっかりだ。それにこんな美人、一度見たら忘れないって……」

「……」

　彼女は〝そんなことない〟と強く主張するように、頭を左右に振ふって頬を赤く染めている。

　長髪が左右に靡いていた。とりあえず名前を聞くか。

「とりあえず、君の名前を教えてくれるかな？」

　彼女は小さくコクッと縦に頷く。

「ん、エヴァ」

「エヴァさんですね。では俺も、名はシュウヤ。シュウヤ・カガリです――」

　そこに見回りから帰ってきた黒猫ロロが肩に乗っかる。

「っと、今、肩に来たのが、使い魔まのロロディーヌ。略して、ロロ」
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「ン、にゃ～」

　急に現れた黒猫姿に驚いたエヴァと名乗った女冒険者は胸に手を当て驚く。

「……」

「にゃお？」

　黒猫ロロは頭部を傾かしげて車くるま椅い子すに座すわる女冒険者を見ている。

　さて、もう依い頼らいの品は全部揃ったから戻るか。

　飽あきるところまで、進むつもりだったが、一いつ旦たん、帰ろうかな。

　別に迷めい宮きゆうを攻こう略りやくしてやろうという意気込みはないし。

　エヴァさんにも聞いてみよ。

「エヴァさんはこれからどうするんだ？　俺はそろそろ帰ろうと思うんだが」

「……空くう洞どうの先、鉱山の手前に行く。錬れん魔ま鉱こう、採りたい」

　この空洞の先にそんな鉱石を採れる場所があるのか。

　彼女の紫色の瞳は力強い。自己主張している。一人で進むつもりか。

　ここからでは、魔ま素その気配は感じられないが……。

　空洞の奥にはまだモンスターが潜ひそんでいる可能性がある。

　助すけ太刀だちするか。余計な世話だと思うが、せっかく知り合えた美人さんだ。

「そんな鉱石が採れるんだ。まだ、さっきの銀ヴォルクが出るかも知れないし、ボディガードを兼かねて、その鉱石掘ほりに付き合ってあげようか？」

　ナンパ口調で話す。

「よいの？　嬉うれしい」

「いいぞ。行こう。あ、少し待った」

　そう気軽な調子で話しながら、床ゆかに落ちているクロスボウ型の義足と黒鋼のトンファーを拾い手て渡わたしてあげた。

「……ごめんなさい」

「構わないさ。その武器、結構重いが使いこなしているんだな？」

「ん、重い。難点。けど、威力あるし、特別製」

　エヴァさんは初めて流りゆう暢ちように言葉を話す。

　足にクロスボウ型の義足を嵌め込むと、その足に魔力を通してギミックを足の型に戻していた。そして、渡わたした黒色の鋼トンファーを愛しそうに触さわり始める。

　細い指でトンファーの表面をなぞると、柄えの表面から赤あか紫むらさきのルーン紋もん様ようが浮かんで消えていくことを確認したエヴァさん。

「ん」

　と、頷いて、袖を捲る。細い両手首だな……。

　だが、魔力操作の達人と分かるように筋にはちゃんと筋力らしきモノがある。

　しかし、色白だし細い女の子としての手なのに、よく恐きよう竜りゆう型モンスターと打ち合えたな……。エヴァさんは、その両手首の金具に黒色の鋼トンファーを装着した。

　鋼の柄の部分が収縮しながら袖そでの中へと納まっていく。

　魔法の品で伸び縮みが可能ギミック付き。

　袖から少し飛び出たトンファーの先せん端たんを魔察眼で凝視した。

　微かすかに魔力の反応がある。







第九十八章「エヴァの能力」







「そのギミックはいいね。伸しん縮しゆく性せいがあり棒の武器になるとは」

　武器を褒めると、彼かの女じよは嬉しかったのか、紫むらさき色いろの瞳を輝かせて細い片かた腕うでを上げる。

　袖の奥から綺麗な腋わきを覗かせたが、指し摘てきはせず。

　そんなエロい視線にツッコミが来るように、手首に嵌めてある黒色の鋼が魔力を宿すと、袖の中からシュッと伸びて変形を遂げる。

　黒色の鋼トンファーになるところをしっかりと見せてくれた。

「――トンファーになり杖つえになる。わたしの〝武器〟であり大切な〝足〟」

「なるほど。さっきの戦いを見ていたが、武器の扱あつかいが上手うまい」

「あの時は、済まない、戦い途と中ちゆうだと、スキルや敵に集中しちゃうから」

　エヴァさんは恥はずかしそうに伏ふし目めがちで答えている。

「あの場は仕方がないさ。敵がわんさか居たし。それで、その武器は特とく殊しゆな金属？」

「ん……この武器、錬魔鋼と霊れい魔ま鉱こうを融ゆう合ごう、逸いつ品ぴん。車椅子と同じ高名なドワーフ鍛か冶じ師一族たちによって製作された完全オーダーメイド」

　錬魔鋼と霊魔鉱？　そういう名前の金属があるのか。

　錬魔鉱を採りたいといっていたし関係がありそうだな。

「ドワーフの製作なら分かる。俺の知り合いにも職人が居る。その車椅子も同じかな」

「……そう。わたしの魔力やスキルに呼応する」

　スキル絡がらみか。

「そういうことか」

「ん」

　エヴァさんは頷いた。俺は銀ヴォルクの頭部を確認。

　あの銀ヴォルクの頭部も回収しようか。

　他ほかにも蝙蝠蟻の魔石も転がっている。

「……エヴァさんは蝙蝠蟻バツトアントの魔石を回収しないでいいのか？」

　エヴァさんは顔を沈しずめて小さく声を出す。

「……所有権ない」

「そんなの気にしない。自由に取っていいぞ。エヴァさんが倒していた蝙蝠蟻はかなりある。俺はもう依い頼らい分ぶんの確保をした」

　俺の言葉に、エヴァさんは紫色の瞳ひとみを揺ゆらし嬉しそうな顔をした。

「回収する」

「おう」

　落ちていた銀ヴォルクの頭を拾う。しかし、この頭に刺さっているクロスボウの矢、金属製で魔力を帯びている。特殊な矢だと思うが回収はしないのか？

　ま、先が曲がっているし、入らないのかな。聞いてみよう。

「エヴァさん、この金属の矢の回収はしないでいいの？」

　俺の問いに彼女はかぶりを振る。

　蝙蝠蟻の死体へ近寄り長い黒くろ髪かみをシュシュで一ひと纏まとめにすると、エヴァさんは、

「これから新しいの採るから、いらない」

　と、俺に視線を向けて、逡しゆん巡じゆんするような素そ振ぶりをする……迷っているような表情だ。

　俺に見せたくない？　単に、髪かみ型がたを変えたことが気になる？

　エヴァさんは決意した表情を見せた瞬しゆん間かん、全身から紫色の霧きりのような魔力を発生させる。紫色の魔力は円の形を宙に作りながら展開した。

　その紫むらさき魔ま力りよくに触ふれた死体は宙に浮かぶ。浮かぶのかよ。とツッコミを入れたくなった。

　紫色の魔力が包む浮かんでいる死体はエヴァさんの近くに移動した。

　すると、車椅子の車輪から長細い刃は物ものが、浮いている死体へ向けて飛び出した。

　飛び出した刃物たちは自動的ロボットアームの如く動いて死体を手術するように腹を切きり裂さきながら綺き麗れいに魔石を取り出していく。

　洗練された動き。

　先ほども見たが……導どう魔ま術じゆつ系の力か。しかし、俺の〈導どう想そう魔ま手しゆ〉とは違ちがう。

　さっきの逡巡の間は、今のスキルを見せるかどうかを考えていたのかな。

　感心しながら好こう奇きの視線でエヴァさんを追った。エヴァさんは無表情で次々に魔石を回収していくと、懐ふところからアイテムボックスを取り出す。それは銀製の容器。

　筒つつの形だが、出っ張っている角が多い。

　アイテムボックス持ちか。腰こしベルトと紐ひもで結ばれている。

　ストラップ的な小さい木製人形もぶら下がっていた。

　そのアイテムボックスに魔石を入れていくエヴァさん。

「終わり」

　車椅子の車輪には手をかけていなくとも、車椅子は進む。

　エヴァさんは太股の上に両手を乗せて、おしとやかな雰ふん囲い気き。

「あぁ、奥へ行こうか。錬魔鉱が出るとこまで先導してくれ」

「ん」

　エヴァさんは優しい笑顔を俺に向けて、頷くと進み出す。

　俺とエヴァさんはでこぼこがある足場の悪い空洞を歩いて進む。

　車椅子は地面に揺られてガタガタ音を立てるが、大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　二十分ぐらい時が経たっただろうか……。突とつ然ぜんに魔力を帯びた山のような壁かべに到とう着ちやくした。

　周りにはピック系の工具が落ち、鉱石を積んだ状態の荷車が放置されてある。

　鉱山の跡あとか。急きゆう遽きよ、逃にげたような痕こん跡せきがあった。周囲には魔素の気配はなし。

　だが、油断はできない。

「ここを掘る」

「了りよう解かい。――ロロ、周りを警戒」

「にゃ」

　黒猫ロロは鉱物の山のような盛り上がった壁かべ際ぎわを走ると、奥へ向かった。

「あまり奥へ行くなよー」

　しかし、エヴァさんはこの鉱山を掘るのか？

　そんな疑問の眼まな差ざしで見つめていたら、車椅子が変形を始める。

　エヴァさんの車椅子の背もたれ部分が変形しながら上に向かうとエヴァさんの背中を支える新しい背骨としての外骨格のような背もたれに進化した。

　続いて、車椅子に座る部位はエヴァさんのふくらはぎを支える部分に変化し、車輪はコンパクト化して両足の横に付いた。一見、エヴァさんは立った状態に見える。

　だがしかし背骨と足のふくらはぎは新しいパーツによって彼女は支えられていた。

「変形？」

　素で驚おどろきを示しながら聞いた。

　両側の車輪の駆く動どうで前進するエヴァさんは壁のような鉱こう床しようが連なった鉱山の側まで、スウーッとした地面を滑すべる機動で移動していく。

　その様子を見て、一いつ瞬しゆん「セグウェイ」ですか？　と、突っ込みを入れたくなった。しかし、変形とは驚きだ。

　前世でも変形する車椅子なんて見たことがない。

　ハンパねぇ、パネェ作りだ。まさにあの車椅子はオーダメイドだろうよ。

　そんな感想を抱いていると、また、車椅子を変形させた。元の車椅子バージョンへ戻る。

　車椅子を立たせたセグウェイバージョンだと速度が出るらしい。

　車椅子に腰こし掛かけているエヴァさんは、胸の金具と紐で繋つながる銀製の筒を胸むな元もとに用意。

　角ばった容器にも見えた。

　その容器とは違う、別の金属製の容器をアイテムボックスから取り出すと、鉱床の下に置いていた。足あし下もとに置いて何をする気だ？

　そんな疑問をよそにエヴァさんは車椅子に座りながらクロスボウ型の義足を取り外す。

　義足を外したから右足の素の状態が露ろ見けんした……。

　脛けい骨こつが剥き出だしの状態だ。左足の鉄槌の足と、その右足が揃う。

　そんな両足でストレッチ体操でもするかのように斜ななめ下したへと両の足先を伸ばした。

　足先を精せい一いつ杯ぱい伸のばしているのか、

「ん」

　と声をあげて、とても可愛らしい表情を浮かべている。

　その金属の義足と、飛び出している脛骨が鉱床に触れた。

「んっ」

　と、冷たいのか、色っぽい声が聞こえた。

　すると、両足に魔力が溜まっていく。本当に何をするんだろう……。

　と、疑問に思った直後――鉄槌の金属足が光った。それも真っ赤だ。一気に熱を帯びる。

　真っ赤に染まった鉄槌は形が爛ただれて溶とけていく。

　溶けた金属は垂れ落ちた。容器の中に液体金属が収まった。

　容器の中には、まだまだ金属が入りそう。

　エヴァさんは息を乱す……辛つらそうに表情を歪ゆがませた。

　痛みを我が慢まんしているのか、眉み間けんに皺しわを作り、目を瞑つぶっていく。

　目を開けて自分の足を見てから……ふぅと息を吐はくエヴァさん。

　間が空くと、ハッとした表情を浮かべて、俺を見た。

「ん」

　俺が隣となりに居たことを思い出したような感じだ。

　頬ほおを真っ赤に染めて恥ずかしそうに、はにかむエヴァさん。何ともいえない可愛さだ……。

　エヴァさんはそのまま視線を自分の足に向けた。

「……ごめんね」

「なんで謝る」

「……ん」

　エヴァさんは黙だまってしまった。両足とも骨が剥き出しの状態だからか？

　正直、可か哀わい想そうとしか思えない骨と肉の構造だ。

　金属が溶けて骨が剥き出しになった左足の方は腓ひ骨こつがない代わりに脹ふくら脛はぎの肉が少し残り、むこうずねの太い脛骨が突つき出でて、ふらふらと付着した歪いびつな小さい肉も露あらわとなっている。その飛び出ている脛骨の表面には意味がありそうな幾き何か学がく模様が刻まれてあった。

　その模様が光ると、真上の宙に黒色の紋様が浮うかぶ。

　魔ま法ほう陣じんか？　黒く燃えている紋もん、家か紋もんのようにも見えるが……。

　ミスティとはまた違う魔印だろうか。

　更さらに、反対の足、右足の脛骨の表面を刻む模様の溝みぞも輝かがやいている。

　こっちのマークの色は黒ではなく紫色の光だったが……。

　すると、エヴァさんは苦しそうな表情を再び浮かべてから両足から飛び出た形となる脛骨の先端を鉱床に当てた。その直後――両足の剥き出しの脛骨に浮かんでいる紋章は強く輝いて黒と紫むらさきの色が足の周囲を明るくする。輝き続けている紋章から骨を伝ってエヴァさん自体に熱のダメージが伝わっているように彼女は微かに身体を震ふるわせて汗あせを掻き始めた。

　そして、脛骨自体が白光からオレンジ色へ変色する。脛骨から鉄の臭においが漂った刹せつ那な――。脛骨と接せつ触しよくしていた鉱床が溶けて陥かん没ぼつしながら穴が空くと、一気に、その穴から蒸気が噴ふき上がった――。

　ワンピースが捲めくれて黒パンティが完全に見えたが、紳しん士しを貫つらぬく。

　そんなことよりエヴァさんの足だ。

　溶けた金属がオレンジに輝いている太い脛骨に吸着されていく。

　凄すさまじい勢いで脛骨から腓骨、距きよ骨こつ、踵しよう骨こつ、立方骨、中足骨、指先と……新しい金属の骨部位ができあがるように……歪だが脛骨を生かす鉄槌の形となった。

　さすがに靱じん帯たいはないようだ。両足の太い脛骨の先には、かくはん棒のような骨しかない。

　しかし、摩ま訶か不ふ思し議ぎ。今はもう滑なめらかな表面を持つ鉄槌の金属に変化を遂とげていた。

　あの太い脛骨はまるで強力な磁石のようだった。

　高磁力マグネットプレートの応用機械でも内蔵しているような感じなんだろうか……。

　溶かした鉱物を精せい錬れんしながら足の脛骨に吸着させて歪な鉄槌の足を作るとは凄すごい。

　しかし、エヴァさんは苦しそうな表情を浮かべている。素す直なおに、

「苦しそうだ」

　と、告げた。

「我慢」

　まぁ、その顔色で分かるけどさ……。

『魔ま力りよくをかなり消費しているようです。戦っていた時よりも魔力操作が乱れています』

『だろうな……』

　と、念話の間にも、足の鉄槌が溶けて骨が露ろ出しゆつしていく。

　鉄槌を構成していた液体の金属は容器へと収まると、箱の枠わくと合うインゴットの金属となった。その新しいインゴットを見たエヴァさんは、満足そうに微笑ほほえむ。

　額に黒髪がピタリと付いて、その汗を拭ぬぐう仕草は色っぽさがある。

　そんな色っぽいエヴァさんは、再び顔を歪めながら剥き出しの脛骨の先を、鉱床の先端に当てた。瞬しゆん時じに金属を足に吸着させる。右足は金属の足に左足は鉄槌の形と成った。

　エヴァさんは、足下のインゴットが入った容器を紫魔力で包んで浮かせた。

　その浮かせた容器ごとアイテムボックスへと仕し舞まう。

　細い息を吐いたエヴァさんは小さい唇くちびるを動かす。

「終わり……」

　エヴァさんの顔はどうみても疲ひ労ろう困こん憊ぱい。顔は青ざめて、頬が痩こけたようにも見える。

　ヘルメの指摘した通り、魔力を大量に消費したのだろう。

「……エヴァさん、顔色が悪く見えるが、大丈夫か？」

「金属の回収、いつもこうなる。休きゆう憩けい、よい？」

「いいよ。休もう」

　俺の言葉を聞いたエヴァさんは微笑みながら、

「結界石」

　と、小さい声質で語ると、アイテムボックスから青い石を数個取り出す。その青い石を持ちながら周囲の地面に石を置いていく。車椅子を移動させながら置いた石は青白い光を帯びていた。これが結界になるのか？　掌しよう握あく察さつだと石の魔力を感じるだけだが。

「休む」

　エヴァさんは疲つかれたとはっきり分かる声こわ音ねで語ると、口にパンを含ふくんでから膝ひざ上うえに毛布をかけて、目を瞑っていた。そこに見回りを終えた黒猫ロロが帰ってくる。

「にゃ」

「おかえり、その様子だと何も居なかったようだな？」

「ンン、にゃお――」

　黒猫ロロは喉のど声を鳴らしながら肩かたへと跳ちよう躍やくしてきた。

　そのまま、背中側の外がい套とうに備わる頭ず巾きんの中へ潜もぐっていく。

　――お前も休憩かい。それじゃ俺も休憩しようか。

　魔ま槍そう杖づえを置いてから、平らな鉱石の一つに腰掛けた。

　アイテムボックスから堅かたいパンと肉に野菜を取り出し、小さいサンドイッチを作った。

　黒猫ロロの分も作ってから、そのサンドイッチを口へと運び、もぐもぐと食べては、胃にサンドイッチを運んでいった。

　肩に魔槍杖を抱かかえて……周囲の気配を探さぐりながら休憩を行う。

　黒猫ロロは俺が作り置きしたサンドイッチを食べると、また頭巾の中に戻っていく。

　休憩して数時間は経っただろうか。

　微び動どうだにしなかったエヴァさんが懐から大きい懐かい中ちゆう時計を取り出していた。

　あんな時計があるのか。俺が注目していると、

「これ、魔道具。昔、手に入れた奴やつ」

　魔道具の時計か。エヴァさんはそういうと、毛布を仕舞う。

　そのまま車椅子を前進させて、俺に近寄ってきた。

「……起きていた？」

「少しは寝たよ」

　俺は誤ご魔ま化かすように腰掛けていたところから立ち上がり、魔槍杖を仕舞う。

「シュウヤ、済まない」

　エヴァさんは笑えみを浮かべて、頭を下げてくる。

　お礼のつもりか？　鉱物の採取を見ていただけなんだけど。

「いえいえ、見てただけだが、役に立てたのなら嬉しいよ。それじゃ地上を目指す？」

「戻る」

「了解」

「にゃ」

　黒猫ロロも頭巾から肩の上に顔を出して、返事をした。

「……」

　エヴァさんは、ちょこんと顔を出す黒猫ロロを見て、微笑んでいた。

「にゃぁ」

「可愛い」

　彼女は黒猫ロロのことを気に入ってくれたようだ。

「ンン、にゃあん」

　黒猫ロロは頭部を突き出して欠伸あくびを行う。

　何ともいえない眠ねむそうな声で鳴いて返事をしていた。

「はは、ロロ、褒められているぞ」

「ンン」

　黒猫ロロはめんどくさそうに喉を鳴らすのみで返事。

　頭巾から肩へとゆっくりと移動すると、肩から二にの腕うでを伝って床へと降りる。

　空洞の出口へと、トコトコと歩いていった。太ふと股もものふさふさとした黒毛が揺れている。

　プリティな菊きく門もんが見えた。

「俺たちも行きますか」

「ん」

　互たがいに笑顔だ。そうして空洞を出て通路を引き返していく。ゲート魔ま法ほうは使わない。

　使って一いつ緒しよに戻るのもありだが、エヴァさんとはまだ出会ったばかりだ。

　しかし、彼女が乗る車椅子は凄い作り。

　車輪の部位はゴム製ではなく木製だが、金属も合わさって精せい巧こうな技術で作られている。

　蓋ふたのようなホイール部分は金属が多い。

　特殊な金属と木材が混ざりあっているようで滑らかそうだ。

　しかもホイールの内部からも魔力を感じる。

　背もたれの中心は魔力を多大に内包した丸い金属球体。

　その丸い金属球体を湾わん曲きよくした木材が囲む。

　枠は魔法印字が何重にもすり込まれていそうな軟やわらかそうな木材だ。

　横長の金属たちは蜘蛛くもの巣でも作るように、枠と金属球体と絡み合あっている。

　複雑極きわまりない機構。

　機械工学と魔ま導どうが合わさったような職人が作った部類と分かるが……。

　非常に巧こう妙みような仕組みで、理解不能……。

　と、特殊な車椅子のことより帰り道のことを聞かないと。

　帰りはゲートで帰るつもりだったから、道順は覚えていないし。

「……帰りの通路だけど、地図はある？」

「ん、勿もち論ろん」

「そか。なら案内頼たのめるかな？」

　エヴァさんは車椅子に乗りながら、訝いぶかしむ視線を俺に向ける。

「……分かった」

　地図を持っていないの？　とか思われたかも知れない。

　けど、何もいわず了りよう承しようしてくれた。

「よろしく」

　実は帰り道に不安があるとはいえない。十字路の道なんて自信ないよ。

　ま、進んで来た道のある程度は、覚えているけどさ……。

　エヴァさんが乗る車椅子は速い。俺はそのエヴァさんが進むペースに合わせて走って進む。

　蝙蝠蟻バツトアントの死体はもう通路から消えている。

　そして、ゴブリンエリアに突とつ入にゆう――前方から複数の魔素の気配を感じた。

「前に敵だ。複数いる」

「シュウヤ、索さく敵てき広い。わたしが前衛？」

「いや、ここは俺とロロに任せろ。休憩したとしても疲ひ労ろうは残っているだろう？」

「ん、分かった」

　エヴァさんは頷き、にっこりと微笑んでくれた。

　その微笑みに応こたえるように、俺も笑顔を意識して頷く。

　黒猫ロロと一緒にクリーム色の床を踏ふみしめ通路を走る。

　通路の中央にたむろしているモンスターは中型ゴブリン。合計、三匹びきだ。

　いつもの盾たて持もちは先頭に二匹。奥に長なが柄えの戦せん斧ぷポールアックス持ちの一匹だ。

　今回は黒猫ロロより、俺が先に仕し掛かけた。

　外套から腕を出して前ぜん傾けい姿勢を取る。魔槍杖を構え持ちながら魔ま脚きやくで素す早ばやく前進。

　左の中型ゴブリンとの間合いを詰つめた。

　そして、出で会あい頭がしらからの走った勢いを右みぎ腕うでから魔槍杖に乗せた〈刺突〉を繰くり出す――。

　盾持ちゴブリンを豪ごう快かいに魔槍杖の紅べに矛ほこで突き破やぶる。

　小さい丸盾を装着していた腕ごと紅矛は貫くと鎧よろいと土手っ腹をもぶち抜ぬいた。

　穂ほ先さきの紅矛と紅べに斧おの刃ばが螺ら旋せん回転する勢いは凄まじい。

　そして、右の盾持ちゴブリンを見る。ゴブリンは盾を動かして魔槍杖を押おさえようとしたが襲おそい。俺は伸びきった腕を弛し緩かんさせて魔槍杖を少し傾かたむけた。

　紅色の斧おの状の刃はが右下に傾く形だ。微かな金属音が魔槍杖から響ひびく。

　その紅斧刃を一いつ閃せん――。

　盾持ちゴブリンの右みぎ肩かたから胸辺りを紅斧刃でざっくりと削そぐ。

　繋ぎの革かわ鎧よろいごとぱっくりと肩かた口ぐちに開いた切り口から緑の鮮せん血けつが迸ほとばしった。

　紅斧刃に触れた返り血がジュアッと音を立てて蒸発する。

「ギャァァァッ」

　前衛の盾持ちゴブリンの悲鳴が響く。

　後方から戦斧のポールアックスを持った大きめの中型ゴブリンが前進しながら戦斧を振るってきやがった――俺を薙なぎ払はらうつもりのようだ。

　その真横から迫せまった戦斧をバックステップで避さけた――手元に魔槍杖は引いている。

　ゴブリンが薙ぎ払った戦斧は横を通りすぎて、俺が肩から胸を斬きったゴブリンの胸に、直ちよく撃げきした。

　胸の真ん中に戦斧が物の見事にめり込んでいる。同どう士し討うちとは苦く笑しようする。

　だが長柄持ちがメインな俺。戒いましめにはなる。戦斧を振るって、仲間にぶち当てたアホな中型ゴブリンは、ぎゃぎゃーと煩うるさく喚わめき仲間の胸にめり込んだ長柄の戦斧を引っ張ろうとしていた。

　戦斧が死体に嵌はまって取れなくなったらしい。

　完全に武器を使いこなせている訳じゃないのか。黒猫ロロが反応した。

　そんな一いつ生しよう懸けん命めいに長柄武器を引ひき抜こうとしている間ま抜ぬけな眉まゆ毛げが太いゴブリンさんへ向けて、首下から生えている触しよく手しゆを一、二、三、と伸ばしていく。

　先端からにゅるりと伸びた白銀色に近い爪つめの骨ほね剣けんはゴブリンが身につけていた革鎧の隙すき間まを縫ぬうように、胸、首、足に突き刺ささる。ゴブリンは触手骨剣が突き刺さっていた穴という穴から血を流しながら倒たおれていった。倒れても、緑の肉厚な手には長柄の戦斧が握にぎられた状態。死んだゴブリンは、武器が気に入っていたのか？

　戦斧には魔力は感じられない。所々に錆さび色いろが見えるので古そうだけど。

　そこに拍はく手しゆ音が響く。エヴァさんだ。

「――シュッシュッと、槍やり斧おの凄すごい。シュウヤ強い、ロロちゃんも強い」

　ゴブリンの死体を確かく認にんしていると、車椅子に乗ったエヴァさんが拍手してくれた。

　感心したそぶりで近寄ってくる。

「中型ゴブリン、このゴブリン・ソルジャーならもう慣れたかも」

「にゃ」

　黒猫ロロも『当たりまえニャ』的に鳴く。

「……倒すの速い、カッコイイ」

「はは、そうはいっても迷宮には慣れてないんだ」

　褒ほめてくれたから、気をよくしながら語る。

「ん、でも、しゅしゅっと、槍、びゅあんって、斬っていた、一流、武芸者の動き」

　エヴァさんは興奮しているのか、紫の瞳どう孔こうを少し散大させながら、黒鋼のトンファーを使い槍の技を真似まねするように動かしていた。俺は照れたので話を逸らす。

「鉱山空洞での戦いではエヴァさんも車椅子で中型ゴブリンを素早く屠ほふっていただろう。あれは、凄く華か麗れいな戦いだった」

　エヴァさんは頭を左右に強く振って否定。必死に説明を始めていた。

「……魔ま導どう車くるま椅い子す、魔力を大量消費。迷宮では魔力の温存は常。個人なら尚なお更さら。普ふ段だんはこのトンファー使う。だから、時間が掛かかる」

　口下手だが、だんだんと口数も増えてきた。

　普段はそのトンファーをメインに使っているようだ。

　そんな、エヴァさんの話を聞いて鉱山空洞に入るまでに倒されていたモンスターたちはどれも撲ぼく殺さつされていたのを思い出す。

「……魔力を消費するんだ」

「ん」

　魔石を回収。黒猫ロロは通路の先を歩いて警けい戒かいしていた。

　もう、俺がいわないでも、黒猫ロロが独自に判断して行動していた。

　いい子だ。帰ったら丁てい寧ねいにグルーミングしてやろう。

　俺とエヴァさんは警戒行動を取る黒猫ロロと合流してから、通路を進み出す。

　歩いていると、エヴァさんから話しかけられた。

「次、わたしも戦う」

　まぁ、そりゃそうだよな。臨時パーティみたいなもんだ。

　ある程度は情報を流すことに繋がるが気軽に俺やロロのことを話しておくか。

「分かった。俺はこの通り、――槍使いで近きん距きよ離りから中ちゆう距きよ離りが得意だ。魔法もあるから遠えん距きよ離り戦せんも可能だ。ロロも歯し牙がと足爪の近近距離戦もできる。遠距離も触手骨剣があるし、強きよう烈れつな炎ほのおも吐ける。だから、大たい抵ていはエヴァさんに合わせられるよ」

　自己紹しよう介かいを兼ねて説明。

　魔槍杖を交こう互ごに持もち替かえながら、右手の上でペンでも回すように魔槍杖を回転させる。

　遊ぶように説明した。すると、エヴァさんは真しん剣けんな表情を浮かべた。

　俺おれと黒猫ロロを交互に見て、

「……シュウヤ、冒ぼう険けん者しやランクは？」

　急に真剣な表情を浮かべたと思ったら、その質問か。

「Ｃランクだよ」

「……驚きよう愕がく」

　この辺りの反応は皆みなと同じだな。

「そうだな。だが、ランク＝強さじゃないだろう？」

「……済まない」

　エヴァさんは俺の表情を見て謝あやまってきた。顔に出ていたらしい。

「気にしなくていい。ただいつも同じようなことを聞かれるんでな。それより、エヴァさんのことを教えてくれ」

　俺の言葉にエヴァさんは大きく頷うなずく。

「ん、近距離、トンファー、魔導車椅子から金属刃。遠距離、大刃、大針が可能。言語魔法も土と風、使える」

　へぇ、やはり魔法も使えるんだ。

　足の鉄てつ槌ついやクロスボウのことは話をしていないが、どうしてなんだろう。

「足の鉄槌による近きん距きよ離り戦せんや、あのクロスボウの戦いはあまり使いたくないのかな？」

「そう。魔導車椅子が転てん倒とう。あれは緊きん急きゆう。……魔力も多大に消費。わたしの〝切り札〟」

　エヴァさんは恥ずかしそうに顔を俯うつむかせていた。

　ヘルメが指摘していた通り、切り札、それは冒険者としての、奥おくの手て。

　いいたくなかったのか、単に恥ずかしかったのか分からないが……。

　ま、前者だな。あまり話したくないのだろう。

　しかし、彼女は切り札のことをあっさりと俺に告げた……。

　エヴァさんは俺を信しん頼らいしていると受け取ってもいいのかな。

「そうだったのか。教えてくれてありがとう。でも、エヴァさん、俺に教えてよかったのか？」

「いい……見られた」

　うん、見ていたな俺。

「そか、エヴァさん。他の人には黙っとくよ」

「ん、シュウヤ。わたし……名前、エヴァ……エヴァ・ナイトレイ。後、シュウヤと同じ〝さん〟は、要いらない」

　車くるま椅い子すに乗りながら、指と指を合わせて〝もじもじ〟と動かしてから、恥ずかしそうに話してくる。何か、可愛かわいいかも。

「了解。エヴァよろしくな」

「ん」

　言葉は短いが、笑顔だ。結局、前衛は俺と黒猫ロロのツートップ。後衛にエヴァ。

　小さい逆三角形の隊列で進むことになった。

　通路や部屋に湧わいているモンスターはスムーズに制圧。魔石はその場で分けた。

　落とし罠わなの箇か所しよはどうするんだろう。

　と思っていたが、エヴァは車椅子ごと跳躍、又または浮いて回かい避ひしている。

　こうして、幾いくつもの分かれ道を辿たどり、時間をかけて水すい晶しようの間に帰き還かんすることができた。

　最終的に魔石は依頼分を超こえて余分に十個また増えていた。

　合計二十個。提出して金に替えようかと思ったが……。

　アイテムボックス用に溜ためとくのもいいな。どちらにしよう。

　魔石は金にするか。また潜ればすぐ集まりそうだし。

　第二階層の水すい晶しよう体たいに触れ「帰還」と言葉を発して、地上の水晶体へワープ。

　俺たちは無事に地上へ戻もどってきた。







第九十九章「仲間」







　……戻ってきた途と端たんに迷めい宮きゆうへ向かう冒険者たちから視線が集まってくる。

　俺や肩で休んでいる黒猫ロロへ視線を向けてきた。

　その視線は、好意、好こう奇き心しん、不ふ審しん、と様々。

　まぁ、肩に動物を乗せている冒険者はあまり見かけないからな……。

　だが……傍そばにいる車椅子に乗るエヴァを見た途端、冒険者たちは眉間に皺を寄せては、嫌けん悪お、蔑さげすみ、胡う乱ろんのような顔色に変わっていく。

　そんな視線を向けられているエヴァは無表情。

　車椅子を動かし衛兵が立つ迷宮出入り口から外へ出ていた。俺も遅おくれて外へ出る。

　太陽の光が眩まぶしい時刻は朝。露ろ店てんの数は少ないが、パーティ募ぼ集しゆうや地図を売りますとか、怪あやしい秘宝を売りますとか、冒険者たちと変な宗教家の掛け声ごえは変わらず行われている。

　太陽の陽ひ射ざしを掌てのひらに感じていると、エヴァはさっさと先に行ってしまう。

　車椅子は人ひと混ごみに紛まぎれて見えなくなった。

　ありゃ、もうここから別行動でいいのかな。んじゃ俺もギルドに行こう。

　ギルド内部は相変わらずの混雑具合。

　朝の通勤ラッシュではないが、やはり朝一番に迷宮に入って依い頼らいをこなす冒険者は多いらしい。込み合うボード前を抜けて受付前へ進む。

　受付前にも列がある。まぁ、ここも混こむか、素直に並ぶ。

　並んだ先の方にはエヴァの車椅子が見えた。

　順番を終えたエヴァは精算を終えたのか、車椅子で素早く回転し振ふり向むくと、並んでいる俺の方を一いち瞥べつしてからギルドの外へ車椅子を進めていく。もう帰るのかな？

　なんの挨あい拶さつもなしに、お別れか……なんか寂さびしいような気もする。

　少し空くう虚きよな気持ちになりながら順番を待っていた。

　俺の番になり、冒険者カード、依い頼らい素材のモンスターと、魔石依頼に依い頼らい超ちよう過か分ぶんの魔石、依頼外だが回収しておいた恐きよう竜りゆう型モンスターの頭を提出。

「これは銀ヴォルクっ！」

　受うけ付つけ嬢じようは驚いた反応を示す。

「はい」

「まさか、銀ヴォルクをお一人で倒されたのですか？」

「厳密に言えば、二人ですが、俺が一人で倒したような感じですかね」

　その言葉に、彼かの女じよは手に持っていた羽根ペンを落とす。

「そ、そうですか、凄い冒険者です。浅い階に出現した銀ヴォルクは討とう伐ばつ依頼が出されていて、長らく放置されていたのですが、一人で、倒された……と。……銀ヴォルクの討伐依頼は受けていないのですよね？」

　受付嬢の碧へき眼がんが、チラチラと下へ行く。提出した俺のカードを見ている？

　情報を流し読みしていた。限定された依頼があったのか。

「受けてないです」

「そうですか……ですと、報ほう酬しゆうは無しですね」

「分かりました。倒した素材としての金を貰もらえれば十分です」

「はい。それと、銀ヴォルクの粘ねん液えきは回収されましたか？」

　粘液？　あぁ、あの口から吐いていた物か。

「いや、していません」

「そうでしたか、あれは特とく殊しゆ銀糸になるので高価買い取りなんですが、残念です。ですが、その他ほかの依頼素材は全すべて揃そろっていますね。……凄いです」

　受付嬢は素材の確認を行いながら、熱が籠こもった視線で俺を見つめてきた。

　おっ？　この子、俺に好意をもったのかな？　と、自意識過か剰じような考え、〝君の碧眼、綺き麗れいだねっ〟とか、歯が浮きそうなナンパ台詞ぜりふを考えていく。

「――それでは魔石も確かく認にん次し第だい、報酬を用意いたします」

　ありゃ。受付嬢は冷静な口調で話す。視線を俺から逸そらし、仕事モードに戻っていた。

　……ナンパ台詞は脳内だけに留とどめておいて正解だった。

「……よろしく」

　魔石と依頼の精算を終わらせた受付嬢から報酬を貰う。

　金貨と銀貨が入った袋ふくろを持ち上げた。

　この、報酬という感じのいい重さ。ザックザクと金貨が擦こすれる音。

　依い頼らい分ぶんと魔石超ちよう過か分ぶんを合わせて、金貨四十五枚、銀貨百十枚か。

　気持ちがいいもんだなぁ。と、満足。戦国武将の岡おか左さ内ないではないが、金貨の上で寝ねたいと思う気持ちは分かる気がする。一度だけ、大の字になってみたい。

　だが、敷しき詰めるまで金貨を貯めるのも大変そうだ。ま、そんなつもりは毛頭ないが。

　にんまりと笑みを浮かべながら、アイテムボックスに金貨袋を入れていく。

　そして、冒険者カードを確認。




　名前：シュウヤ・カガリ

　年ねん齢れい：22

　称しよう号ごう：竜りゆうの殲せん滅めつ者たち

　種族：人族

　職業：冒険者Ｃランク

　所属：なし

　戦せん闘とう職業：槍武奏：鎖くさり使い

　達成依頼：25




　……カードを胸ベルトに仕舞う。

　俺は受付から離はなれて冒険者で混雑するボード前を進む。とりあえず、宿に戻るか。

　と、ギルドを出た直後。お？　エヴァだ。待っていてくれたらしい。

　入り口の端はしでちょこんと待機していてくれた。

「よっ、待っていたのか？」

「ん、そう……来て」

　エヴァは頬を赤く染めていた。

『きて』と小さく呟つぶやくと車椅子を走らせ先を行くエヴァ。

　俺は少し遅れて小走り状態でエヴァを追った。

　車椅子の背後にある手て押おしハンドルを押して一緒に歩いていく。そのまま、数十分後。

「エヴァ、どこに連れていく気だ？」

「ん、あっち」

　エヴァは指を通りの先に向けるが、その先には商店が建ち並んでいる。

　言葉も少ないので、よく分からない。

　エヴァは指を向けた直後、手押しハンドルから離れて先に進み出していた。

「にゃあ」

　黒猫ロロもエヴァの車椅子を追おい掛けていく。

　一体どこに連れていくのやら……まぁ、たまにはこういうのも良いか。

　付いていこう。数時間は通りや路地を歩いただろうか……。

　車椅子の速度は速いので、若じやつ干かん走るペースだ。

　遠いが、彼女には苦になっていないようだ。

　そんな調子で大きな坂を下りていくと、ハイム川が見えてきた。

　多数の船が停泊している。遠くに大きな橋がある。港の近くらしい。

　ハイム川沿いか、ここはペルネーテの東南か？

　黒猫ロロは歩くのに飽あきて頭巾の中で寝ている。

　そこで、エヴァは車椅子の進行を止めた。

「ここ、来て」

　港近くにある商店街の通り。エヴァが指を差す店は、二階建ての木造作り家屋。

　古びた印象だが、軒のき下したには綺麗な花か壇だんがあり、撫なで子しこのような紫花が可か憐れんに咲さいている。

　エヴァの瞳ひとみは紫だし、髪かみも黒いから、大和やまと撫なで子しこだな。

　屋根の近くには〝迷宮名物料理屋リグナ・ディ〟と書かれた看板があった。

　エヴァはその店の木製扉とびらを横に開けて入っていく。

「いらっしゃ――ああ、お嬢じよう様さまっ！　迷宮からお帰りになったのですね！　お食事にしますか？　お風ふ呂ろにしますか？」

　店員、給きゆう仕じ姿の獣じゆう人じん女性が車椅子のエヴァに駆かけ寄よってきた。

　エヴァをお嬢様？　とかいっているが……。

「食事。リリィ、お嬢様は止めて」

「は、はいですぅ。こちらの方は？」

　リリィと呼ばれた獣人ちゃん。

　茶色の頭とう髪はつに頭からは犬の耳が生えていた。口からは犬歯らしき牙きばが二本。

「命の恩人、だから、料理は特別」

「ひっ、ひぁ、そうでありますかっ、急いで料理をお持ちします」

　リリィは犬の耳を揺ゆらしながら厨ちゆう房ぼうに向かう。

　店内は広くもなく狭せまくもない。手前の右に上り階段がある。

　中央は奥ゆきのある空間。板の間だ。お店らしく無む垢くな四角い机と椅い子すが並ぶ。

　左は受付を兼かねた長細い机もあった。

「……席、座すわって」

　エヴァは車椅子を机の側に移動させる。俺を向かいの席に座るように促うながしてきた。

「これは奢おごってくれると思っていいのかな？」

　そういって席に座る。

「ん」

　エヴァは当然といった感じに頷いた。

「そっか。ありがとう。なら一応、ロロの分もお願い。まだ背中で寝ているが」

「ん――リリィ、料理もう一人分」

「は、はいですぅ」
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　リリィは可愛らしく慌あわてた様子で、また、厨房へと走っていく。

　しかし、魔力を足に溜ためているので戦せん闘とう力りよくはあるようだ。

「……ここの店は、エヴァの店？」

「……違ちがう。居い候そうろう」

　彼女はかぶりを振ってから答えていた。居候ね。なにやら理由がありそうだ。

　少し、突つっついてみるか。

「さっき、お嬢様と呼ばれてたような」

「ん……今は違う」

　紫むらさき色いろの瞳が泳いでいる。あまり話をしたくないようだ。この話は後に回すか……。

「そっか……」

「……ん」

　頬ほおを赤くして小さく俯いてしまった。そこから無言の間が続く。えーと、エヴァはお礼のつもりなんだと思うが……微び妙みような空気だなぁ。うずうずしてくる。

　パァンッとクラッカーを弾はじけさせたい。そこで変な緊きん張ちようを誤魔化すように周りを見る。

　他の客は少なく一人だけだ。酒と魚料理を食べている老人。

　朝っぱらから、酒とはな……。

「――シュウヤ。来てくれてありがと。助けてくれたお礼をしたかった」

　そんな酔よっぱらいの客を見ていると、エヴァが礼を述べてきた。

「おう、俺も食事は嬉うれしいよ。ありがとな」

　そこに料理が運ばれてくる。

「お待たせしましたぁ～〝リグナのほっこり煮に〟と〝ジグアのブルーソース和あえ〟に〝リグナの焼き魚〟と〝特製プッコ〟です」

　給仕の女獣人リリィは持っていた料理の名前を元気よく喋しやべると机に並べていく。

　その料理に注目――最初は〝リグナのほっこり煮〟。

　四角の底深い陶とう器き製せいの器うつわに入ったグラタンのような料理だ。器からして美味おいしそう。

　次は〝ジグアのブルーソース和え〟。

　ジグア？　今まで見たことがない食材だ。

　薄うす茶ちや色で牛蒡ごぼうのように細長い。長細い器に載せられている。

　細長い枝周りには、最初から皮を剥むいてある葡ぶ萄どうのような大きな白身玉が沢たく山さんついていた。透とう明めい感のある白身玉には青いタレが和えてある。味は想像できない。

　次は〝リグナの焼き魚〟。

　これは、鯛たいのような焼き魚か。ロロの分だ。

　後は〝特製プッコ〟。

　小さい四角い器に黒っぽいモノが入っている食品。最後に黒パンと蜂はち蜜みつ酒が置かれた。

　エヴァの方も同じ料理が並べられていく。

「ンン、にゃあ」

　食事の匂においに釣つられたのか、黒猫ロロが起きてきた。

「起きたか、ロロの分もあるからな。食っていいよ。あ、行ぎよう儀ぎよく食うんだぞ」

「にゃぁ～ん」

　嬉しそうに甘え声を伸のばす。肩から机に降りた黒猫ロロ。

　マナー違い反はんかもしれないが……机の上で魚料理を食べはじめていた。

「……ロロちゃん、元気いい、シュウヤも食べて」

　エヴァは笑顔でそういってくれた。お言葉に甘あまえて、

「了りよう解かい――頂きます」

　と、手を合わせてから、リグナのほっこり煮、グラタンから食べよう。

　表面からして熱いと分かる。乳白色の膜まくに茶色の焦こげ目めがついていた。

　木製のスプーンも添えてある。そのスプーンで焦げ目を裂さいてから、中身のトロッとした粘ねばり気けがあるモノをスプーンで掬すくう。あつあつのまま口へと運ぶ。

　粘り気はチーズの膜か。ほくほくで、熱いが、うまうま。

　とろりとした食感が口一いつ杯ぱいに広がる。お、さく、ぱりっとした食感もあった。

　とろりとした中に鱗うろこの焦がしたものが入っているのか。

　これ鱗だが、ポテトチップスを細かくまぶした感じ。

　パリッとサクッと美味しいグラターン、という感じだ。美味しい。

　それだけでなく、他にも白身の魚や肉厚なキノコが入っている。

　キノコが、また美味しい。大きいし味が濃のう厚こうときたもんだ。お、やっこい食感だ。いいねぇ。磨すり潰つぶしたジャガイモのようなモノも入っていた。

　隠かくし味あじの香こう辛しん料りようもいい。これ、マカロニとか入っていたらもっと美味しかったろうに。

　そんなことを思いながら堅かたいパンにつけても合う。

　パンもグラタンと一緒に一気に食べていく。

「エヴァ、ありがとな。美味しいよ」

「ん」

　エヴァは食べながらも、微び笑しようを浮うかべてくれた。俺は蜂蜜酒をごくっと飲む。笑顔を返す。そのまま、また、ごくごくっと喉のど越ごし音が響くように飲んでいく。

　結局、パンとグラタンを先に全部食ってしまった。次は……。

　この不思議なジグアとやらの食材を食ってみよう。

　見た目は牛蒡であり葡萄の不思議食材。

「これ、全部食える？」

「ん」

　エヴァは満面の笑えみで頷く。茶色の牛蒡部分も食えるようだ。

　だが、まずは、この透明感のある白玉からだろう。

　甘いのかなぁっと白玉へナイフの先っぽを突き刺して身を口へ運んだ。

　え!?　肉だと!?　しかも――美味しい。フルーツではない？

　最初は肉の食感。レバーのような食感といえばいいか。

　だからといって臭くさみなんてないんだ。噛かめば噛むほど、ほどよい塩加減の肉にく汁じゆうが、天然のタレとなって口を支配する。いや、口ではない、脳を支配するというたとえが正解だ。

　ほんのりとした甘あま辛からさという絶ぜつ妙みような味が舌を離れて喉のどの奥から胃に誘さそう肉だったモノの流れを阻そ止ししていく……あぁ……美味うまい……。

　最後は溶とけるようになくなってしまった……なってこった……。

　これ、完全な未知なる食材だよ――。

　今の俺は、ぱくぱくと餌えさを欲ほしがる鯉こいのように口を動かしていることだろう。

　美味しい白玉を食べ続けた。

　うまうま、うまし、うまうまうまし、ヤバイ新興宗教に入ったような呪じゆ文もんを唱えた。

　くちゃくちゃと白身玉を咀そ嚼しやくする俺。

　そして、牛蒡部分も試ためそうとナイフを牛蒡の表面に当て、切った！　それを口へと運ぶ。

　――おぅふっ、これまた、凄すごい。

　しゃきっとする野菜を食べる感触に、白玉の肉食感が合わさった。

　コーン汁じるのような甘さへと変化していく。あっという間に半分がなくなった。

　更さらに更に、魔ま力りよくが身体の内側から溢あふれてきた……。

　この食材の効果だろう。凄い食材と料理技術だ。胃の中に入れた途端これだからな。

　速効性あり。ま、食事効果は置いておく。まだ、謎なぞのブルーソースがある。

　その謎のブルーソースへ、ナイフの先せん端たんで、ツンツクツンッと「アラレちゃん」のようなうんち君を突く動作をやってみる。ナイフで突いた表面はプリプリッとしたゼラチン。

　ゼリー状に近い素材かな。ええい、ままよ。と、謎の気き概がいでソースを掛けた。

　そのソースが掛かった白玉を口へと運ぶ――。

「うひょぉっ」

　甘あまみが増しただと？　いやそれだけではない。

　海老えびのような感じだが、中身はとろりと、舌に絡からむが、絶妙な感覚で甘みが増えていく。

　不思議と、少しずつ、時間が経たつと甘さが増して、とろりからさらりとした感触に移り変わった……驚おどろいた。これ、ソースの中に粒つぶが入っているのか。しかも、白身玉とブルーの粒が混ざり噛むと舌の上で白身玉が弾けて消えていくよ？

　おれのたまちゃん、どこにいくんだよー。あ、炭酸っぽい味に変化した。

　白玉肉がまた違う味わいになる。不思議。甘いトロピカル系な味？

　一気に口の中が爽さわやかになり、最後はまろやかになった。

「ん」

　エヴァが、俺の奇き天て烈れつな表情を見て、何かいいたそうだ。

　夢中になっていた。少し恥はずかしい。

「……いやぁ、この料理、凄く美味しいなと」

　と、頭部をぽりぽりとかきながら、本音を告げた。

「よかった」

　微笑ほほえんだエヴァは可愛い……。言葉は少ないが、表情は豊かだな。

　そんな美しいエヴァの表情を見ながら、未知の食材ジグアのブルーソース和えを食べ終わる。最後は小さい器にある名前は特製プッコとかいう黒い粘り気がありそうな料理だ。

　鼻を近付け、嗅かぐと……匂いは完全に海苔のり佃つくだ煮に。所謂いわゆる、「ゴハンですよ」だ。あの味は好きだ。色といい、粘り気といい、完全にそうだろう。

　そして、ナイフの先端に黒いにょろっとしたモノを載せて食べてみた。

　懐なつかしい海苔の味わいが口の中で広がった。

　海、それは母のように深い愛……海岸線に打ち寄せる波の情景が頭に浮かぶ。

　ご飯があったらな……何で、これで米がないんだ！　と、声を大にしていいたくなる。

「……嫌きらいだった？」

　様子を見ていたエヴァは、急に不安そうな表情を浮かべていた。

「い、いや、凄く美味しいから」

　そう言って、故郷を思い出す。

　俺は目元を潤うるませながら、少ない特製プッコをたいらげた。

　エヴァは俺の食べる姿を見ると、笑えみを浮かべて満足気。

「ん、……よかった」

　エヴァは一言、小さく俯いて呟く。

　こうして、全部の料理を食い終わった。

　黒猫ロロも特製プッコ以外は全部食べ終わり、足をペロペロして顔を洗っている。

　意外だ。好すき嫌いがあるのか。あの海苔の佃煮っぽい料理は旨うまいのにな。

　さて、話をしてから帰るか。

「……エヴァごちそうさま。ここの料理には正直、驚いたよ。高級料理に負けていないし、美味しかった。そして、未知なる体験だった」

「ん、コックが優ゆう秀しゆう。それに素材」

　コックが優秀なのは分かるが、やはり素材か。

「素材というと？」

「迷宮で育っている食品や、モンスター……キノコ、スライム、プッコ、ジグア、全部、迷宮産」

　うへ、まじか。

「食べても大だい丈じよう夫ぶだよね？」

　あ、失礼なこといってしまった。

「ん、勿もち論ろん」

　エヴァは気にしてない。よかった。しかし、迷宮産か。

　どうりで摩ま訶か不ふ思し議ぎな味わいがあったわけだ。

「素材提供はエヴァが？」

「ん、そう」

「迷宮で育つ食品もあれば、モンスターも食い物に変わるのか」

「貴重な物もある」

　へぇ、迷宮は色々な副産物があるんだな。

　すると、俺が食べさせて貰ったのは……。

「今の食材は貴重な品物かな」

「ん、全部じゃないけど、正解」

　エヴァはその通り。というように頷き答えていた。

「そ、そうだったか」

　やはり、貴重な素材の料理を食べさせてくれたのか。あちゃぁ、参ったな。

　いくら助けた礼の返しといっても気軽に食べていた……。

　すると、エヴァが車椅子を移動させ近寄ってくる。

　隣となりに寄り、俺の手の上にエヴァ自身の手を乗せてきた。エヴァの掌は温かいが、少し硬かたい。

「気にしない。素材まだ残っている」

　おぉ、凄い。俺の心を読んだように、気にしていることを当ててきた。

　その勘かんのよさに感心しながら、

「そう？」

　と、無難に言葉を返す。

「ん」

　エヴァはなんともいえない優やさしい笑みを浮かべてくれた。

　俺は恥ずかしくなったので、手を引っ込め離す。

　誤ご魔ま化かして、取って付けたかのように、言葉を出す。

「……エヴァが冒険者をしている理由は、この店があるからなのかな？」

「んっ、でも、わたしが強くなる為ため、生きるためでもある」

　彼女は長い黒くろ髪かみを揺らしながら、首を縦に振る。

　店を守るためでもあり、自分も強くなり、生きるためか。その時、エヴァの後ろで待機していた給仕のリリィが嬉しそうな表情を浮かべて俺とエヴァの様子を窺うかがっているのが見えた。あのリリィという女子はエヴァのことを凄く慕したっているようだ。

　ま、お嬢様といっていたしな。

「エヴァ、後ろの可愛い給仕の女性、リリィは元部下とか？」

「ん、……そう。昔、男だん爵しやく家で、雇やとっていた」

　昔は男爵家だったのか。

　ナイトレイ男爵家か。

「だから、お嬢様と呼んでいたのか」

「ん」

　エヴァは笑顔は見せずに、無表情で頷く。

「ま、嫌いやなら深くは聞かないよ」

「済まない……」

　エヴァは視線を下げながら顔を翳かげらせる。この話題はやはりＮＧだったようだ。

　フォローしとくか。

「構わんさ。そんなことより俺たちの出会いに感謝だな？」

「感謝？」

「そうさ。俺たちは迷宮で、たまたま出会ったが、今はこうして食事を奢って貰う関係だ」

　しかも、凄く美味しかったし。

「ん」

　小さく頷く、エヴァ。

「同じ冒険者であり、一時的とはいえ一いつ緒しよに戦った仲間」

「な、なかま……」

　エヴァは小さく呟きながら、双そう眸ぼうの瞼まぶたをぱちぱちと閉じたり開いたりして、瞬まばたきしながら、仲間の言葉を繰くり返かえしていた。

「駄だ目めか？」

「――んっ」

　エヴァは頭を強く左右に振って否定。

「よし――これからもよろしく頼たのむよ」

　立ち上がり、車椅子に座るエヴァへ片かた腕うでを差し出す。君と握あく手しゆっ。

「？　……ん、よろしく」

　エヴァは頬を赤く染めて話している。だが、俺おれの手を見て、ハテナ顔。

　俺の手は無視された。デスヨネー。ここは異世界。

　握手が挨拶の共通理解とは限らないよな。

　しかし、エヴァは何回も首を縦に振り、小さい声で返事してくれている。

　俺は誤魔化すように、腕うでを引っ込めて頭をぽりぽりしておいた。

「それじゃ、腹も満たしたし、そろそろ帰るよ」

「ん」

　俺がそういって帰る素そ振ぶりを見せると、今までエヴァの背後でにこやかに様子を窺っていた給仕のリリィがささっと素す早ばやくエヴァに近寄り、耳元に顔を寄せて何やらコソコソと話している。

　エヴァはうんうんと頷き、リリィはもう一度大きな声で、

「ここはチャンスです。お嬢様、パーティ申しん請せいを申し込むべきかと」

　エヴァは一いつ瞬しゆん、目を見開き驚いていたが、ゆっくりと頷き覚かく悟ごを決めた顔付きをみせた。

　彼女の紫むらさきの瞳どう孔こうと黒みを帯びた光こう彩さいが俺を捉とらえる。

　パーティね。一回こっきりなら大丈夫だと思うが……俺の場合少し、厳しい。

　闇やみギルドとの因いん縁ねんがあるし、ずっと組むとなると彼女たちに迷めい惑わくがかかる。

　エヴァには悪いと思いながら、断ろうと考えた俺は帰ろうと動いた。

「シュウヤ、待って」

「何だ？」

　エヴァは姿勢を正すように、車椅子も変形させる。

　迷宮内で一度見せていたように、背もたれの部分が迫り上あがり変形。

　座っていた部分が足を支えるようになった。また、セグウェイタイプだ。

　エヴァは立ったように見える体勢で小さい口を開く。

「わたしとずっとパーティを組んで欲しい」

「パーティか……」

「んっ」

　エヴァは必死なのか強く首を縦に振る。

「俺たち、まだ知り合って間もないだろう？」

「構わない」

　紫の双眸は力強い。

「俺は奴ど隷れいを買うつもりでいるぞ？」

「ん、当然」

　この世界じゃ当たり前のことか。

「それに、女好きでかなりのスケベな嗜し好こうを持つ」

　スケベなことも告げておく。

「ん、シュウヤは男。えっちぃなの当たり前」

　おぉ、理解ある女だ。だけど……。

「……そうか、だが、無理だ。エヴァに迷惑がかかる」

　断った。給仕の女獣人はどこか安心したそぶりをみせ、エヴァは肩かたを落とし、ショックを受けた顔を見せる。そのまま、エヴァが乗っている車くるま椅い子すが萎しぼむように変形。

　いつもの座った体勢に戻っていた。エヴァは俺を睨にらむように、見上げる。

「なぜ？　わたしが奇き形けいの骨足を持つから？　それとも、死の車椅子と呼ばれているから？」

　強い口調で問いただしてきた。どっかで聞いたような渾あだ名な。

　だが、そんな渾名なんてどうでもいい。誠意には誠意を。

「そうじゃない。俺に問題がある。俺は闇ギルドと敵対しているんだ。その他にも色々と火種を抱かかえた身。だから、俺とパーティを組めば、自おのずとエヴァにも危険が及およぶ可能性が高い」

「……知らなかった」

「そりゃ当然だ。今話したからな」

　そこのタイミングで、また、リリィ、女獣人がエヴァの耳元で囁ささやく。顔を見合わせコソコソと話すが、段々と大きな声になり、次し第だいに喧けん嘩かじみた声こわ色いろへ変わり始めていた。

「……危険です」

「わたしは組みたい」

「彼かれの話が本当なら、ここの店も狙ねらわれる危険性があるということですよ？」

「ん、……シュウヤしかいない」

「もうっ、お嬢様っ」

「――騒さわがしいが、どうしたのですか？」

　すると、厨房まで聞こえていたのか、コック姿の大おお柄がらな渋しぶい老人が現れた。

「あ、ディーさんっ、お嬢様を止めてください。危険な方とパーティを組みたいと止まらないのです」

「む、リリィ、最初と違う」

「あぅ、確かに最初は、わたしも悪のりで、お嬢様に彼を誘うように促したのは謝あやまります。ですが、闇ギルドが相手では危険すぎますっ」

　リリィと呼ばれた女獣人はコック姿の老人をディーと呼び、今までの経けい緯いを説明していく。

　あの気の良さそうな老人がコックか。腕の良い料理人。

　うん、尊敬するよ、ディーさんとやら。

「闇ギルドと敵対ですか。確かに厄やつ介かいですが、エヴァお嬢様が気に入った相手なのでしょう？」

　コック姿の老人ディーは顎あご髭ひげに手を当て、俺を見る。そして、逡しゆん巡じゆん。

　少し間を空けて、エヴァの方を向き話していた。

「――ん」

　エヴァはコックのディーへ向け車椅子を回転させ振り向く。

　首を大きく元気良く縦に動かした。

「それならば、仕方ありませんな。この店はわたしとリリィでしっかり守ります故、わたしはエヴァ様を応おう援えんします」

「えぇっ、ディーさんまで？」

　犬耳を凹へこませるリリィ。

「それじゃ、わたしが悪者みたいじゃないですかぁ、もう、お嬢様を止めませんよ～だ」

　リリィはプイッと体ごと逸らす。

　それを見ていたエヴァは給仕のリリィに近寄っていく。

　いじけるリリィを慰なぐさめるように、その手を取った。

「心しん配ぱい性しようなリリィ。でも、ありがとう」

「お、お嬢様……」

　話が纏まとまった？　しかし、なんでエヴァは俺とそんなにパーティを組みたいのかねぇ？

　ま、エヴァは強いし、紫の瞳に透すき通とおるような肌はだを持つ美び貌ぼうの持ち主だ。パーティを組むのはぜんぜん、いいんだけどさ……もし、闇ギルドの争いで、この店の人たちが巻まき添ぞえになったとしたら、後味が悪い。

　まぁ、これについては悲観的な未来を予想する、俺が悪いんだが……。

「シュウヤ――」

　俺の悲観的な妄もう想そうを止めるように、エヴァは力強く俺の名前を呼んだ。

　車椅子を動かし、俺の傍そばに来る。

「うん？」

「わたしと……ずっと、パーティを組んでください」

　声のトーンが高くなり、エヴァの顔は真っ赤で真しん剣けんだ。

　俺に告白をしているような、そんな恥じらいを感じさせた。

　黒色の袖そでから伸びる白細い両手を大おお袈げ裟さに動かしている。

　……可愛かわいい。しょうがない。パーティを組むとして被ひ害がいが出る前に……。

　さっさと【梟ふくろうの牙】をぶっ潰すか。

「俺と組む場合、危険なことが増えると思うが……それでもいいんだな？」

　心の中ではもう決まっているが、もう一度、警告だけはしとく。

「ん」

　エヴァは可愛らしく頷うなずく。

「わかった。条件付きで良いなら組もう」

「――んっ」

　エヴァはよほど嬉しいのか、その場で車椅子をくるりと回転。そのまま座っていた車椅子から体が前に飛び出して、俺に抱だきつくような感じになってしまう。

　おぉ、エヴァのおっぱい感触だ。革かわ鎧よろいの硬い感触の裏うらに〝ぷにょん〟とした柔やわらかい感触が確かに伝わってきた。紫の鎧よろい越ごしからの微かすかな感触……。だが、間ま違ちがいない大きさだ。

　意外に大きいのか。俺はおっぱいセンサーに自信がある。キングオブバスト選手権で優勝する自信はある。おっぱいぷりんさん、ありがとう。

　おっぱいの形を想像しながら、抱きついているエヴァの顔を見る。

　頬や口元には彼かの女じよの長ちよう髪はつが絡み付いていた。汗あせか。濡ぬれた髪はエロい。

「――はは、そんなに嬉しいのか？」

　想像していたら鼻血が出そうなので、エロ心は封ふう印いん。笑顔で繕つくろうと、彼女の頬に絡み付いている長髪を解してあげてから背中を支えて車椅子へと優しく戻もどした。

「……ずっと独りだった」

　エヴァは車椅子に深く座りながら、頷き、俺を見上げると、その紫の瞳から涙なみだが一滴てき、頬を伝っている。レベッカと性格は違うが、同じようにパーティを組めなくて本人は悩なやんでいたのか？　死の車椅子とかの渾名がついているからな……。

「……まてまて、泣くなぁ」

　なんか、美人に泣かれると調子が狂くるう。

　給仕の女獣人も目に涙を溜めて、もらい泣き。嬉しがっていた。

　コックの老人も嬉しそうに頷いている。ここはわざと話題を変えて……。

「……俺は条件付きといっただろ？」

「何？」

　エヴァは瞬きして俺をみる。

「俺は自由気ままに生活したい。それが本音だ。我わが儘ままだが、パーティに縛しばられたくはない」

「至し極ごく当然。プライベート大事」

「そこでだが、迷めい宮きゆうに挑いどむ際は、互たがいに暇ひまだったら、誘う感じでパーティを組む。というのはどうだ？　俺が普ふ段だん泊とまっている宿屋を教えておくからさ」

「それでいい。もう大事な〝仲間〟シュウヤの自由」

　仲間か。さっき俺が何気なく喋った言葉だが、案外グサッと響ひびき心に沈しずみ込んでくる。

　出会って短いが、エヴァは真しん率そつなる態度だ。

　何事も信じることから始まることがある。彼女を信じてみよう。そのエヴァが口を開く。

「……わたしもこの店が大事。まだ話していない秘密もある。プライベートなことが多い。だから、気軽に誘える仲間はすごく大事」

　そうだよな。エヴァのいう通りだ。俺は難しく考えすぎていた。

「よし、エヴァ。改めて、よろしく頼む」

「ん、わたしこそ」

　ドキッとするぐらい優しい微笑みだ。少し動どう揺ようしたが、

「俺の泊まっている宿屋の場所は、第一の円えん卓たく通りの左上。路地を進んだ先にある。名前は迷宮の宿り月。女将おかみさんはメルという人だ」

「了解。迷宮の宿り月。覚えた」

「おし、それじゃ、いきなりだが、明日の昼過ぎあたり、暇だったら迷宮に行く？」

「行く！」

　エヴァは強く縦に頷く。

「よし、きまりだ。へへ」

「ん」

　互いに笑顔で見つめ合う。

「んじゃ、やること殺って用事を済ませてくる。明日の昼過ぎ、冒ぼう険けん者しやギルドの中で待ち合わせよう――ロロ、帰るぞ」

「にゃ」

　黒猫ロロがタイミングよく、肩に上ってくる。

「それじゃ、明日」

「ん、明日」

　エヴァの天使的な笑顔を見てから、俺も笑顔で頷く。

　そのまま軽く手を上げてから踵きびすを返し、店を後にした。







第百章「捕まったロロ星人」







　さて【梟の牙きば】を潰す前に、まずは宿屋に戻りますか。

　あ、食事効果について聞くの忘れてた。

　まぁいいか。忘れていなきゃ、明日聞けばいい。

　板張りが多い地面を踏ふみしめながら、空を見上げる。時間はまだ昼前ぐらいか？

　だが、曇くもり出してきた。雨でも降りそうな感じだ。

　ここはハイム川に近い。港がある商店街。

　海辺の近くで漂ただようような香かおりが鼻び孔こうを通り、何処どこか、懐かしさを感じさせる。

　雨がぽつりぽつりと降り出した時、雨を喜ぶように踊おどりながらヘルメが視界に現れた。

『――閣下、エヴァが部下になるのですね』

『部下ではない。だが、何いずれは、俺の血を受うけ継つぐかもしれない』

『本当ですかっ、嬉しいです。ついに眷けん属ぞくをお増やしに……』

　ヘルメは本当に嬉しそうだ。

　小さい姿ながら全身の蒼あお色の葉を靡なびかせてウェーブさせている。

『ヘルメはそんなに嬉しいのか？』

『はいっ、わたしにとって親しん戚せきが増えるのと同じ、わたしは閣下の血を受け継ぐことはできませんが、閣下の魔素と融合本契約を果たし、水と闇を分け合った眷けん属ぞく精せい霊れい。血と水の違ちがいではありますが〝わたしにとって〟は親戚と同じことなのです』

　なるほど。その時、背後から俺に近付いてくる魔素があった。

　振ふり返り確かく認にん。腕を小気味良く振って、可愛らしく走ってくる……。

　え？　走っている姿は、リリィさんか？　その両足には魔力が溜ためられて地面を力強く蹴けっている。素早い。元男爵家に仕えていただけはあるようだ。

　リリィは俺の目の前で、両足をストッパーのように扱あつかい、急ストップ。

「――シュウヤ様っ！　お話があります」

　走ってきたのに、息も乱してない。

「やぁ、さっきぶり、それで、何の話？」

「はい。お嬢じよう様さまについてです」

「エヴァについてね……」

　俺の言葉の後、リリィさんは雰ふん囲い気きが一転。目付きが鋭するどくなった。

「はい。お嬢様を助けて頂きありがとうございます。ですが、シュウヤ様は敵対している闇ギルドがあると……その話は本当ですか？」

「本当だ」

「そうですか。残念です。このままではお嬢様に危害が及ぶ可能性がありますので、シュウヤ様、お嬢様の前から消えて頂けないでしょうか」

　いきなり消えろか。

『生意気な口です。寛かん大だいな閣下に対する不ふ遜そんなる態度。説教を兼かね尻しり教育を施ほどこしますか？』

『尻教育はしないでいい、俺がやるから』

『分かりました』

　これ、エヴァには話さずに来てるな。

「リリィさん。さっき泣いて喜んでたよね？」

「それはそれ、これはこれ、です」

　ジェスチャーが可愛いぞ。だけど、なんだかなぁ。

「今、独断専行でしょ？」

「……はい、いけませんか？」

「今の話を聞いていたら、エヴァが怒いかりそうだけど……」

「構いません。それで手を引いてくださいますか？」

　給きゆう仕じのリリィは戦う素振りを見せる。

「にゃ？」

　黒猫ロロは戦うのか？　というように、肩から地面に降りて黒い獣けものに変身。

「ロロ、待て。後ろに下がってていいぞ」

　さすがに素す手での相手に大おお怪け我がはさせられない。黒猫ロロは俺に振り向むくと、

「にゃお」

　と、『わかったにゃ』風に鳴いて背後へ走っていった。

「リリィさん。そんな指図は受けんよ」

「……」

　黙だまったままのリリィさん。

　だが、突とつ然ぜんに魔力を伴ともなった足で地面を蹴り、ダッシュしてくる。

　素手で殴なぐり掛かかってきた。魔ま察さつ眼がんは使えないようだ。彼女には意図があるのだろうけれど、このまま素す直なおに殴られるつもりはない。俺も武器は使わず、素手で応対。

　右拳をスウェーで躱かわし、左拳を右手で軽く往いなした、直後。

　そのパンチを撃うってきたリリィさんの左手を掴つかみ、距きよ離りを僅わずかにつめてから出で足あし払ばらいをするように足を引ひっ掻かけ転てん倒とうさせた。

「グホッ――」

　リリィさんは受け身が取れず、背中から転倒。

「このことは黙っといてやる。しかし、殴りかかってくるとはな……」

「このままでは、グヘッ――」

　分かっていないようなので、おしおきだ。倒たおれている彼女の上に乗っかりマウントポジションへ移行。腕を押おさえ、リリィの双眸を、両目で捉え見る。

「あのさ、お嬢様を守りたいのは分かる。だが、信用してないとはいえ、お嬢様の恩人を攻こう撃げきしちゃだめだろう？　そして、相手の実力も測れない程度の実力で融ゆう通ずうを利きかせようとしちゃだめだ」

「ぐぉ、離せっ、説教するきかっ！」

　まったく、犬の歯を見せて強ごう情じようだな。

　しかし、胸サイズ的にもまだまだ幼い女の子か？　少し、凄みを出すか。

「いい加減にしろっ」

　若じやつ干かん、魔力を全身から出す。迫はく力りよくを強めながら睨みつけた。

「……」

　リリィは表情が強こわ張ばり、犬のような可愛い耳が分かりやすく、へこむ。

「よし、リリィ。君の望みだが、無理とわかってくれたかな」

「……わ、分かった」

「よかった、分かってくれたか。もしかしてだけど、君はこうやって、いつも、エヴァの周りを掃そう除じしていたのか？」

「……その時々だ」

　他ほかにも殴って制裁していたと……。

　エヴァが余計にパーティを組めなくなるわけだ。

「どうしてそんなことをしているんだ」

「お嬢様のために決まっているだろう」

「独り善がりはよせ。お前だって、そのお嬢様が涙を流していたのを見ただろう？」

「……はぃ」

　おっ、急にしおらしくなった。そろそろ、起こしても大だい丈じよう夫ぶかな。

　俺は立ち上がり、リリィを起こしてあげた。

「――リリィ、君がそうせざるを得ない理由があったんだな？」

「そうです。昔、お嬢様が冒険者に成り立ての頃ころ、仲間と思っていた冒険者たちに裏切られ殺されかけたのです」

　なるほど、だがなぁ……。

「だからといって、殴りかかるのはどうかと思うぞ？　俺は裏切るつもりなんてない」

「はぃ、わたし言葉足らずで、シュウヤ様を試ためすような真似まねをして、すみませんでした」

　やはり、彼女は彼女なりに俺を試していたか。リリィは深く頭を下げていた。

　本当は闇ギルドのことが心配なんだろうけど。少し、今後の予定を話しておくか。

「リリィ。君が心配している闇ギルドは大丈夫だと思う。俺が近いうちに潰つぶす予定だから」

「えっ？」

　リリィは犬の耳がピンッと立つ。

　目が見開き、驚いている。念のため、もう一度いうか。

「闇ギルドの本ほん拠きよ地ちを潰す予定だ」

「シュウヤ様には、それが可能だと？」

「そうなればいいな？　ぐらいだよ。だが、少しでも、その片へん鱗りんは味わえた筈はずだ」

　リリィは小さく頷いてる。

「確かに、あんな簡単に地面へ倒されたことは、今まで一度もありませんでした」

「だろ？　だが、闇ギルドを潰したとしても、その余波で被害が広がるかもしれない。だから、あのお店を守り、お嬢様も守ることだな。エヴァは嫌がりそうだけど」

「そうなんです。一緒に迷宮に行きますといっても、お嬢様は許してくれないのです」

　この子、冒険者の資格もあるのか。

「エヴァは強いからな。許さんだろうよ。ま、そんなことはリリィ。君とエヴァの問題だ。俺には関係ない。それじゃ帰る。ロロも暇そうに待っているし」

　黒猫ロロは俺とリリィの周りをうろうろしている。

「あ、はいです。シュウヤ様、本当にすみませんでした」

「別にいい。リリィも俺のことを信用してくれたようだしな。んじゃ、エヴァによろしく」

　笑顔を見せてから、リリィと別れ黒猫ロロのとこへ歩いていく。

　黒猫ロロは俺の側に来ると、黒馬と獅し子しに似た姿に変化した。いつもの馬の形より、少し大きいタイプだ。悠ゆう然ぜんとした態度から女王の雰囲気を感じた。

　神しん獣じゆうロロディーヌは姿を微び妙みように変化させることが可能だ。

　触しよく手しゆを腰こしに絡からませて来なかったので、〝乗るならご自由に〟といった感じかな？

　頭部は流線形だし、ロロディーヌはどこか大人びている。

　この黒馬と黒獅子に近い姿だと、鼻筋が少し伸のびて見えた。

　可愛らしくいえば、大人びた黒猫という感じだろうか。そんな大人びて賢かしこそうな黒猫の上に跨またがると、触手を二本、いつものように俺の目の前に用意してくれた。

　その手た綱づなを掴むと速度を出して路地を駆かけていく。

　ここはペルネーテの東南エリアだと思うから、西南へ向かって都市の見学をしながら行くか。坂を上ったり下りたりしながら進む。

　すると、視界に巨きよ大だいな闘とう技ぎ場じようらしき会場施し設せつが見えてきた。

　まさしく古代ローマを彷ほう彿ふつとさせる素す晴ばらしい建物。そのコロッセオのような闘技場に近付くほど、奴隷商人や戦いくさ奴ど隷れいらしき者が増えてくる。

　周りにある店も奴隷商館が増えた。

　だが、反対側の建物に奴隷商館は少なく、代わりに王おう槍やり流、豪ごう槍やり流、風槍流、飛ひ剣けん流、絶剣流、王剣流、と書かれ彫ほられた看板を掲かかげた門が沢たく山さんあった。

　王槍流と王剣流の数が一番多い。

　きっと、あっち側の通りは武術街的なところなんだろう。

　一方、近くの道では、奴隷たちが連れられていく。足に鎖くさりが繋つながれたゴツイ、デストロイヤーな人族。手首を鎖で繋がれた蛇へび女おんならしき種族。

　豹ひよう顔のタンクトップな筋肉マン。確か、セバーカという豹人種族だったはず。

　その奴隷たちの胸上には共通して黒色の環かんのマークみたいな入いれ墨ずみがある。

　ひょっとして、あの奴隷たちを闘技場で戦わせるのかな？　大通りにはそんな奴隷を連れた商人たちより闘技場へ向かう一いつ般ぱん人じんの方が多い。闘技場の周りが混雑してきた。

　今も会場からは歓かん声せいが上がり、地じ響ひびきのような声の連れん鎖さが外にまで響いてくる。

　少し興味が湧わいてきた。スパルタクスとかの剣けん闘とう士しがいたりするんだろうか。

　古代ローマ時代と同様な反乱があるかもしれない。

　ま、反乱や下げ剋こく上じようは奴隷制度があるから難しいとは思う。

　興行師的な奴隷商人が所有する剣闘士団があるのだろうか。武術街が近くにあるようだし、剣闘士養成所もあるんだろうな。剣闘士同士の命を削けずる戦いは見てみたい。

　剣けん術じゆつ指南役のルディアリウスのような存在に認められた剣闘士とか。

　筆頭剣闘士の位や追つい撃げき闘とう士しの位とか、俺の知る世界の古代では存在していた。

　この世界でも、グラディエーター独自の剣術、槍そう術じゆつがあるかもしれない。

　そんな剣闘士たちが戦う姿を想像しながら闘技場の周りをゆっくり進んでいく。

「ロロ、もういいぞ。宿まで直行しよう」

「にゃ」

　一声鳴いた馬に近いロロディーヌは速度を上げた。

　混雑している場所を避さけるように迂う回かいする。路地や大通りを越こえて抜ぬけていく。

　早々と第二の円卓通りを越えて、第一の円卓通りに戻ってくることができた。

　歩きで数時間の距離を数十分ぐらいだろうか。相変わらずギガ速い。

　素早く駆けるのは当たり前だが、家の壁かべを駆け上がって跳とび箱ばこでも越えるような機動には驚おどろいた。ま、相棒は空も飛べるのだから当然か。

　そんな思考をしていると、部屋を借りている満月というか卵の形をした宿に到とう着ちやく。その相棒から降りる。黒くろ猫ねことなった相棒を連れて、玄げん関かんに向かった。宿の出入り口の扉とびらを開ける。食事の匂においと共に客の声が聞こえてくる。

　どうやらランチ時らしい。

　ヘカトレイル時はあまり人が居なかったが、ここでは違うようだ。

　それなりに客は多い。食堂を横目に階段を上がった。

　黒猫ロロは手て摺すりを上がろうとしたが、滑すべって転んでいる。

　大人しく一緒に階段を上がっていく黒猫ロロ。

　二階の渡わたり廊ろう下かから、奥おくの借りている部屋に向かう。

　部屋に戻ってくるなり黒猫ロロは部屋の中へと走った。

　さて、風ふ呂ろに入ってさっぱりするか。

「ロロ、風呂に入るぞ～」

「ンンッ」

　黒猫ロロは喉のどを鳴らすのみの返事。あまり風呂には乗り気じゃないようだ。

　寝しん台だいの上で跳ちよう躍やくを楽しみたいのか、ぽんぽんと跳はねて遊びだしている。

　そんな黒猫をよそに胸ベルトを外し、寝台の横に置く。

　外がい套とうを脱ぬいで、古こ竜りゆうの鎧よろいの金具を外した。バルドークの防具を脱いでいく。

　石せつ鹸けんを持ち、素すっ裸ぱだかで、ベランダ近くにある桶おけへ移動。

　木製の出窓を開け、屋根と空が見えるようにしてから、生活魔ま法ほうのお湯を発動させる。

　桶に湯を注いでいった。ついでに体も洗う。体を洗っていると、黒猫ロロが桶おけ縁べりに手をかけて揺ゆれているお湯の水面を覗のぞき出す。はは、遊びに来たな。丁度よいっ。

「――ロロ、洗うぞ」

「ンンン、にゃっ」

　頭部を引っ込め逃にげようとするが、俺の方が速い。

　黒猫ロロの首根っこを捕まえ、猫ねこらしい四し肢しがぶら下がった。

　はは、でれーんとしちゃって、可愛い。

　捕まった宇宙人でちゅか～っと。

　小さい後頭部にキスしながら両前足の裏、ピンクとブラックが交ざった柔らかい肉球さんの爪つめの間を、親指で、穿ほじるように……もみもみを楽しむ。

　更さらには、一緒に下半身を左右へぶらぶらさせて遊んだ。

　傍目から見たら完全に怪あやしい奴やつらだろう。

　その可愛い黒猫ロロの腹と背中に石せつ鹸けん水すいをつけて丁てい寧ねいに洗ってやった。

　互いにキレイキレイとなって、たっぷりと入ったお湯に浸つかっていく。

「ふぃ～、いいお湯」

　ふんふんふーんっと鼻息と共に変な音を出した。

「ンン、にゃ、にゃ、にゃお」

　黒猫ロロも俺の変な鼻び音おんに合わせて鳴いている。

　俺が鼻はな唄うたを止めると、鳴き疲つかれたのか桶縁に顎あごを乗せる。

　そのまま首を伸ばしゆったりと、気持ちよさそうに、ゆっくり瞼まぶたを閉じたり開いたりしている。リラックスメッセージのアイコンタクトをしてきた。

　俺もお返しに、瞼を閉じて開いたりしてあげた。

　俺と黒猫ロロが暫しばらく風呂で何ともいえない空気感でまったりと過ごしていると……魔素の反応が近付いてくるのを感じ取る。外からか？

　え？　開いた窓から、エルフの逆さ顔が……怪かい奇き現象か!?

　あ、よく見たら、特とく徴ちよう的てきな顎さんを持つ、べネットだった。

「よっ、風呂に入ってたのか」

　べネットが俺の裸はだかを見ながらそんなことを言ってくる。

「あぁ、見ての通りだ」

　俺は桶の縁ふちに背中を預けたまま、応対した。

「部屋に入っていい？」

　彼女は出窓の上からぶらさがっているので、逆さま視点の筈。

　そのまま俺の部屋の中を見回すように視線をきょろきょろ動かしていた。

　細長い首下からネックレスのチェーンが垂れた状態だ。

　そして、適度な大きさの胸むな元もとを覗かせている。

「……いいよ」

「了りよう解かい――」

　べネットは出窓の上から華か麗れいにくるっと一回転しながら部屋に着地。

　そのまま、すたすたと部屋の中を歩いていく。

「身軽だな」

「まぁね。それで、今回、あたいがここに来た理由なんだけど……」

　べネットは俺おれの方に振り向く。

「何だ？」

「シュウヤ、アンタは敵を作り過ぎ。この間、ここの地下で皆みなを紹しよう介かいした時、アンタを追いかけている複数の追つい跡せき者しやが外周りにいたのは知っていたの？」

　あの時か。確かに感じていたが無視して宿に入っていた。

　ここは嘘うそをついても仕方ない。

「知っていたよ」

「そう。知っていたんだ。それなら話が早い。シュウヤ。この間話していたように、あたいたちと協力関係を結ぶと、信用して良いのね？」

「協力か。俺のスタンスはこないだ説明した通りと思ってくれていい。だが、刃は物ものを向けられたらやり返すよ？」

「分かったわ。それを踏まえての話なんだけど、情報交こう換かんしない？」

〝情報交換をしよう〟か。要するに俺の知っている情報をよこせということかな。

　べネットは俺のことをあまり信じていないようだ。ま、それも当然といえる。

　だが、情報を得る分には丁度いいかもしれない。

　この都市の盗とう賊ぞくギルドとは、まだ知り合えていないし、協力しようといっている側のべネットなら嘘はないだろう。そうなると彼女に話を聞くのが手っ取り早い。

　ということで、色々と聞いてみよ。

「……いいよ。それで何の情報を交換するんだ？」

「あんたを追っていた連中」

　ほぅ、梟の牙以外にも尾び行こうはいたのか？

「俺は何を提供したらいい？」

「信用――ううん、これは冗じよう談だん。まずはホルカーバムの一件が全部本当の事かどうかと、梟の牙に関する情報なら何でも」

　ホルカーバムでの件はもう知っていると思っていたが。

　まぁ、直接本人に聞くことを筋としているのかもな。

　だったら本当の事を話してもいいだろう。

　だが、梟の牙の合い言葉や本拠地が貴族街のどこかにあるとかはいわないでおくか。

　知っているだろうが、今は黙っておく。沈ちん黙もくは金、雄ゆう弁べんは銀。

　梟の牙を潰すのは俺だからな。余計な邪じや魔まはいらない。

　となると……仇かたきを討うちたいだろうミアにも連れん絡らくを取りたいが、これは無理か。

　あ、べネットにその件を聞くのも手かな、まずは、

「……俺について、どの程度の情報が出回っているかは知らないがホルカーバムでの一件は本当だ。俺が梟の牙の幹部と兵士たちと戦った。そのすべてを潰したことも。それから梟の牙についての情報は会長と幹部の名、この都市を本拠地としていることを知っているぐらいか」

「……ふーん。本当だったのね」

　訝いぶかしむ視線。なぜか、俺の股こ間かん部分を見てくる。微妙に恥はずかしい。

「何なら、一発、試すか？」

　俺はフザケタ調子で、彼女を睨にらみつけ腰を動かしながら――。

　分かりやすく、素すの魔ま力りよくを放出。

「――ひっ、なによ！　あ、あたいは美味おいしくはないぞっ」

　べネットは素す早ばやく後退。部屋の扉がある付近に移動していた。

　美味しくないぞ、か。血でも吸われると思われたのだろうか。

「はは、冗談だ」

　そこで、笑いながら魔力の放出を止める。

「なっ、ふんっ。梟の牙についての情報は本当にそれだけなのか？」

「そうだ」

「そう、なのね」

　べネットは頷き、納なつ得とくしたような顔をした。

「にゃお」

　その時、黒猫ロロが窓に向かって声を出す。

「にゃあ」

　窓まど際ぎわから違う猫の声。そこには白猫が居た。屋根上から覗きに来たらしい。

　あの白猫ちゃんの名前はマギットだっけ。

　黒猫ロロは風呂から飛び出し、白猫がいる出窓の縁へジャンプ。

　屋根上に渡り、挨あい拶さつのつもりなのか犬のように濡れた全身を震ふるわせては、水分を周りに飛ばしていた。水が掛かった白猫マギツトは、怒おこったのか前足で黒猫ロロを叩たたいている。

　お返しに黒猫ロロは同様の猫パンチを返していた。

　白猫マギツトも右ストレート。黒猫ロロはパンチを頬ほおにもろに喰くらうが、お返しに左フックを白猫マギツトの頬に当てている。

　互いに後うしろ脚あしを生かしたフットワークを見せてじゃれ合う姿に、グローブをつけたボクサー、もとい、カンガルーボクサーにも見えてきた。

　名作映画の「ロッキー」は面おも白しろかった。あのテーマソングが脳のう裏りに流れてくる。

　そんな戯たわむれる猫たちから視線を外し、べネットに戻す。

　さて、梟の牙を潰すとして、ミアの情報を少し探さぐるか。

　名前を変えているんだろうが……念のため。

「――べネット。俺を追いかけてきた連中の情報より、人探しを頼たのめるか？」

「人探し？」

「名前はミアか、それっぽい名前で黒くろ髪かみの長髪。魔ま法ほう使つかい系、冒険者に成り立てのはず」

「冒険者だったら、あたいより冒険者ギルドへ行きなさいよ。受付で対応してくれる」

　あ、なるほど。それはそうだな。

　ミアだけではなく、ルビアも冒険者になっているだろうし。となると、冒険者ギルドで聞けばルビアを世話しているドワーフ兄弟も芋いもづる式しきに情報が分かるか。

「……ギルドか。受付に聞けば冒険者の所在情報を教えてくれると？」

　随ずい分ぶんと簡単だな？

「そうよ」

「簡単に情報が渡るのか、盗賊ギルドの仕事は楽そうだな」

「そりゃ冒険者のクランやパーティ情報を大おお雑ざつ把ぱに得るには楽でしょ。でも、盗賊ギルドじゃないと手に入れられない情報があるのは事実。個人の詳くわしい容姿やら、趣しゆ味み嗜し好こう、得意武器、何属性持ちか、背景の力関係、等々、たくさん探るべき情報はあるからねぇ」

　確かに、情報を得る為ためにメリッサは大変そうだった。

「それはそうだな。んじゃもういいや」

「ちょ、ちょっと、追跡者の情報は要いらないの？」

　べネットは慌あわてて質問してきた。

　確かにべネットが相対して接せつ触しよくしているなら、聞いておくか。

「ん、あぁ、どんな奴やつ等らだった？」

「狐きつね仮面を被かぶった連中と梟の牙に盗賊ギルドの偵てい察さつ員」

　狐仮面？　そんな奴等知り合いにいないぞ。

「仮面だと？　知らない連中だ。梟ふくろうの牙や盗賊ギルドは分かるが」

　俺はハッキリと知らないと言い切った。

「連中を知らないのね。どうして、あんたを追つい跡せきしていたんだろ？」

　仮面といえば、ユイの連中も白仮面を被っていた。だが、さすがに違う連中だろう。

「さあな。梟の牙以外で闇やみギルドとの接点といえば……あぁ、思い出した。【夕ゆう闇やみの目】の〝狂きよう騎き士し〟と、会ったことある」

　〝狂騎士〟と毛むくじゃら獣人の戦いを思い出す。

「な、なんですって？　あんた夕闇の目にも接点があったの？　あ、でも、あそこは教会崩くずれの巣そう窟くつ……あぁ、なるほど。あんた吸血鬼の場合は夕闇の目とも、敵対している訳ね？」

　べネットは一人で納得してから口を尖とがらせて聞いてきた。

　狂騎士の言動や態度からして、もし生きてたら、俺に絡んできそうだ。

　あの魔族探知機みたいな魔道具で俺を捜してくる可能性が大か。

「……ま、そうなるかな。追跡者はそいつらかもしれない」

　他には……あの占うらない師しカザネのとこか。

　あの不思議な部屋内で、一いつ瞬しゆんだが、複数の魔素を検知した。

　それに、占いとか言っていたが、あの魔力を放出させていた不思議な魔道具類。

　レジストは成功したが、精神系の魔法だった。

　帰かえり際も態度が怪しかったし、カザネ婆ばばがいっていた【アシュラー教団】がちょっかいを出してきたのかもしれない。

「はぁ、仕事が増える。ま、あたいらも夕闇の目とは争っている仲だけどね。ただ、ヴェロっ子の天敵相手だ。あの子が唯ゆい一いつ、傷をつけられた相手。その狂騎士の名を聞いたら嫌いやがるだろうね」

　ヴェロニカは狂騎士と戦ったことがあると。ヴァンパイアVS元教会騎き士しか？

　相あい性しよう最悪だろうに、よく生きていたなヴェロニカは……。

「……そりゃそうだろうよ」

「シュウヤ、あんたも苦手じゃないのかい？　ヴァンパイアだろう？　違うのかい？」

「似たようなもんだ。それじゃ、そろそろ風呂から上がるから出ていってくれるか？」

「……はいはい。わかったよ。じゃあね」

　べネットはニヤッと口くちの端はしを上げて喜ぶ。

　色々情報を聞けたからか機き嫌げんよく扉を開けて出ていった。それにしても梟の牙か。

　この都市に来た当初、レベッカとパーティを組んで店とか案内して貰もらったが……。

　レベッカの存在を梟の牙に知られている可能性はある。

　だが、あの時は背後に尾行の気配は感じなかった。

　やはり、迷めい惑わくが掛かる可能性がある以上、早々に潰さないと駄だ目めだな。

　冒険者ギルドでルビアとミアの情報を少し探るとして……。

　速そつ攻こうで、梟の牙の本拠地に乗り込み、頭を潰すか。

　今は装備を整え冒険者ギルドに向かうことにする。桶から出よっと。

　屋根上では、まだ、白猫マギットと黒猫ロロがじゃれて遊んでいた。







第百一章「思いがけない再会」







　俺はルビアとミアに関する情報を得ようと冒ぼう険けん者しやギルドに入った。

　ボード前は相変わらず混こんでいる。安売りスーパーの特売日という感じだ。

　混んでいるボード前を冒険者たちの背中を押すように片手を前に出して、受付のある奥へと移動した。

　ボード前と違って多少は空いているかなと期待したが、ここもここで手続きをしようと並ぶ冒険者たちで混雑していた。比ひ較かく的てき、空いている列の最さい後こう尾びにつけて待機する。

　俺が並んでいると黒猫ロロが頭ず巾きんの中へ潜もぐった。

　お昼ひる寝ねタイムらしい。お前は気楽でいいな、呑のん気きなこった。

　相棒の気楽さに羨うらやましさを感じながら、列に並ぶ冒険者たちの観察を続けていると、自然と列は消化されていく。

　後は目の前の冒険者が終われば俺の番だ。

　しかし、この目の前で並ぶ冒険者、俺よりも背が高い。

　百九十センチはあるか？　銀色のツーブロックな総そう髪はつ、髪かみを一本に纏まとめている。

　大きな背中に主力武器と思われる大剣と副武器と思われる二本の長ちよう剣けんを背負っている。

　腰にも骨の鞘さやが目立つ小剣を装着していた。

　この冒険者、後ろ姿からして……一流の類の雰囲気だ。

　血濡ぬれた鶏冠とさか頭を受付台の上に載せて提出していた。モンスター討とう伐ばつの帰りと分かる。

　あの頭の大きさからして、胴どう体たいは中々の大きさだったはず。

　嘴くちばしが鋭そう、鋼鉄のような光こう沢たくを帯びている。

　そして、一いつ対ついの眼の方が、これまた特とく殊しゆだった。

　錦にしきな色しき彩さいの中に黒色の渦うずを巻くように、二つの眼が存在していたという摩ま訶か不ふ思し議ぎな眼。

　まるで、黄泉よみの国から死者を呼び出す的な魔ま眼がんにも見える。

　そんな提出を受けた大物モンスターの素材を調べていく受うけ付つけ嬢じよう。

「これはＡランク大草原に湧く、草原コカトリスの頭部ですね。個人で倒されたのですか？」

「あぁ」

　低音の渋しぶい男声を発する冒険者。

「まぁ、本当にすごい」

　受付嬢は女性らしい鈴すずの音を感じさせる声をあげる。

　冒険者を熱い眼まな差ざしで見つめていた。

　あの鳥の頭、コカトリスという名前なんだ。しかもＡランク。

　そして、機嫌をよくした受付嬢は中々に仕事が早い。

　小気味よい台詞せりふを述べて、てきぱき、と、機き敏びんに動く。

　受付嬢の仕事をあまり理解していない俺は、上から目線で観察していく。

　すると、銀ぎん髪ぱつの冒険者はそんな受付嬢からカードを受け取った。

　報ほう酬しゆうももらっていた。金貨の重さを確認して目め尻じりの皺しわを伸ばす。

　嬉うれしそうな横顔だ。黄色い猫目のような瞳ひとみ。魔力を帯びていた。彼かれはその重そうな金貨袋ぶくろを懐ふところへ仕し舞まうと、そのまま、くるりと爪つま先さき回転を行い、踵きびすを返す。

　受付から離はなれていった。やはり身の振る舞まいが一流の戦士だ。カッコイイ。

　受付嬢も目がハートだし。

『閣下、今の冒険者は魔力が瞳だけにしか感じられませんでした。確実に凄すご腕うでですね』

　だろうな。無名の冒険者の中には強者もいるということだ。

　中年の銀髪男で、渋いから確実に俺よりモテるだろう。

　さて、次は俺の番だ。前に進み、若い受付嬢に話しかけた。

「すみません。知り合いの冒険者のことを聞きたいのですが」

「はい。まずは冒険者カードを提出してください」

　受付嬢に促うながされたので、俺はカードを提出。

「……はい。では確かく認にんします……完かん了りようです。では調べますので、その方のお名前を教えてください。または所属しているパーティ名かクラン名を教えてください」

　受付嬢は俺のカードを確認して、俺がちゃんとした冒険者だと分かると、そんなことを聞いてきた。やはり、調べてくれるらしい。

「……ルビアとミアが名前です。どちらも女性冒険者。ルビアは金の長ちよう髪はつに青目。戦せん闘とう職業は不明。ミアは黒の長髪。戦闘職業は魔法使い。パーティやクラン名は知りません」

「ルビアさんとミアさんですね。調べてみます」

　目をぱちくりさせながら名前を復唱する受付嬢。調べるためにギルドの奥へ移動していく。

　……しばらくして、羊皮紙を片手に持ちながら戻もどってきた。

「お待たせしました。ここ一ヶか月げつ以内でルビアと名乗る冒険者は二人登録されています。クラン【蒼あおい風】と【バストー】に所属していますね。ミアという名は五人登録されていますが、魔法使いは一人だけです。この方はクランではなく【ゴーレム】という名のパーティに所属しています」

　随分と詳しい情報を渡してくる。

　個人情報云うん々ぬんはあまり関係ないようだ。ま、ここは迷めい宮きゆう都市。

　冒険者同士の交流をしやすくしたり組み易やすくしたりするのもあるのかもしれない。権力の影かげもありそうだが、さて、肝かん心じんのルビアの名前は二人か。これはどちらかが当たりだと思う。しかし、ミアの場合は名前を変えていなかった前提だからハズレだろうな。

「……そのクランやパーティメンバーにはどこにいけば会えますか？」

「バストーの本拠地は不明ですが、蒼い風はここから東にある〝初心の酒場〟を本拠地にしているクランのようです。ミアさんが入っているパーティのゴーレムも、そこの酒場を本拠地に活動を行っているようですし、直接、そこへ向かわれてはどうです？」

　そうしよう。クランの【蒼い風】の本拠地とやらを探すとしますか。

　東にある初心の酒場とやらに行く。

　そういえば……その酒場の名前、少し前にレベッカから聞いたことがある。

「そうしてみます。ありがとう」

「はい。場所は第一の円えん卓たく通りですから近いですよ。では、後ろの方どうぞ～」

　受付嬢は素早く次の客にシフトした。若いのにベテラン的な回転効率の良さだな。

　若くて綺き麗れいな受付嬢へと尊敬の眼差しを送ってから、その場を離れる。

　混んでいる電車から降りるように、後ろに並んでいる冒険者たちのすぐ真横を歩きながらボード前を通る。さっきよりもボード前は混雑している。冒険者たちは相談しながら依い頼らいを吟ぎん味み中だ。

　仲間同士で迷宮に関する話題で熱気にあふれる中を掻き分わけるようにして進んだ。

　……ふぅ、無事にギルドの外に出られた。

　ここから東に歩いてすぐ、か。円卓通りを歩いていく。

　少し歩くと、早さつ速そく、お目当ての建物に到着。本当に近くだった。

　古びた木製の看板には黒字で〝初心の酒場〟と彫られてある。

　漆しつ喰くいと木材で作られているだろう二階建ての建物。円卓通りの円形に沿う形で一階の出入り口が若干丸みを帯びている。少し変わった玄げん関かん口ぐちだった。

　その玄関口の木製の両扉へ足を向ける。両扉の上に暖簾のれんのような白布の帳とばりが下りていたが、扉自体は開かれていた。その布に片手を当てながら潜って中へと入る。

　いきなり――喧けん騒そうが耳じ朶だを叩く。酒や煙草たばこの匂いが鼻び孔こうを刺し激げきした。

　空気を吸うだけでも酔よいそう。だが、煙草の煙けむりはそうでもない……。

　鼻を黒猫ロロのように、くんくんとさせて、匂いを吸い込んでいく。

　どことなく気分がよくなる香かおりだった。ハーブ的な感じかな。

　吸っている人たちは、実に気持ちよさそうな昇天顔アへ顔をしている。

　先せん端たんに火が点ついている葉巻はキューバサイズで少し大きい。

　ぷかぷかと口から煙を吐はき出だしていた。その時、ウェイトレス風の女給きゆう仕じたちとすれ違ちがう。彼かの女じよたちはどんちゃん騒さわぎを起こしているテーブル席へ酒や食べ物を運んでいた。

　給仕はどの子もカワイイ子ばかり。エプロンにフリフリがついた衣装もよい。

　この酒場独自のユニフォームのようだ。可愛かわいい女の子が着るエプロンには華はながある。

　可愛い女給仕たちに視線が釣つられながらも、中央のバーカウンターに足を向けた。

　このカウンターの机、高級木材だ。四角形を作るように縦横に四つの太い高級木材が組み合わさって構成されたカウンター。四よ隅すみは天てん井じようを支える飾かざり梁はりがある。

　飾り梁には竜りゆう、鳥、亀かめ、虎とらの意匠が施ほどこされてあった。

　そんな四角形カウンターの中に調理場がある。

　従業員スペースも確保されて沢山の食材と酒さか樽だるが床ゆかの上に重なるように置かれて種類ごとに整理されていた。

　そんな調理場では四人のシェフたちが客から見える位置で調理を行っている。

　今も、鉄板の上で野菜炒いため風の料理を作る音が聞こえているように、胡ご麻ま油あぶらに似た油の匂いも漂ただよってくる。反射的に、ごくっと唾つばを飲みこんだ。

　美味しそうな匂いだ。喉を鳴らしながら見学をしていると、

「いらっしゃい。何にするんだ？」

　調理が終わったシェフのおやっさんから、話しかけられた。

　シェフは現代風に白帽ぼう子しとかは被っていない。

　大おお柄がらで、冒険者風革かわ鎧よろいを着こなすバーコード頭を持つ渋顔なおやっさんだ。

　とりあえず、一いつ杯ぱいいっておくか。

「……あ、軽く飲める物を一杯」

「――はいよ。蜂はち蜜みつ酒だな。小銅貨一枚だ」

　おやっさんはビヤ樽だる風の酒樽から出ている注ぎ口から木製のゴブレットへと酒を素早く注ぎ満まん杯ぱいとすると、カウンターの上にそのゴブレットをゴトッと勢いよく載せてきた。

　酒が少し溢あふれている。色的に黄色いビール色。液体が垂れて、旨うまそうには見える。

　俺は代金をカウンターに置いてから、その酒がたっぷりと入ったゴブレットを口に運び、ごくごくっと蜂密酒を飲んでいく。ぷはぁっ、蜜みつというだけに、甘あまいし濃こい。

　あまり好みじゃないが、まぁしょうがない。

　酵こう母ぼを含ふくめたドライイーストとかあるんだろうか。

　さて、酒の利権を調べても仕方ない。このおやっさんに話を聞こうか。

「おやっさん。聞きたいことがあるんですが」

「ん？　おやっさんだと？　俺の名はブロンコスという偉い大だいな名があるぞ」

　そう、睨みを利きかせて俺に喋しやべる。ん、ブロンコスという、名前、どっかで聞いた覚えが……。

　それにあの渋い顔、頭のバーコードも何処どこかで……。

「……そうですか、ブロンコスさん」

　思い出せないので、無難に笑え顔がおで名前を言っておく。

「よせやい〝さん〟なんて柄がらじゃねぇよ。気軽に話せや、青年よ。俺はブロンコスでいいぞ。……ん、お？　お前さん……」

　髭ひげソリ跡あとが目立つ頬が、若じやつ干かん赤い。おっさんのツンデレなんて見たくないぞ。

　ま、そんな考えは表に出さず、フランクに話しかける。

「どうかしたか？」

「思い出したぞ。レフテン王国で一度、会っただろう？　お前は俺のキャラバン隊の若わかい衆しゆに、この場所は何処かとか、聞いてきた男だ」

　――あぁ。

「そうだ。そう。俺も思い出したよ」

「ははは、互たがいに特とく徴ちようある顔だからな。俺はすぐに思い出したぞ」

　確かに、俺は平たい顔に近い。ま、アジア系だが、この辺りでも、それなりに平たい顔族は居るから別に珍めずらしいわけではない。

「しかし、あの時は酒場を経営していると話をしていたが、シェフが本職だったのか？」

「本職ではない。まぁ冒険者出身には器き用よう貧びん乏ぼうが多いのさ。最近は〝迷めい宮きゆう慰い霊れい祭さい〟の準備で冒ぼう険けん者しや稼か業ぎようよりもこっちの方が忙いそがしいんだよ。それよりお前さん、冒険者になったようだな？」

　ブロンコスはニヤッと笑みを浮かべて聞いてくる。迷宮慰霊祭とは何だろうか。

　気にはなったが、冒険者のことを報告するか。

「……おうよ。冒険者Ｃランクだ。Ｂランクも近い」

「――早いな。ついこないだ冒険者に成る。といっていたが、もうＣ越ごえかよ。すると、ずっと依頼を成功させているのか。優ゆう秀しゆうだ……やるねぇ、まぁ、あの時、自ら〝腕うで〟には自信がある、と、豪ごう語ごしていただけはある」

　ブロンコスは眉まゆを動かして反応していた。

「はは、まあね」

「それで、ここに来たということは、何処かのパーティか、パーティメンバーの募ぼ集しゆうか？」

「いや、そうじゃなくてだな、人探しだ。クラン【蒼い風】やパーティの【ゴーレム】の面々について聞いたことあるか？」

　俺は当初の目的を話す。

「あぁ、あるぞ。【蒼い風】なら最近調子がいいようだな。〝癒いやしのルビア〟という神官戦士の新人を雇やとって以来、迷宮で稼かせぎまくっているとか。パーティの【ゴーレム】の方も、ここにちょくちょく顔を見せている。最近は一階を卒業し、今は二階を主戦場にしているとかで、稼ぎは順調のようだ」

　おぉ、癒やしのルビア。やはり俺が知っているルビアだ。

　たぶん、無詠唱での回復魔法を使っているから、そんな二つ名がついたのだろう。

「……ほう。そうなのか。それで、そのクランの蒼い風とパーティ名のゴーレムのメンバーたちは、いつ頃ごろこの酒場に？」

「ん、相手はコレか？　恋こい人びとか何かか？」

　ブロンコスは顔をニヤッとして、小指を上げている。表現が古っ。

「いやいや、昔の知り合いがそのクランに所属しているらしくてね」

「そうか。蒼い風なら四日に一度、この酒場に来る。さっきいったように最近は調子がよいらしく、迷宮に潜る頻ひん度ども高くなっているようだ。そして、昨日から姿を見せていない。だから、今日は来ないと思うぞ。ここに来るのは明後日以降だろうな。ゴーレムの方は最近メンバー募集をしているのか、毎日夕方から夜に掛かけてここに来る」

　蒼い風は、明日以降か。ゴーレムの方なら、ここで待っていれば会える。

　それまで、暇ひまを潰そっと。

「……そっか。ブロンコス、情報をありがと――」

　酒をちょびっと飲みゴブレットを置く。

「いいってことよ。んじゃ少し下がるぞ」

「あぁ」

　ブロンコスはそういうと、持っていた調理道具を弄いじり始めた。

　料理素材を探すようにその場を離れていく。

「ンン、にゃあ」

　喉声を鳴らしながら黒猫ロロが起きてきた。頭巾から肩かたへと移動。

　その場で、鼻をひくひくと動かし周りの匂いをチェックしている。腹が減ったか？

　黒猫ロロはカウンターの上に前足を乗せて体を伸のばす。

　大あくびをしてからカウンターの上を歩く。

　髭が特徴的な酒を飲んでた客に近付いていく。黒猫ロロは髭が気になったか？

「ロロ、こっちにこい。大人しくしていてな？」

「ンン」

　黒猫ロロは小さい喉声で鳴く。

　尻尾しつぽをぽんっと動かして俺に返事をすると、くるっと振ふり向むいてくる。

　紅色の虹こう彩さいと黒色の瞳で見つめてきた。

　俺は指でとんとんっと目の前のカウンターを叩く。〝近くに来い〟と指示を出す。

「にゃお」

　黒猫ロロは『わかったにゃ』的な感じで鳴くと、ちゃんと指示した指のところに来てゴロニャンコをやり出した。

　やべぇ、柔やわらかそうな腹だ……可愛い。もふもふしてやる。

　そんな調子で黒猫ロロとイチャイチャを続けて、時間を潰つぶしていく。

　だが、それだけのためにここに来たのではない。

　黒猫ロロの腹をナデナデしながらも、酒場を見渡していくのを忘れない。

　カウンターの立ち椅い子すに腰こし掛かけながら、確認。

　酒場の中央部のカウンター。左右のスペースに卓たくがあちこちに点在している。

　踊おどり子こが踊るようなミニステージの雛ひな壇だん。

　今はまだ踊り子はいないが。そんな無規則に置かれた卓を囲う冒険者たちも居る。

　コブレットを片手に飲んではフライドチキンのような肉を豪ごう快かいに食い千切る。

　宴えん会かいのように談だん笑しようしていた。

　あんな風に楽しむのも、ありといえばありだな。

　そこで、調理をしているブロンコスに酒とつまみを注文。

　酒を飲み、つまみを食べ、黒猫ロロとじゃれて遊び出す。

　たまには酒を飲んで、ぼうっと過ごすのも悪くない。

　人間観察、もとい、冒険者観察をしながら、まったりと過ごす。ほろ酔い気分。

　気付いたら、夕日が窓から差さし込んでいた。

　そんな時、ブロンコスの野太い声が俺の耳に響ひびく。

「おっと、お前さんがさっき話をしていた連中のゴーレムが入ってきたぞ」

「どれどれ――」

　ブロンコスがチラッと視線を動かし、誘ゆう導どうしてくれた。

　三人の女か、ミアは居るかな？　おお、マジか。

　ミアではなく知っている顔が居た。

　彼女の名前はミスティ。ゾル・ギュスターブの妹。

　特徴的な額の紋もん章しようはバンダナで隠かくしている。

　あの時、冒険者にでも成れば？　と、軽く勧すすめて、また会えるといって別れたが……。

　まさか本当に冒険者へ鞍くら替がえしているとは。

　昨日の淵ふちは今日の瀬か。連れの二人は知らない女性だ。

　ミスティは俺には気付いていない。仲間を連れて円卓の一つに座すわっていた。

　ルビアはそのうち会えるとして、ミスティだけでも挨拶しておこうか。

「少し、挨拶してくる、ロロ、ここでつまみでも食って待っとけ」

「にゃ」

　黒猫ロロをカウンターの上に残してミスティが座る卓にお邪魔した。

「やっ、ミスティ、久しぶり」

「――誰だれ？　先生の知り合い？」

　先生？　卓を囲うように座っていた女の子たちが驚おどろく。

　ゴーレムのパーティメンバーの女の子は俺を観察しながらミスティのことを〝先生〟と呼んで問いかけていた。肝心のミスティも驚き、口をぱくぱく動かしてから、

「あ、あぁぁぁっ！　シュウヤ、あんたもこの都市に来ていたのね！」

「そうだよ。元気そうでなにより」

「ほんとに、ほんとに、本当に！　再会できた――それよりあの時はありがとう。今のわたしがあるのは、貴方あなたのお陰かげよ」

　ミスティは席から立ち上がり、俺に頭を下げてきた。

「頭をあげてくれ。俺は些さ細さいなきっかけを与あたえたに過ぎないからな。しかし、元気に会えたことが嬉しいよ。ちゃんと冒険者になったんだな」

　ミスティは目もとに涙なみだを潤うるませる。

「う、うん。……あ、紹介するね。今、パーティを組んでいるミアとエル」

　紹介されたから二人に挨拶。

「よろしく。名はシュウヤ。Ｃランクの冒険者だ」

「よろしくです。ミスティ先生と同じパーティで、名はミアです。冒険者ランクはＦランクです」

「エルよ。同じくＦランク」

　二人とも若そうだな。Ｆランクか。ミアと名乗った女の子は、やはり俺が知るミアではない。

　この子は温容な顔だし、やはり別人だった。







[image: ]







「皆みなさんは、ミスティと、この都市で知り合ったのですか？」

「そうなんです。わたしとエルは魔ま法ほう学院ロンベルジュの生徒です。経験を積むのにいいかと思い臨時講師のミスティ先生とパーティを組んで貰いました。お金も稼げるし」

　ミスティが講師だと？　どういう経けい緯いで……偽ぎ装そうか？　額の魔ま印いんを利用したのか？

　よく就職できたもんだ。俺おれが訝しんでミスティを見ると、彼女は俺を拝むように両手を合わせて、可愛らしくウィンクをしてくる。〝黙だまっていて〟アピールをしていた。

　再出発の邪魔をするわけないじゃないか。

　俺が微笑ほほえんでいると、

「わたしはミアが心配で一いつ緒しよに入ったの」

　内気そうな女子がそう発言した。この子たちは生徒たちか。

　格好もフード付きコート。コートは夏用のようで薄うすい生き地じだから胸むな元もとが開いている。

　コートの下の胸元から制服を覗のぞかせていた。

　そういえば俺の知っているミアも似たような制服を持っていた。

　その背格好からして、同じ魔法学院だと分かる。

「……学生さんでしたか。迷宮に挑いどむとは腕に自信があるんですね」

「はい。この通り――魔法なら自信があるんです」

「わたしも魔法が得意」

　二人は魔法の腕に自信があるのか、ローブの中から腕を伸ばす。

　細い手には、木製のねじれ杖づえを持っていた。

　杖先は赤い魔宝石と青い魔宝石が嵌はめられている。

「杖。戦闘職は魔法関係ですか」

「はい」

「当然」

　二人の観察を続けていると、ミスティがジッと俺を見て、

「ねぇ……」

　何かを期待しているような眼差し。

「ん？」

「シュウヤはパーティを組んでいるの？」

「まだ、正式には登録してないが、組む予定の人はいる」

　その言葉を聞くと、ミスティは明らかに残念顔をして肩を落とす。

「……糞くそ、そっかぁ、残念。わたしのパーティに誘さそおうかと思ったのに……」

「悪いな。そういやメンバーを集めているんだって？」

「そうなのよ……糞、糞、糞っ、折せつ角かく、シュウヤを見て期待していたのに、あの槍やり使つかいが仲間になるかも、と……あ～ぁ、喜びも束つかの間まだったわ」

　糞、糞、の口くち癖ぐせは講師になっても直らないか。

「だが、俺のパーティはまだ増やすと思うし、なんなら、今度一いつ緒しよに組むか？」

「え、いいの？」

「あぁ、喜んで」

「嬉しい……でも、今は先生の立場だから、シュウヤのパーティへわたしが入るのは……少し時間が掛かると思う」

「いいよ、俺が泊とまっている宿を教えとく」

　迷宮の宿り月の名前と場所を教え、ミスティと積もる話を続けていった。

「……シュウヤさんは槍使いなのですか？」

　魔法学院の生徒ミアも話しかけてきた。

　武器を持たない俺の姿を見て、不思議に思ったらしい。

「そうですよ」

「ミアも見たらびっくりすると思う。シュウヤは超ちようがつくほど強いんだから、あ、そういえば、ロロちゃんは？」

「あそこだよ――酒のツマミを食っている」

　そういってカウンターを指すと黒猫ロロが耳をピンッと立て、俺の言葉に反応。

　小魚を食うのを止めて、こっちを見てきた。

「――可愛い。紅と黒のおめめで、こっちを見ている」

「呼ぶか？」

「ううん。いいの。食べさせてあげて」

「いいのか？　で、ミスティたちが、今募集しているパーティメンバーは集まりそうなのか？」

「たぶんね。この卓の上の飾り旗。この緑旗は野の良らパーティメンバーを募集しているという印だから、そのうち集まると思う。それに、ミアの友達も入りたいと言っているから、その子が集まりしだい一階層から二階層で狩かりをするわ」

　確かに卓の上に緑色の布旗が置かれてある。

　他ほかの卓の上にも緑色の旗の他に、白、赤、青、黒の旗が置かれてあった。

　それぞれに意味がありそうだが、今はいい。

　ルビアとミアに会えなかったが……。

　ま、ミスティに会うことができたし、帰るかな。外に出よ。

「そっか。メンバーが順調に集まるといいな？　それじゃ他にも用があるから」

「もう行ってしまうの？　まだまだ話していたいのに」

「はは、生徒が見ているんだ。講師の仕事中はちゃんとしないとな。暇ができたら宿にこいよ。俺も迷宮に潜っていた場合は会えないかもしれないが。ま、連れん絡らくは宿の女将おかみとか、宿の関係者に知らせておけば後でこっちから連絡もできる。ということで、お二人さんもミスティを、綺麗な〝先生〟をよろしく頼たのむよ――」

　二人の女子生徒は俺の言葉を聞いて、笑みを浮うかべて頷うなずく。

「はい」

「分かった」

　と、女子生徒たちは返事をしていた。

　俺は最後にミスティを見る。ミスティは微笑んでくれた。

　自然と笑えみをした挨あい拶さつを済ませてから椅子から立ち上がる。

　黒猫ロロが待っているカウンター席へ向かった。

　もう黒猫ロロは小魚を食い終わっていた。近づいた俺の肩へと飛び乗ってくる。

　口が少し魚臭くさいが、これも可愛い臭さだ。外に出て、仕事を片付けるとしよう。

「ブロンコス、一いつ旦たん外へ出るよ。またな」

「おうよ」

　おやっさんに挨拶して、踵を返す。

　洒しや落れたクラブのような出入りが激しい酒場から外に出た。

　もうじき夜か……鴉からすのような集団の鳥たちが空を舞っている。

　さて、梟の牙きばの本ほん拠きよ地ちへ乗り込むとするか。







第百二章「悩殺ポーズを繰り出すヘルメさん」







　エリボルの屋や敷しきは〝貴族街〟の東。

　セーヴァ・ガイラルの話が嘘うそだったら、探すのは大変だ。それはありえないか。

　馬の姿となったロロディーヌに騎き乗じようした俺は速度を出して北東へと進む。

　屋敷を飛とび越こえて移動を繰り返かえすこと、数十分、貴族街に到とう着ちやくした。

　ここは人通りが少ない。時折、豪ごう華かな馬車が通るのみだ。

　日が沈しずみ本格的に夜になってから、探すとしよう。

　暫しばらく、夜になるまで貴族街の東へゆっくりと散歩を行う。

　一いつ般ぱん人じんの通行より青色鎧よろいを着た兵士たちの巡じゆん回かいが多い。

　貴族街というだけあって警備が厳重か。兵士の巡回が通り過ぎたのを確認。

「ロロ、目立たないように空へ上がってくれ」

「にゃ」

　ロロは馬獅じ子しサイズから大型グリフォンサイズへ姿を大きくさせる。

　同時に黒触しよく手しゆを左右へ伸ばして骨ほね剣けんを地面に突つき刺さし固定。

　この間と同じく触手を引っ張り捻ひねり、パチンコのゴムのように勢いをつけて離す。

　一気に空へと舞い上あがった。すぐに〈夜目〉を発動。

　暗くら闇やみの中、胴体の両サイドからビロードのような黒こく翼よくが生えていく姿が確認できた。

　一いつ瞬しゆんで漆しつ黒こくの翼が広がる姿は感動すら覚える。

　闇やみに闇が生える。と言えばいいか。そんなどうでも良い言い回しより、周囲を警けい戒かいしないと……ペルネーテの夜空には、竜りゆう騎き士しなどの姿は確認できない。兵士の巡回は地上だけらしい。遠くに灰色の大きい建物群が見える、あそこは避さけておこう。

　ヘルメの精せい霊れいの目を借りよ。

『借りるぞ』

『はい』

　視界に現れたヘルメを掴つかむイメージをする。

『……ァン』

　喘あえぎ声を我が慢まんしたようだが、微び妙みように色っぽい。

　ヘルメの声に気を取られていると、精霊の目が視界に広がった。

　サーモグラフィの視界で、本格的に空上から貴族街の探たん索さくを開始する。

　人が赤くなるので分かりやすい。

〈夜目〉効果と合わさり、地上で生活している人々の様子が手に取るように分かる。

　目印はあるが標識はないので、普ふ通つうに探すとかだと大変だったと思う。

　さて、敷しき地ちは結界石が多いと聞いた。石門がある場所だったよな。

　ロロディーヌに乗りながら視線を下げた。エリボルの屋敷を探す。

「ギャッギュオォォォォォ――」

　え？　何だ？　遠とお吠ぼえ？

　大きな土地と大おお屋や敷しきが点在した土地の上空を幾いくつか通り過ぎた時だ。

　まただ、大きな咆ほう哮こうが下から轟とどろいた――何だ、何だ？

　と、下から音が響いた大屋敷の土地を見る。

　精霊の目であるサーモグラフィは、ドラゴンのシルエットを映し出していた。

　え、うはっ、口から火を吐いた！　ドラゴンだ。数は三匹びき。

　しかも、白か銀か輝かがやく鎧を着込む騎き士しらしき人物がドラゴンに乗ろうとしている。

　対応の動きが速い。まるで、緊きん急きゆうのスクランブルに対応した空自のパイロットのようだ。

　竜騎士が地上にいるとは聞いてねぇ。だけど、暗闇だからか、竜が頭上をきょろきょろと見回しているだけで、俺たちのことはバレていないようだ。

　だが、このままだと、本当に飛んでいる位置がバレそうだ。急いで降りよう。

　場所を探す――隣となりのあそこに降りるか。東とう端たんの他の土地と比べたら……。

　あ！　青い灯とう籠ろうが複数ある。芝しば生ふの庭に生えている。

　ラッキー。あそこが目的の土地じゃないか。急ぎ降りよう。

　ドラゴンたちが騒いでいるが、いいや、隣の敷地へ突とつ入にゆう。無事に降り立った。

　黒猫ロロはすぐに小さい猫ねこサイズへ戻る。

　俺も〈隠身ハイド〉を発動。暗闇に乗じることにする。

　忍にん者じやを意識。〈暗者適応〉の効果も期待できる。最初はステルスで行く。

　敷地の中心には大理石がふんだんに使われたロマネスク風の大屋敷がある。

　この大きな庭は青い結界石の石せき塔とうがそこら中に設置されてあった。

　屋敷の内外から給仕や従者だけではなく兵士と見られる真っ赤な反応を示す人の動きが多数確認できる。周りの屋敷に比べても確実に人が多い。

　場所も貴族街東端の土地だ。梟ふくろうと木のマークは確認していないが……たぶんエリボルの屋敷はここだろう。向かうか。ゴルフ場のような短い芝生を踏ふみつけ歩あるき出す。

　黒猫ロロも黒くろ豹ひように変身し、触手を宙に漂わせている。

　いつでも戦闘可能な体勢だ。

「ロロ、今回は隠れながら殺るぞ」

「にゃ」

　屈かがみながら話す。夜の闇に同化だ。

〈暗者適応〉と〈隠身ハイド〉の効果は抜ばつ群ぐん。

　黒豹ロロにも効果が掛かっているように、迷宮の時と同じく……。

　黒豹ロロも俺の行動の真似まねをした。

　体勢を低くしながら耳を凹へこませて、ゆっくりと進んでいる。

　そんな可愛い仕草をしている黒豹ロロを連れて裏庭を歩く。

　屋敷に近付くと、出入り口と見られる木製扉とびらを発見。

　だが、横から人の魔ま素そ反応。灯あかりだ。急ぎ――暗闇に潜ひそむ。

　暗闇から近寄ってくる灯りと人を、確認。

　ぼんやりと光るのは、兵士が手にしている松明たいまつだった。

　腰こしに剣を差している二人組の兵士。見回りの兵だな。

　こいつらを襲おそってもいいが……もう少し様子を見よう。

　黒豹ロロにも、まだ、襲わないよ。という意思を込めて、首を左右に振る。

　通り過ぎていく傭よう兵へいたち同士の話し声が聞こえてきた。

「敵さんも、さすがになぁ？　この貴族街にある大屋敷には来ないだろうに」

「確かに。ありえないな。なんせ隣の敷地が王族だ。巡回の兵士も外を見回っている。闇ギルドの手て練だれとて、中々、難しいだろう」

「だろぉ？　お前もそう思うだろ。俺らはずっと働きっぱなしだからな。いくら金かね払ばらいが良くても、こう毎日巡回を増やされると、きついよ」

「確かにきついが、今はしょうがないだろ。……幹部が立て続けに殺されて、他の闇ギルドに縄なわ張ばりが奪うばわれた。エリボル様も警戒を強めるのは分かる」

「だがなぁ……」

「そう、愚ぐ痴ちるなって。総長に聞かれたら、ただでは済まされないぞ？」

「う、わ、わかっているさ」

　二人組の傭兵はそんな愚痴をこぼしながら、通り過ぎていった。

　すると、またすぐに魔素の反応。兵士か。次に歩いてくるのも二人組。

　こっちの兵士は無言のまま通り過ぎていった。

　まだまだ巡回兵の数は多いようだ。きりがないので、忍者走りで急ぎ、扉前まで進む。

　扉に手をかけ開けようとしたが、開かない。

　鍵かぎが掛かっていた。そりゃそうだよな。小さい裏口の出入り口だし。

『閣下、わたしが開けます』

『分かった。ヘルメ。頼む』

　その直後、左目からにゅるっと液体状のヘルメが、宙へ弧こを描えがくように水みず飛沫しぶきを上げながらスパイラル射出。途と中ちゆうで、水スライムのように形をくねらせて、小さい鍵かぎ穴あなの中へ突入し、穴に吸い込まれたように消える。

　すぐにカチャッと鍵が開く音が聞こえた。はえぇ。もう扉が動いた。

　扉を開くと、人型に戻もどっていたヘルメが腰のくびれを生かした独特ポーズヘルメ立ちを決めて待っていた。

「……よくやった」

「はいっ」

　俺に褒ほめられて、蒼あおい葉をウェーブさせては、嬉うれしそうに微笑むヘルメ。

　しかし、凄すごいね。鍵が簡単に開くとは盗とう賊ぞく顔負けだな。宝箱とかの鍵も開けられたりして。ついでだ。今回は、彼女に索さく敵てきと敵の無力化を頑がん張ばって貰もらうか。

「……ヘルメ、先行し、水状態で中を索敵できるか？」

「はい。お任せください」

「じゃ、索敵をお願い。エリボルや強そうな人を残して、他は無力化とかできる？」
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「弱い人族の無力化は可能です。強かった場合、大たい抵ていは魔法が効きません」

「分かった。先を頼む。俺も魔素の探索をしながら、ヘルメの後ろからついていく」

「はっ――」

　その場で、ちゃぽんっと液体状態と化したヘルメ。

　スライムのように、にゅるにゅると音を響かせながら、扉の下から部屋の中へと侵しん入にゆう。

　奥おくへと進んでいく。あの液体としての動きは……本当に〝にゅるにゅる〟と文字が浮かんでいるように見えたし、耳に響くようにも感じた。

　そんな感想を抱いだきながら掌しよう握あく察さつを使い、魔素を把は握あくしていく。

　部屋の内部は薄うす暗ぐらい。魔素の反応はない。

　穀物や樽たるが並ぶから倉庫のような印象を受けた。

　すると、黒猫ロロは肩へ戻ってきた。

　今回は派手に行かずステルスモードで行くと判断したのだろう。

　そのままゆっくりと薄暗い倉庫部屋を歩き出す。

　ヘルメのにゅるにゅるとした液体の姿が、床を這はうように移動している。

　倉庫の部屋を出て渡わたり廊ろう下かに出た。

　早さつ速そく、魔素の反応があった。二人の魔素。角の向こうからだ。

　ヘルメが角を曲がり進む。俺も液体状態のヘルメの後をついて角を曲がった。

　廊下を歩いている人族の二人がいる。格好からして下男と下女の召めし使つかい。

　給仕だろう。ヘルメはあの二人を無力化するようだ。

　液体状態のヘルメは、その二人へと、指向性のある闇の霧きりのような魔法を放つ――。

　男女の召し使いの頭部を黒霧が覆おおう。

　ぶくぶくっとした黒色の霧から靄もやが周囲に発生すると一瞬で、二人は気を失う。

　その場で倒たおれた。続けて、近くの部屋に侵入したヘルメは入り口から魔法を放っていた。人がバタバタと倒れる音がする。左右の部屋は厨ちゆう房ぼうと配はい膳ぜん室しつ。

　その部屋に居た料理人や給仕たちの全員が気を失っている。

　速効性がある。視界を奪う魔法と似ているが気絶させる魔法は微妙に違うようだ。

　闇属性の魔法も種類があるんだな。凄い。

　彼女は水精霊の特徴を生かして、にゅるにゅると液体のまま廊下を移動していく。

　ここは大屋敷だから結構な広さだ。扉の下から部屋に出入りするヘルメ。

　素す早ばやく廊下に出ては、再び、部屋の中へと侵入して、魔法を繰り出だす。

　そうして、出会った使用人やら兵士は数十人。その全すべてを無力化していく。

　その手て際ぎわは本当に見事。ところが、魔ま力りよくを内包した強い凄すご腕うで戦士のみ対処が遅おくれた。

　ヘルメは女によ体たい化した姿となって戦うが、あっさりと氷槍で戦士の頭部を粉ふん砕さい。

　ヘルメは廊下の先から大広間と思われる場所へと向かう。俺も彼かの女じよを追った。

　大広間に出る。その広間中央では、傭兵と思われる四人組が気を失い倒れている。

　剣も抜ぬかせずに倒したようだ。

　ここは天てん井じようにシャンデリアの光源があるから非常に明るい。

　ヘルメの水スライムの表面が、その光源に反射した。

　水すい晶しようのような輝きを発している。その眩まぶしいヘルメは気を失っている兵士の側で、水みず溜たまりを維い持じした状態で止まっていた。

　何処どこに行こうか迷っているようだ。広間は四角形で左の壁かべに通路が一つ。

　中央に階段があり階段の左右には通路が二つある。まぁまぁの広さだ。

　壁のあちこちには金糸で彩いろどられた布マークや絵画に肖しよう像ぞう画がが飾かざられている。

　布マークを見ると〝梟が止まった木の絵〟が描かれてあった。

　肖像画も拝見。これが、エリボルか。太っている人物。白しら髪がのある中年さんだ。

　他にも絵画があるが無視――部屋の右手を見る。

　二階へ上がる独特な色を発している白石の階段。

　手て摺すりからして凝こった象ぞう嵌がんが入った豪華な階段だ。

　この階段の先は、いかにも怪あやしい。しかし、まずは左右の通路先を確かく認にんしようか。

　通路の先、すべてに魔素の反応がある。

　どこに進んでも、兵士たちが居ると判断できた。

　ヘルメは少し迷っていた。

　左の廊下を選せん択たくしたようだ。だったら、俺は右にいくか。

「ヘルメ、後で、ここで合流」

「……」

　ヘルメは水溜まりからニョキッと腕形の手を生やす。

　手は親指と人差し指を合わせて〝ＯＫ〟的な意味合いのサインを出していた。

　俺はその印を見て、頷き、右隅の廊下を進む。廊下には誰もいない。

　しかし魔素の反応は四つある。右奥に部屋扉があるから、あの先だろう。

　そっと、その扉に近付くと声が聞こえてきた。

「なぁ、さっき総長が怖こわい顔をして、二階へ上がっていったけどさ、何か悪いことが、またあったのかな……」

「さあな。俺は近くにいなかったから……」

「わたしも側で見てたけど、こっちまで殺気を感じて、思わず身構えちゃったわよ。あれは確実に悪い知らせでしょうね」

「お前らがびびってどうするよ？　俺らの仕事はここを守ることだろうが」

「けっ、アダム、お前は糞な衛兵かよ。わかりきったことを言うな」

　兵士たちの休きゆう憩けい場所か？　突っ込んで終わらすか。黒猫ロロに視線を移す。

「ステルスモードはここで終しゆう了りようだ」

　俺は殺るぞ？　と、頷いた。

「にゃお」

　つぶらな瞳ひとみで見つめてきた黒猫ロロは一声鳴く。

　俺の肩から降りて黒豹の姿へと変身する。

　扉を見み据すえて、いつでも『大だい丈じよう夫ぶにゃ』風に、長い尻尾の先を、俺の足へ当ててきた。

　よし、行くか。一瞬で遠えん距きよ離りから終わらせるつもりだが……。

　胸元の外がい套とうを左右に退けた。胸元を開けて、右手に魔ま槍そう杖づえバルドークを召しよう喚かん。

　目の前の扉の表面に左の掌てのひらを当て……そっと押おし開ひらく。

　部屋に侵入。中央に長机と椅子があり、椅子に座っていた兵士たち。

　皆、呑のん気きに会話し食事を取っていた。

　黒猫ロロは食べている兵士の一人へ触手を伸ばす。

　兵士たちは俺たちを視し認にんするや否いなや、武器を手にしようとするが、そうはさせない。

　中級：水属性《氷矢フリーズアロー》――無動作で魔法を発動。

　一瞬で、目の前に腕うで先さきほどの大きさの氷矢が生成され、飛ひ翔しようしていく。

　氷矢は武器を取ろうとした兵士の胸を貫つらぬく。

　続けて、間をおかずに左手を翳かざし、〈鎖くさり〉を射出――。

〈鎖〉は女兵士の腹、男兵士の頭を連続で貫き、二人を同時に屠ほふる。

　黒豹ロロも触手で兵士の頭部を貫き殺していた。

「うぅ、うぐぅ……」

　腹に〈鎖〉が貫かん通つうした女兵士は苦しみながらも生きている。

　丁度いい。尋じん問もんではなく聞くか。平兵士といえど闇ギルドの構成員なので、血を吸わない限り抵てい抗こうして喋しやべらないと思うが一応……。

「……おい、ここの二階にエリボルと総長が居るんだな？」

「ぐぁ、ぷぁっ！」

　俺を睨にらんで、血の唾つばを飛ばしてきやがった。ま、予想していたから横に避けたが。

「なら、もういいや――」

　魔槍杖を無む慈じ悲ひに振り下げた。鈍にぶい音を立て、女兵士を両断。

　紅べに斧おの刃ばに付着した血がじゅあっと蒸発。鎖を消失させて、鉄分溢あふれる匂においを掻かき消けすように、魔槍杖を振り回まわし、血を払った。

　よし、多少、音を立ててしまったが、この部屋に居る兵士の全員を殺すことができた。

　ヘルメなら殺さないこともできたと思うが、ま、今さらだな。

　殺した女兵士から血をたっぷりと貰う。ここだけを見れば、完全にホラー。

　黒猫ロロも血をペロペロと飲んでいた。

　左に扉が見えたが一旦、あの広間に戻る。

　さっきの兵士たちの会話から推測するに、二階にエリボルと総長が居る可能性が高い。

　広間へ戻ると、そこの階段の前で、ヘルメが人型となって待っていた。

「左にも兵士たちが？」

「無力化しました。魔ま法ほう抵てい抗こうが高い戦士は直接倒し、殲せん滅めつです」

「分かった。このまま上に行こう」

「はい」

　ヘルメはステルス状態といえる液体化を行う。

　にゅるりとした奇き妙みような動きで階段を這い上がり進む。

　俺もこの階段を上がった。二階からは幾つか魔素の反応があるが……。

　階段を上がると、分かりやすい部屋の配置が目に入ってきた。幅はば広ひろの廊下の先だ。

　執務室だと分かる大きな扉が奥にある。

　廊下の天井にはクリスタル光源があった。

　階段の下の広間にあったシャンデリアに負けないぐらいに明るい。

　床ゆかはペルシャ風の高級絨じゆう毯たんが敷しかれ、ホルカーバム製と思われる巨きよ大だいな壺つぼがある。

　合間合間の棚たなの上に、花か瓶びんと像が設置されてあった。

　絨毯を踏みながら廊下を進む。扉は全部で九つ。そのすべての部屋から魔素の反応がある。

「ヘルメ、左の方を無力化させろ」

「……」

　ヘルメは、液体状の指で円の○を作り了りよう承しよう――。

　スライム状態で扉の下から浸しん水すい、もとい、侵入していく。

　あっという間に部屋の中に居た敵を倒したようだ。

　バタバタと人が倒れる音が聞こえてくる。

　俺も急ぎ、右の扉の表面に手を当てた。押して、開こうとしたが……。

　別に競争しているわけじゃない。闇ギルドとはいっても一いつ般ぱんの給きゆう仕じ人だったりしたら殺すのも、何だかな、と、気乗りしない。ということで、左の小部屋を制圧して、廊下に戻っていたヘルメに、

「ヘルメ、こっちも任せた」

　と、命令した。

「……」

　同じ反応を示すヘルメさん。〝ＯＫ〟という意味の、大きい○マークを作り返事をしてくれていた。液体ヘルメが扉下から部屋の中へ侵入。

　また、バタバタッと人が倒れる音が聞こえるが――。

「何だっ、これは！」

　やべ、敵の声が聞こえた。急ぎ、扉を開けて突入。

　ヘルメは人型に戻って戦っている。魔ま法ほう使つかい系の女へ氷ひよう刃ば魔ま法ほうを次々と飛ばしていた。

　女魔法使いは銀糸で覆われたローブから発せられていると思われる防ぼう御ぎよ魔ま法ほうで抵抗している。やるじゃん――と、素す直なおに感心しながら部屋を確認。

　左隅の給仕二人はうつ伏ぶせに倒れている。

　右隅の兵士は眉み間けんに氷ひよう礫れきが突き刺さり仰あお向むけで死んでいた。

　この部屋はソファの前で抵抗している魔法使いの女性のみ。

　女魔法使いは、新たに出現した俺の姿を視認すると、ぎょっとした顔をした。

　その顔へ笑え顔がおを送る――と、同時に、左手から銃じゆうを抜くようなイメージで手首をスナップさせて〈鎖〉をプレゼントしてあげた。

〈鎖〉はあっさりと女魔法使いが放っている防御魔法を突き抜ける。

　弾だん丸がんと化した鎖は、女の眉間を捉とらえ、頭部を破は壊かいした。

　西瓜すいかにアンチマテリアルライフルの弾丸が当たったかのように頭部は四散。

　脳のう漿しよう血ち糊のりが部屋中に飛び散った。真っすぐ伸のびた血が滴したたる鎖を、すぐに消失させる。

「さすがは、閣下ですっ、わたしのポーズを見てくださいっ」

　常とこ闇やみの水精霊ヘルメは元気よく宣言すると、全身の蒼色の葉をウェーブさせる。

　そして、両りよう腕うでを動かした。片かた腕うでで円を、もう一つの片腕で、月を宙に描く。

　何かの殺法のように両腕を悩なやましく回転させつつ腕先を股間の前でクロスさせた。

　そう、要は両腕に巨乳のおっぱいを挟はさんで持ち上げるという……。

　素す晴ばらしい悩殺ポーズを取っていた。

　――目が飛び出るぐらいな反応をしてしまう。

　惨ざん殺さつ現場が一瞬にて、華はなやかな空気になった。

「……素晴らしいポーズだ」

「ン、にゃお、にゃおん」

　黒猫ロロもヘルメのおっぱいポーズに反応を示す。

　嬉しそうな声を出しながら、その場で跳ちよう躍やく――。

　横壁に前足を当てて、その壁を歩くように素早く後うしろ脚あしを、壁に当て、その壁を蹴けって、高く跳躍した。そう、三角飛びをしながら華か麗れいな着地をしてから、ドヤ顔を示す。

「ロロも悩殺されたか、負けたくないからか分からないが興奮しているな……さて、目の保養もしたし、このまま奥の部屋へ直行するぞ」

「はい、廊下の先ですね」

　ヘルメと黒猫ロロを連れて廊下に戻る。そのままエリボルがいるであろう、奥の部屋扉を蹴りトレースキツクでぶち破って突入した。

　ドアを蹴り破り突入した部屋には、二人の人物がいた。

　一人は梟の銅細工の置物がおかれた政務机の手前に立つ強そうな雰ふん囲い気きの大おお柄がらな男。

　背中には古びた段平の両手剣が装着されている。

　もう一人は……一目、見ただけで分かった。

　机向こう、縦長の背せ凭もたれつき椅い子すに、でっぷりと太った厳しい面で座すわっている人物がエリボルだと。大剣を背負っている大柄男はその太っているエリボルと思われる男へ頭を下げると、何か小声で話して報告を行っていた。

　報告を終えた大柄男は、侵入してきた俺たちの方へゆっくりと振ふり向むく。

　その目はギラついていた。随ずい分ぶんと傷だらけの顔だな。

　しかも、片耳がないときたもんだ。整えられたロマンスグレーの髪かみ色。

　雰囲気からして歴戦の勇士といった印象だ。

　一方で、机向こうに座っているエリボルの顔は色白肌はだ。

　中分けのボブの金きん髪ぱつに丸い目。

　ふっくらと頬ほおが膨ふくらみ脂し肪ぼうたっぷりの顔はまさに白しろ狸だぬきと言えた。

　身に着けている衣装も豪華な物だ。飾りがついた黒ダブレット系の上着。

　脂あぶらぎった太い首回りには二重顎あごを締しめ付つけるような、襟えり高だかな白シャツ。

　肩かたには銀チェーン付きの高級毛皮のケープを羽織っていた。

　丸い目で俺を捉え、凝ぎよう視ししてくる。そんな中年たちの視線を受け止めながら、俺は無言で部屋を歩き、二人の男たちの側へ近寄っていく。

　部屋の天井は高く、シャンデリアの光源があった。

　壁には梟の刺し繍しゆうが入った旗と額がく縁ぶちがある。額縁の絵画は豪華な船。

　他にも海図に海路図……帆ほ装面図や見たことのない地図なども飾られている。

　海の地図か。あれでも、海運商会の主だからな。右には大きな扉がある。

　その扉の向こうにも魔素の反応があるが、今はこっちの方が優先だ。

　左から黒猫ロロが右からヘルメが、俺おれと歩調を合わせて進んだ。

「ロロ、ヘルメ、最初は俺が話をするから、様子見だ」

「にゃ」

「はっ」

「戦いになったら、自由に参加していいから」

　そんな余よ裕ゆうなやり取りをしていると、背凭れ椅子に座っていた、エリボルが口を開いてきた。

「お前は誰だれだ！」

　俺は紫むらさき色いろの鎧を見せるように、胸を張りながら一歩、二歩、と歩む。

　笑みを意識しながら口を動かした。

「……名乗るもんでもないさ」

　と、告げる。

「若造、そこまでだ。止まれ」

　片耳だけの渋しぶい中年男が背中の両手剣の柄つかへ手をかけながら、俺に警告してきた。

　一応、警告通り止まる。

「止まったが？」

「ふてぶてしい。ここまで無傷で来たとすると、カルバインとモニカは殺られたか……」

　兵士たちの名前を言われてもな……。

「貴様、その態度は何だ？　ここが何処どこか分かっているのか？」

　ふっくら顔のエリボルは椅子に座った状態で、横おう柄へいな態度で言ってくる。

「分かっていますよ。ここはマカバイン大商会エリボル会長の家。そして、あなたは〝八頭輝〟の一人と呼ばれた人物。配下に闇ギルド【梟の牙】を持つ、エリボル・マカバインさんですよね？」

　エリボルは俺の説明染じみた丁てい寧ねいな言葉を聞くと、驚きよう愕がくしたのか口をわなわなと震ふるわせる。

　目が見開き瞬まばたきを繰り返していた。

「……いったい何者なのだ。あ、――ま、まさか……」

　たじろいで、椅子から落ちそうになるエリボル。

「閣下、念ねんの為ため、武器をお取りください」

　片耳の男は段平系の両手剣を引ひき抜きながら、エリボルへ指示を出している。

「ひぃ、ビル！　わたしに武器を持てと言うのか？」







第百三章「エリボルの最後」







　エリボルはビルの言葉を否定するように頭を揺ゆらし狼ろう狽ばい。

　涙なみだ目めでビルにすがろうとする。

「武器をお持ちください、この若造は刺し客かくかと」

「そんなことは分かっている。くそっ、なぜ、わたしに武器を持たせるのだっ！　お前がさっさと殺らんかっ！」

　エリボルは期待する答えと違ちがったのか、子供のように怒おこっていた。

「閣下っ！　早く武器をお取りくださいっ」

　ビルは眉間に皺しわを寄せては、エリボルを睨みつけ凄みを見せる。

「ぐぐ、ぬうぅ、分かった……」

　ふっくら顔のエリボルは、机の下から短たん剣けんを取り出し、椅子から立ち上がると、身体を震わせながら机の横に出る。

　その足は生まれたての小こ鹿じかのように震えていた。なんだかなぁっと溜ため息いきを吐つきながら、

「……茶番は終わりか？」

　相手を馬ば鹿かにしたような言葉を喋るが、ビルは反応しない。彼かれは、俺の右手に持つ魔槍杖を見つめてくる。

　そして、黒豹ロロデイーヌの姿を見て、逡しゆん巡じゆん。

「……若造……お前は槍やり使つかいか？」

　渋いおっさんは、冷静に質問してきた。

「そうだよ。貴方あなたは総長と呼ばれている方かな？」

「いかにも、わたしが総長ビル・ソクード。【梟の牙】の総長だ」

　ビルは重そうな両手剣の剣けん先さきを俺へと向けていたが、丁寧に名乗ってくれた。

　なら、俺も名前だけでも名乗っておくか。

「俺の名はシュウヤ。シュウヤ・カガリ」

「シュウヤか。それで、何処の闇ギルドの者だ？」

「闇ギルド？　勘かん違ちがいしているようだけど、何処の者でもないよ」

「しらばっくれるなっ――」

　瞬しゆん間かん沸ふつ騰とう。ビルはいきなり怒る。新たな傷が増えたかのように、皺が眉間に集中。

　怒いかりの形相を作るや否や、床を蹴り、両手剣の鋒ほこを突き出してきた。

　魔ま闘とう術の踏み込みからの、中々の剣速だ。後退して、その両手剣の剣けん突とつを避けた。

　ビルは俺が剣突を躱かわしても、構わず次の動作に移る。

　真まっ直すぐ伸ばしていた両手剣を引くと、段平を斜しやに構えた。

　ビルの表情からは怒りしか感じられないが、剣筋と動きは冷静そのものだ。

　剣突からの連撃もスムーズ。多少は近接戦に付き合ってやろう。

　ビルは鋭するどい踏み込みの一歩から腕を懐ふところに畳たたむように斜ななめから段平刃ばを振り落おとしてきた。

　変形袈け裟さ斬ぎりとでも呼ぶべきか――斜め上うえから蛇だ行こうして迫せまる両手剣の刃を、少し後退しながら魔槍杖の上部で小さく跳はねるように弾はじいてやった。

　ビルの両手剣は上方へ弾かれた。完全に胸が隙すきだらけだ――。

　彼の胸へと返し突きを狙ねらう。すんなりと、俺の返し突きがビルの胸に決まると思われた。

　だが、ビルは持ち上がった両手剣を〝わざ〟と空中へと放ほうり投なげる。

　手を離はなし無手状態に移行したビル――。

　俺の紅べに矛ほこの突きを、半身の体勢から、ぶれるように横に移動して、紅矛を避けた。

　そして、避けた機動を生かすように前進しながら身体を捻り左回し蹴りを向けてくる。

　その蹴りの靴くつ先さきから刃は物ものが伸びてきた――。

　俺は、そうくるかいっと――その靴先を見ながら、その靴を打ち上げるように蹴って、防ぐ。ビルは、俺が蹴りを防ぐことを想定していたかのように回り続ける。
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　今度は裏うら拳けんの攻こう撃げきが迫った。俺はそのビルの裏拳をダッキングで避けた。

　――蹴りでも喰くらえっ！　と、意気込みながら、その屈んだ姿勢からタイのキックボクサーのように膝ひざを持ち上げ、足を振り抜く――。

　魔力を込めた前蹴りを繰くり出した――。

　ビルは大柄の体格に似合わない動きで、俺の前蹴りに反応。

　後方に少しジャンプしながら宙に放していた両手剣を掴み直し、幅広な剣身を眼前に構えて、俺のグリーブの靴くつ底ぞこを見せるかのような前蹴りを防ぎきった。

　ビルは身を縮ませながら後退する。

　しかし、蹴りの衝しよう撃げきを殺し損そこねたビルは執務机に背中を衝しよう突とつさせバランスを崩くずしながら着地した。その時、水音がピシャッと聞こえ、ビルは靴を濡ぬらす。

　コンマ何秒の間に連撃を組み込んで、俺の反はん撃げきを往いなす力。

　ビルは組織を率いる総長と言うだけの力はあるようだ。

　それに、あの重そうな両手剣を扱あつかうのが非常に上手うまい。

　空中で両手剣けんの柄巻きをわざと手て離ばなし、こちらに視線を向けながら後ろ向きで跳躍、背中に目があるように宙にある両手剣を掴つかみ直す動きは凄かった。

　両手剣にも流派があるのだろうけれど、参考になる。

　新しい魔剣ビートゥ片手半剣の動かし方を学べた。

　だが、そんな動きに付き合うのはここまで、あっ――。

　突っ込もうとしたら、黒猫ロロが突っ込んでいる。黒豹型黒猫ロロデイーヌが前進しながら六つの触しよく手しゆをビルへ伸ばして攻撃を開始していた。

　ビルとの一戦を見て、タイミングを計っていたようだ。

　いいところを持っていく……なんか、最近はこのパターンが多い。ビルは一歩も動けずに防戦一方だ。彼の背後にあった執務机も触手骨剣の攻撃を受けていた。

　机の上に置かれてあった銅製の梟ふくろう彫ちよう像ぞうは穴だらけになり、床へ落ちる。

　エリボルにとって、唯ゆい一いつの障害物だった執務机がマシンガンの弾たまを喰らうように削けずられ壊こわされていく。

「ひ、ひぃぃぃぃ」

　一方的な光景に、エリボルは戦意を削そがれ怯おびえた。

　へなへなと崩れるように床に沈しずむ。

　黒豹ロロが放っている触手骨剣の連撃攻撃は止まらずに続いている。

　ビルは必死な表情を浮うかべながら連撃で繰り出される触しよく手しゆ剣けんを両手剣の先を左手で握にぎり、モードスラッシュを扱うように防いでいく。激しくぶつかり合い斑まだらな光を魅みせる火花が散り、金属の悲鳴が響ひびいていた。スタミナ切れか、彼は肩で息をし始める。だが、逃にげようとしない。巧こう妙みように触しよく手しゆ攻こう撃げきを防いでいるが、一歩も動こうとしなかった。

　おかしいな？　と、視線を下へ向ける。

　あ、あ～、なるほど、ビルの足元にある水溜まりはヘルメか。

　道理で、不自然な水溜まりが床に広がっていた訳だ。

　よく見ると、ビルの履はいているブーツが凍こおり付き、もう太ふと股もも近くまで氷で覆われていた。

　まるで、ヘルメの魔ま法ほうが徐じよ々じよにビルの足を侵しん蝕しよくしているように見える。

　その状態を知っているのか分からないが、黒豹ロロが放つ連撃はより激しくなった。

　すげぇ、ガトリングガン的な連撃速度だ……。

　足が凍った上に、六本の骨剣による連続した突つきはさすがのビル総長も対応できない。

　胸を刺さされ、首を刺され、頭部に突き刺さり、上半身のあちこちから血が噴ふき出していた。

　更さらには、氷のように侵蝕されていた下半身に触手の骨剣が突き刺さると、氷が割れるように下半身がバラバラの肉にく片へんとなったところで、ビルは、腸の一部を露ろ出しゆつしながら完全に絶命。彼が持っていた段平の両手剣は、血色に広がる床に落ち、びちゃっと血水が跳ねる音を響かせる。水状態のヘルメに両手剣がぶつかるが、ダメージは受けてないようだ。スライムのように水が蠢うごめくと両手剣を飲み込むように水が浮かび上あがり人型女体へ変わっていく。

　最終的に黝あおぐろ色の足で両手剣を踏ふむ体勢となって、宵よい闇やみの水精せい霊れいのヘルメは床ゆか上うえに立っていた。

「ロロ、ヘルメ。ごくろうさん」

「にゃお」

「はいっ、ロロ様の華麗な触手骨剣は素晴らしいですねっ」

「にゃんお」

　黒豹ロロは『まあニャ』とでも言うように、くるりとうしろを向いてヘルメに対してお尻しりを向ける。尻尾しつぽを傘かさの柄のように立たせると、太ふと腿もも毛と尻尾を震わせるポーズを取った。彼女、もとい黒猫の雌めすが、何がしたいのかは、理解不能だ。

　ヘルメのお尻ポーズに影えい響きようされたか？　そんなに見ていないはずだが、あ、分かった。

　おしっこがしたいのかもしれない。

「……ロロ様っ、それはお尻の匂いを出して、褒めてくれているのですねっ」

　そう受け取ったのか……。

「……ヘルメは目に戻っていいぞ」

「はいっ」

　ヘルメは瞬しゆん時じにスパイラルな放物線を描いて俺の左目に収まった。

　後はエリボルだけだ。

　エリボルは木から落ちた猿さる、丘おかに上がった河かつ童ぱのように尻しり餅もちをついた状態。

　憔しよう悴すいしきった顔色だ。

　木き屑くずの残ざん骸がいとなった執務机の一点を見つめ続けて濁にごりきった目を見せている。

　完全に戦意を喪そう失しつしていた。

　魔槍杖を消して、呆ぼう然ぜんとしているエリボルに近寄っていく。

「エリボル。見ての通り、君の頼たのみの綱つなである総長は死んだよ」

「ヒャッ、ヒィィィ――く、くるなぁ」

　俺が視界に入ったエリボルは奇き声せいをあげる。目が血走り、失禁。

　むあっとアンモニア臭しゆうが広がり、血の臭においと混ざる。エリボルは後退しようとするが、手が血溜まりによって滑すべっては転び、上手く後退できずにいた。

「落ち着けよ。エリボル。お前は大商人でもあるんだろう？　少しは気き概がいを見せろ……」

　凄みをみせる口調で話す。胸ベルトから短剣を出し憔悴顔の彼へ近付く。

　尻餅状態のエリボルと視線を合わせる為に、膝を曲げて屈かがむ。

「わたしはオセベリア王国とも繋つながりを持つ大商人だぞ……殺せば、お前は国からも追われることになるだろう」

　持っている短剣の白しら刃はを見て怯えていたが、逆に俺を脅おどそうと強気な態度に出てきた。

　多少なりと気概は残っていたようだ。さすがは大商会を率いていた男でもある。

　ま、股こ間かんからはおしっこ漏もらした状態だが。

　表面は強がっているが、情けない姿を晒さらすエリボル。だが、こいつはこれでも八頭輝。だから俺が知らない情報は幾いくらでもあるだろう。

「そんなことはどうでもいい。何かしらの有意義な情報をくれるなら、〝俺は〟殺さないでおいてやる」

　視線を合わせて短剣の刃をちらつかせながら質問した。

「ほ、本当か？　何を話せばいいのだ？」

「本当だとも、まずは他ほかの〝八頭輝〟と呼ばれている人物名。その人物が持つ組織を教えろ。そして、お前のマカバイン大商会と【梟ふくろうの牙きば】がどんな役割を持ち、どんな相手と取り引きをし、抗こう争そうをしていたのか、詳くわしく聞かせて貰もらおうか」

「分かった。他の八頭輝は……」




　闇やみギルド【白はく鯨げいの血長耳】

　盟主はエルフのレザライサ・フォル・ロススタイン

　闇ギルド【星の集つどい】

　盟主は未知なる人族のアドリアンヌ・リーカンソー

　闇ギルド【海王ホーネット】

　盟主は魚人のブルー・ブレイブ

　闇ギルド【シャファの雷かみなり】

　盟主は人族のガイ・ギュルブン

　闇ギルド【雀すずめ虎とら】

　盟主は虎獣人ラゼールのリナベル・ピュイズナー

　闇ギルド【ベイカラの手】

　盟主は鱗人カラムニアンのガロン・アコニット

　闇ギルド【ノクターの誓ちかい】

　盟主は猫人アンムルのホクバ・シャフィード




「この七つの闇ギルドの頭トツプたちが、わたしを含ふくめての八人の輝かがやく闇ギルドの頭たちだ。地下オークションを取り仕切る為の名目コミュニティの組織、八頭輝」

〝八人の輝く禿はげ頭たち〟という単純な名前理由ではないってことか。

【白鯨の血長耳】と【海王ホーネット】なら知っている。

　他の組織名も幾つか耳にしたことがあるが、ほとんど初だな。

　忘れちゃいそうだけど、一応、覚えておこうか。

「その八頭輝の会合や印は？」

「印はない。八頭輝とはあくまでも地下オークションを円えん滑かつに進める為の名目でしかない。会合なら年末だ。地下オークションの前日にある。その日に全盟主たちがペルネーテに集まるはずだ。因ちなみに、実力的には、この八頭輝に迫る実力のある闇ギルドは数多くいるぞ。南の王都に近い【鉄角都市ララーブイン】の主勢力である【髑髏どくろ鬼おに】、遠いが南東【鉱山都市タンダール】の【影かげ翼よく旅団】、都市ではないが王都近くの東海岸にある【大墳墓の血法院】等……」

　へぇ、大きい会合になるんだろうな。

「なるほど。次はお前の商会組織についてだ」

「わたしの商会は海運だ。大運河のハイム川に連なる各都市と外洋の独立都市を繋ぐ。十二大海かい賊ぞく団とも知己なわたしのパイプは太いからな。オセベリアの海軍にとっても大事だということだ。それほどの仕事を請うけ負おっているのだ」

　独立都市か。

「外洋の独立都市について、もう少し詳しく」

「一つが有名な海光都市ガゼルジャンだ。そこを支配する闇ギルド海王ホーネットと不ふ可か侵しん条約を結んでいる。これの背景にはオセベリア王国の商船をガゼルジャン海賊や海のモンスターから守るという盟約も含まれているのだ。わたしは、そのお陰かげで、オセベリア王国の海軍大臣ラングリート侯こう爵しやくと懇こん意いな仲なのだよ」

　こいつは俺に価値があると思わせようとしているな。

　だが、まぁセーヴァが語っていた、ガ・ペ裏うら協定のことを思い出すと辻つじ褄つまが合う。

「なるほど、それがこの国との繋がりか」

　少し考える素そ振ぶりを見せると、エリボルの目に活力が戻もどり、〝しめた〟というように、にやけが一いつ瞬しゆん浮うかぶ。

「そ、そうなのだ。わたしは価値があるぞ。おまえとて国に追われたくはあるまい？　今回のことは不問に付そう。そして、お前に莫ばく大だいな大金を渡わたそうではないか」

　白狸が調子に乗り出した。

「煩うるさい。お前は俺の質問にだけ答えればいい」

「っ……」

「――返事はどうした？」

　白刃の腹で白狸のホッペを叩たたく。

「わ、わかった」

　軽く脅すとまたアンモニア臭が臭う。

「それで、その独立都市との契けい約やくだが……なぜ、お前の【梟の牙】が海光都市を支配している闇ギルド【海王ホーネット】と不可侵条約を結べたんだ？」

「それは、オリーブ油、クルックの実、合成魔薬の密輸、奴ど隷れいの販はん売ばい、等の他商会に無い各種貿易の販はん促そくルートがあるからだ。互たがいに大きな市場を利用することによって莫大な利益になる」

　オリーブ油とはあの体に良いオリーブ油かな？

　名前が地球と同じだが、違う油か？　後、クルックの実？　これはどっかで聞いたことがある。

　それより、まだ何か話してないことがありそうだ。キナクサイ。

「……本当にそれだけか？　何か【海王ホーネット】の弱よわ味みを握っているんだろう？」

「ひ、……そ、そんなモノはない」

　その時、一いつ瞬しゆん、エリボルの視線が部屋隅すみにあった箪たん笥すへ向けられた。

　分かりやすい反応だ。

　あそこに何かあるのか？

「ロロ、こいつを見張っといて」

「にゃお。――ガルゥゥ」

　黒猫ロロは口を広げ牙を剥むき出だし、触手をエリボルへ向ける。

　俺は短剣を仕し舞まいながら箪笥を探さぐった。

「ど、どうしてわかったのだ……」

　エリボルは項うな垂だれている。よほどの大事な物が入っているのか、箪笥には鍵かぎが掛かかっていた。

「目は口ほどに物を言う。という諺ことわざは知らないのか？　さぁ、エリボル、ここの鍵を出せ」

「い、いやだ……そこにあるのは全部わたしのだ……」

「死にたいのか？」

　そう脅すと、黒猫ロロは即そく座ざに行動。

　触手から伸びた銀色に輝く骨剣の先っぽがエリボルの眉間に当てられた。

「――うあっ、うぅぅぅ、わ、わかった。全部は持っていかないでくれ……鍵はここにある……」

　エリボルは首にかけていたネックレスを取り鍵を外す。

　震えながら、その鍵を握る腕を上げた。

　その鍵を黒猫ロロの触手が器用に掴む――と瞬時に俺の前に運んでくれた。

「ロロ、ナイス」

　触手の肉球が掴んでいる鍵を受け取る。

　鍵かぎ穴あなへと差し回す。カチャッと大きな音が鳴った。引き出しを開けた。

　――驚おどろいた。金貨と白金貨だけじゃない宝石も大量にある。

　大白金貨も二枚。しかも帳ちよう簿ぼらしき物や儀ぎ式しきに使うような黄金こがね色いろに輝く合金製の大おお杖づえもあった。先せん端たんは大きな竜りゆうが腹に抱だきかかえるように巨大なエメラルドが嵌はめられてあるし、合金の表面は精せい巧こうな小竜たちが造形され巨大エメラルドを八辺から支えるように作られてある。大杖の装そう飾しよくの黄金類にも驚くが……やはり、この巨大な魔宝石の塊かたまりだろう。

　いったい、何カラットあるんだろうか……。

　後こう端たんは巨大な鍵の形。その不思議な大杖を握る。

　わぉ。大杖を握った途と端たん、大杖から独特なパワーが感じられた。

　先端にあるエメラルドからも光が発せられている。

『凄すごい。閣下が握った瞬しゆん間かん、大杖から魔ま力りよくが溢れ出しました。しかも、膨ぼう大だいな魔力が宝石の中に内包されています』

　精霊ヘルメも驚いているようだ。

「エリボル、この大杖は何だ？」

「海光都市の次元界の扉とびらを開くためのウォータエレメントスタッフ。通つう称しよう、鍵かぎ杖づえだ」

　ウォータエレメントスタッフ？　鍵杖？　次元界か。

　前に沸騎き士したちがそれらしいことを話していたような気がする。

　魔界セブドラや神界セウロスといった他世界のことか。

「……そんな大層なもんを〝何で〟お前が持っているんだ？」

「それは海王ホーネットとの戦争中に、我らのギルドメンバーが海光都市の内部にある海底遺い跡せきで見つけたものだ。魚人共はそのウォータエレメントスタッフを祀まつり〝神〟と崇あがめていた」

　これを〝神〟か。ウォータエレメントスタッフを振り回まわしてから、エリボルに聞く。

「――ずっしりとした重さ。お前は、この神とされるウォータエレメントスタッフを使い魚人たちと、有利な取り引きをしたのか。それで、その次元界の扉とやらは本当にあるのか？」

「あるにはある。だが、普ふ通つうの人族では、その扉に辿たどり着つくことは困難だ。海の深い場所に、その門はある。更に、その一部の魚人たちが、海底を根城にして守っているのだ。しかし、水属性の高位魔ま術じゆつ師しを連れていけば辿り着くことは可能」

　ほぅ、その口調だと実際に見てきたのかな。

「お前は実際にその扉を見たことがあるのか？」

　と、聞くと、エリボルは瞳ひとみをギラつかせて鷹おう揚ように頷うなずく。

「あるからこそだ。そのウォータエレメントスタッフと同じ素材の門もん扉ぴがあったのだ。その表面に巨きよ大だい竜りゆうグレートイスパルの姿が宝石で創つくられてあった。その巨大竜は本当に生きているように精巧で生々しく感じたのだ……あまりにも神こう々ごうしい物といえた。わたしは急に怖こわくなったのだ。違う世界へ引き摺ずり込まれるのではないか？　とな。その扉を開くことはせずに地上へ引き揚げ海光都市に戻ってからウォータエレメントスタッフを用いて【海王ホーネット】と有利な取り引きを行い海光都市から撤てつ退たいしたのだ」

　へぇ、巨大な竜か。その門は海繋がりな次元と繋がっているんだろうか。だが、

「そもそも、何故なぜ、その海底にある門扉が次元界の扉だと、分かるんだ？」

「わたしは研究者ではないから詳しくは知らんが、各都市の中に次元界へと繋がっている証しよう拠このようなモノがあるようだ。塔とう烈れつ中立都市セナアプアが、その代表的な都市らしい。あそこは巨きよ石せき群が空中に浮かび、その巨石の上に無数の塔が乱立し、空中都市を形成しているからな」

　塔烈中立都市セナアプアは空中都市か。

　そして、都市の中に次元界に繋がるモノがあるんだ。

　迷めい宮きゆう都市ペルネーテもひょっとして違う次元界に繋がっている？

　まぁ話としては面おも白しろかったが、次元界のことはあまり興味ない。

　むしろ、このウォータエレメントスタッフの方だ。

　この鍵杖が武器として使えるかどうかの方が興味ある。試ためしに頭上に掲かかげた。

　……少しだけ、このウォータエレメントスタッフへと魔力を送った瞬間――。

　水、いや、海水がエメラルドの巨大な魔宝石から迸ほとばしるように溢あふれ出でてきた。

　急ぎ、魔力の流れを止めると、巨大な魔宝石からドバッとした勢いで放出していた海水もストップした。びしょ濡れだ。ほんの少し魔力を通しただけでコレかよ。

「お前は水属性持ちの魔術師でもあるのか……そのウォータエレメントスタッフを使用すれば、何故か今のように海水が扱える」

　エリボルは水の滴る俺の姿を見て笑わずに、そう解説してくれた。

「なるほど、これはこれで、武器になりそうだな」

「ふん、ただの武器ではない。魚人共が神と崇めているだけはある武器だ。使用者が水属性で、膨大な魔力を持ち、その魔力を消費する事ができれば、海を割ることも巨きよ大だい津つ波なみさえも人工的に引き起こせる代しろ物ものなのだからな。とんでもない物なのだぞ」

　エリボルは俺のウォータエレメントスタッフの扱いが気に入らなかったのか、反論気味に話を展開していた。

「膨大な魔力か。使用する本人もそれなりの魔術師じゃなければ、死ぬな」

「……確かにそうだろう」

　……んじゃ、この杖については聞くことはないな。

「さて、この件についての、話はもういいや……」

　その言葉を耳にしたエリボルはすがるように俺を見る。

「もうかなり話をしただろう？　解放してくれないか？」

「いや、まだだ。他の幹部、まだ生きている奴やつがいるだろ？　後は、迷宮都市ペルネーテで争っている他の闇ギルドとの関係やら、縄なわ張ばりを詳しく教えてくれ」

　エリボルは顔を沈ませて溜め息を吐く。

「……そんなことを知ってどうするのだ。もう、わたしの梟の牙と大商会は終わりだぞ。船商会は各船長たちがいるので暫しばらくは続くだろうが……表の纏まとめ役やくも兼かねていた総長であるビルが死んだのだ……生き残っている幹部もベックとレネの二名だけ。縄張りもその二人が守る〝倉庫街〟のみ。その縄張りも何処かに取られるのは時間の問題だろう」

　幹部はまだ二人残っているのか。注意が必要だな。だが、エリボルの話が本当ならば、放っておいても他の闇ギルドとの争いで死にそうだな。

「それで、どこの闇ギルドに縄張りを取られたんだ？」

「〝食味街〟を【月の残骸】に〝賭と博ばく街〟を【夕ゆう闇やみの目】に〝市場街〟を【覇は紅こうの舞まい】に取られた。それもここ数日の間にだ。……お前は本当に闇ギルドの刺客ではないのか？」

　まるで、野生ライオンの社会みたいだな。

　弱った闇ギルドは周りの闇ギルドから集中的に狙われて根絶やしにされるようだ。

「……そうだ。刺客ではない。俺自身の判断でここにいる。単に、自分に掛かる火の粉を払はらっただけ。ただの冒ぼう険けん者しやだよ……そして、この帳簿は何だ？」

「……それは、裏うら帳ちよう簿ぼだ」

　取り引き関係か。エリボルは帳簿を見ると、頬や眉まゆをびくびく動かす。

　顔が引き攣つるような反応を示した。相当な代物か？

「どういった関係者が出てくるんだ？」

「……お前は冒険者なのだろう？　……それを知れば、国、大貴族に追われるぞ？」

　エリボルはいたずらに遅ち疑ぎ逡しゆん巡じゆんを繰り返かえし話していた。

　今さらだな。詳しく聞いておこう。

「そんなことはお前が心配せずとも良い、さっさと話せ」

「分かった。知らんからな。これは衛兵隊、第二青鉄騎き士し団だん、ホワイトナインの関係者である貴族たちオセベリア王国の重じゆう鎮ちん貴族たちとの取り引き内容だ」

「取り引きか、内容は？」

「……隠いん蔽ぺい私掠船、格安で奴隷提供、国の商業組合の行政に通さない海光都市経由の各種貿易の融ゆう通ずう、オリーブ油とクルックの実を用いた資金洗せん浄じよう、不正価格操作、魔薬取とり締まりの融通、貴族仲ちゆう介かい者しやへの利益提供、などだ」

　うへ、どんだけだよ。隠蔽私掠船ということは……。

　隠かくれて他国の船を襲おそう契約をオセベリア王国の貴族たちと結んでいたのか。

　まぁこいつらは海運商会。通常の商売だけでなく、裏で海かい賊ぞく行こう為いを正当化していた訳だな。

「オセベリア王国の貴族たちが、お前と組み利益を得ているのか」

「そうだ」

　皆みな、ずぶずぶの闇やみ鍋なべパーティか？

「貴族に、大貴族か……名前を詳しく」

「海軍派のアロサンジュ公こう爵しやく、ラングリード侯爵、フレドリク伯はく爵しやく、ゼントラーディ伯爵、トニライン伯爵、デクオル伯爵、リード子し爵しやく、ダラー子爵、等だろう」

　公爵までいるのかよ。

「それら貴族の中で、お前が頻ひん繁ぱんに取り引きを行い会っていた人物は誰だ？」

「セスドーゼン領を治める海軍大臣の〝ラングリード侯爵〟。迷宮都市を治める第二王子ファルス様の補ほ佐さをする立場であるペルネーテ行政副長官〝デクオル伯爵〟、同じく副長官〝トニライン伯爵〟。その第二王子護衛の一人、ホワイトナイン序列第八位大騎士である〝ダラー子爵〟。衛兵隊隊長を兼けん任にんする第二青鉄騎士団団長の〝リード子爵〟だ」

　この四人か。俺がエリボルを消した後、色々と詮せん索さくしてくる可能性はこの貴族たちが高いかもな。帳簿を見ると、確かに、この四人の名前が多い。

　この帳簿を分かる奴に提出したら、一大スキャンダルに発展しそうだ。

　ま、暫くはアイテムボックスの中に眠ねむって貰うか。

「……さて、情報は聞けた。もう用はない。サヨナラだ――」

「話がちが……」

　俺おれは相棒に視線を向けて頷く。

　黒猫ロロは再度、触手をエリボルの眉み間けんに当てた。

　だが、その瞬間、部屋の右手から扉が開かれる大きな音が響く。

「――待って、殺さないで」

　扉から現れた女が叫さけんだ。何故か、その叫んだ女は白い花はな嫁よめ衣装を着ている。

　扉の向こう側にあった魔ま素その正体は、女か。

　彼かの女じよは胸を張るような体勢で、両手を背中に回している。

　背中に武器を隠しているようだが……ん、もう一つ小さい別個の魔素がある。

　背中に隠し持もった武器か道具が反応しているのか？

「ロロ、止めろ」

　様子を見ようか。黒猫ロロを止めた。

「誰だれだお前は」

　女に名前を聞く。

「し、シルフィリア！　居たのか？　ここに出てきちゃ駄だ目めだ！」

　眉間に骨剣が当たった状態で、エリボルが女の名前を叫ぶ。

「エリボル黙だまれ。次喋しやべったら問答無用で殺るからな？　俺はこの女に聞いているんだ」

　エリボルはがくがく震ふるえながら頷く。

「それでお嬢じようさん、お名前を聞こうか」

　少し目を細めてから、白地の衣装を着ている女に尋たずねる。

「わ、わたしは、シルフィリア・マカバイン。そこにいるエリボルは、わたしの父親です。わたしは娘むすめです」

　この白しろ狸だぬきが親かよ。というか、娘に出てきちゃ駄目と、エリボルは言ったが……。

　このいかにも越えち後ご屋や的な悪役がいい父親だったのかねぇ。

　きたなく稼かせいで清く暮らしていたと？

「……娘か、隠れていればいいものを……だが、なんでそんな格好をしているんだ？」

「これは、父さんに見せるためです。わたしはもうすぐ結けつ婚こん式しきがあるので……」

　なるほど……。

「そっか、それで、シルフィリアさん。俺とエリボルの会話は聞いていたんだろ？」

「はい」

　シルフィリアの顔は青ざめているが、結構な美人だ。

「だったら解わかるな？　これはエリボルが始めたことだ」

「いえ、解りません。父は優やさしい人です。わたしを育ててくれました」

　話しても無む駄だか。娘からしたら、俺は完全に悪者だな。

　だが、俺に向けた刃、エリボルは闇の頭。そのケジメは取る。

　子分か、女だったら考えてもいいが。

　更には仲間のために、そして知り合いガイアの天秤たちの仇かたきは取らせてもらう。

　俺は感情を表に出さず、黒猫ロロを見て、頷く。

　黒猫ロロはすぐに反応。エリボルの眉間を骨剣で突き刺していく。

「ヒィィァァ、は、話がちがっ――」

「確かに〝俺は殺さない〟といったが、他の奴のことは知らないぞ？」

　エリボルは俺の皮肉を込めて嘯うそぶく言葉を耳にしながら死んでいく。

　その双そう眸ぼうからは光が失われて最後には瞳どう孔こうが散大していた。

「え、え、え、え？」

　娘のシルフィリアは〝何が起きたか分からない〟という様子。取り乱している。

「な、なんでぇぇぇ、ころぉしたぁぁぁぁ――」

　シルフィリアは背に隠していた短たん剣けんを胸前に持ち、殴なぐり掛かってきた。

　エリボルは、この子にとってよい父だったらしい。

　俺は右手に魔ま槍そう杖づえを召しよう喚かん。その魔槍杖を持ち上げながら縦回転させる。

　石いし突づきの竜りゆう魔ま石せきで水を掬すくうように振ふり上げて、シルフィリアが持つ短剣に衝突させる。

「――ぁ」

　彼女の手に持つ短剣は弾かれる。更には、シルフィリアの足を引ひっ掛けて転てん倒とうさせた。

　その際に白地の衣装が引き裂さかれるが、気にしない。

「無駄なことはよせ」

「な、なんで、ころした、のよ……とぅ、さん…………けっこん式に、きてくれる、って……」

　シルフィリアは泣きながら床ゆかを這はいずり話している。父親を殺っといてなんだけど……。

「すまん。……事情を知るにせよ知らないにせよ。お前の父親は立派な大商会を持つ商人である前に、裏では闇ギルドのトップだったんだよ。盗ぬすみ、殺し、違い法ほう取り引き、その他、多くの悪行に手を染めていたんだ」

　ま、こんなのは気休めだ。俺も同じ穴の狢むじな、悪人であることに変わりない。

「……そんなの知らない。この、人殺し！」

　そうだな。

「分かっているよ。そこでじっとしとけ。見み逃のがしてやるから」

「嫌いや――」

　彼女は怒りを込めた言葉と共に立ち上がると、落ちていた短剣を拾いに走る。

　やはり、あの歪いびつな短剣、魔力を内包して纏っている？

　その魔法の短剣を拾うと、刃は先さきをまた俺に向けて歩いてきた。

　あんな短剣で、俺に立ち向かうのか？

　普通、逃げるだろう？　何故ここまで強気なんだ……ったく。

　彼女は凄い形相だ。憎にくしみが籠こもった目で俺を睨にらんでくる。

　すると、黒猫ロロが身体を少し大きくさせた。中型の幅はばのある黒豹になる。

「ガルルゥッ」

「なによっ、化ばけ猫っ！」

　黒豹ロロが唸うなりシルフィリアに飛びかかろうとした。

「ロロ、下がっていろ」

「にゃ？」

　黒豹ロロはすぐに指示を聞き、後ろに下がる。

『閣下、わたしが殺りますか？』

　ヘルメが怒いかりながら視界に出現。

『いや、俺が始末をつける』

『はい』

　ヘルメは頭を下げて視界から消えていく。彼女は一いつ般ぱん人じんだ。一応、説得を試みる。

「……シルフィリア。その短剣は捨てて、向こうへ行け」

「お前をォ、殺してやる」

　はぁ……状じよう況きようが理解できていないか。

「結婚式を挙げるのだろう？　俺に近寄ったら無駄に死ぬことになるぞ」

「……」

　おっ、動きを止めて沈ちん黙もくした。

「やっと理解したか、ほら、さっさと消えろ」

「――理解なんてしない。父を殺した黒き獣けものも、お前も殺す……」

　彼女は急に頭を激しく振る。

　頭部を斜しやに構えると、双眸が血走り、凶きよう悪あくそうな表情を浮かべて、話をした。

「正気か？　こっちに来るな」

「――うるさいっ！　父さんの仇――」

　こりゃだめだな。彼女の目は憎しみに染まっている。

　淀よどんだ目を見ると、一瞬、ミアのことが脳のう裏りに浮かぶ。

　ミアも一瞬だが、あんな憎しみを双眸に宿していた。

　しかし、ミアがこの負の螺ら旋せんに加わらなかっただけでも、よしとしよう。

　……悪は俺だけでいい。

　シルフィリアは魔法の短剣で、胸を刺そうと、走ってくる。

　俺はわざと動かない。彼女が手に持つ短剣の刃はが、俺の胸むな元もと、紫むらさき色いろの鎧よろいに衝しよう突とつ。

　キィンッと硬こう質しつ音が響く。

「な、なんで、当たらないのよっ」

　頭に血が上りすぎて鎧があるのが見えていないのか。

　それとも、もう、気が触ふれているのか……。

　何度も駄だ々だっ子このように突き刺してくるが、刃先は鎧に弾はじかれるのみ。

「これは鎧だ――」

　そういいながらシルフィリアの鳩尾みぞおちへ、素す手でのボディブロウを喰くらわす。

　彼女は魔法の短剣を床に落とし、気を失い倒たおれていく……。

　だが、背中を後ろに反らした状態で宙に浮かぶように身体が止まった。

　え？　何で浮かんでいるんだ？

「ヒェリッ、ヒェリオオオオオ――」

　シルフィリアが奇声をあげる。

　続けて、シルフィリアの身体から肉が軋きしむ音が響くと、反らした身体を急に元に戻してきた。

　その顔色は激変。青筋のような血管が顔のあちこちから浮き出て、痣あざのような小さい薄うす青あおい魔ま法ほう陣じんが幾つも形成されていく。

　更には、目から出血、少し眼がん球きゆうが飛び出ていた……。

「何だ？　おい？」

「ヒェリオオオオオ――、お、マ、エ、コロスッ」

　白い花嫁衣装を着るシルフィリアが怪かい物ぶつのように爪つめを立てた手で殴り掛かってきた。

　だが、見た目だけの変化なのか、速度はたいしたことない。

　手を伸のばして殴り掛かってきた女の腕うでを掴つかむと、その女を抱き寄よせた。

　病気とかだったら怖いが……もう、こうなったら殺るしかない。

「聞こえているか知らないが。あの世で後こう悔かいするんだな――」

　そのまま女の首筋へと噛かみ付つく。血を吸い上げ、魂たましいも頂く。

「キアッヒァァァァァ」

　シルフィリアは奇声をあげながら干ひからびていく。

　その瞬間、シルフィリアの首筋から小型の蟲が萎しおれて消えていくのが視界に映った。

最さい期ごには白地の花嫁衣装だけになり、消えてなくなった。

「ふぅ……ひさびさに魂を味わった」

　最後に消えた蟲は何なんだろうか、特に毒や麻ま痺ひはないようだが……。

　影響は特になく魂を頂いた。しかし、後味が悪い。

　最初は逃にがしてやろうとしたのに……あの正気とは思えない表情は魔ま法ほうか呪のろいにでも掛かっていた感じだった。だが、俺が殺したのは、事実。

　今後はエリボルの娘シルフィリアの結けつ婚こん相手が問題となりそうだ。

　ま、後悔したところで、後の祭り……しっかりと俺の糧かてにしてやるさ。

　まずは、床に落ちた魔法の短剣を確かく認にん。

　持ち手と、鋭するどい刃先が禍まが々まがしい虫の形をしている。

　やはり、呪いの品か？

『閣下、その短剣からは魔力を感じます』

　ヘルメが視界に現れて、短剣へ向けて指をさす。

『そうだな。魔力はそんな感じないが、薄うす気き味み悪わるい』

『はい。何かの魔法系が関係していることは確かですね』

　嫌な感じがするので、触さわるのは止めておこう……。

　彼女はこんなのに触れ持ったから、頭がイカれた可能性が高い？

　……分からないが。アイテム鑑かん定ていはできないので放っておく。

　そして、何かヒントがあるかもしれないとの思いから……。

　エリボルの娘が出てきた扉の先を調べてみる。

　潜くぐって小部屋に足を踏ふみ入いれた。

　小さなコレクションルームか。

　壁かべには曰いわく付きの……ありそうな枯こ淡たんな絵が並んでいる。

　どす黒い禍々しい魔力を内包した……大きい船の模型。木工の腕は非常に高い。

　魔力を内包した血濡ぬれた骸がい骨こつ群。

　魔力を発している血で汚よごれた布などが飾かざられてあった。

　どれも怪あやしい物ばかりだ……。

　箪笥の上に蟲の形をした黒曜石の壇だんがある。

　小さい祭さい壇だんだろうか。壇の中央は、短剣用と推測できる小さく窪くぼんだ箇か所しよがあった。

　もしかして、あそこに供えてあった魔法の短剣をエリボルの娘は手に取ったのか？

　これは推測に過ぎないが、この部屋は危険な物しかないようだ。

　何も触れずに無視しよう。回収するならさっきのお宝群だ。戻ろう。

　黒猫の姿に戻った相棒を連れて、エリボルの死体が転がる部屋に戻った。

「まずは、この鍵杖をアイテムボックスの中に入れて……後は、金貨の山を全部頂くとするか」

「にゃ」

　黒猫ロロが返事を寄よ越こす。

　その黒猫ロロはエリボルの死体から流れ出ている血を舐なめていた。

　白狸の血は白色の豚ぶたのように美味おいしいのかな？

　気にせずに金が入った箪笥の引き出しを見る。

　この箪笥の引き出しは底が深い、そして、その底の深い引き出しを埋うめる金貨の山。

　いったいどれぐらいの金貨があるんだろう。

　白金貨だけで、百は楽に超こえていると思われる……。

　数えるの面めん倒どうだ……纏めてアイテムボックスの中へぶちこんどく。







第百四章「キャネラス邸」







　この大白金貨。二枚は大きい。なんせ、一枚で白金貨の百枚分の価値。

　アイテムボックスに入っている大白金貨と合わせると全部で十四枚。

　こりゃ、ここらで散財してしまうか？

　年末の地下オークションで高級奴隷を買うつもりだったが……。

　すぐに高級奴隷を買っちゃうか。

　そうなると……この間、面接をした【デュアルベル大商会】の幹部組織【一角の誓い】のケラガン・キャネラスと会わないとな。

　キャネラスに掛け合あうとして、あの場に一いつ緒しよに連れていたダークエルフが欲ほしい。

　確か、地下オークションへと出品予定と話をしていた。

　交こう渉しようすれば、早々にあのダークエルフをゲットできるかもしれない。

　あの商人もどうせ売るつもりなら……。

　地下オークションで売買されるよりも高く買い取ってやれば文句はないだろうし。

　今回手に入れた大白金貨を一枚、二枚、と出せばゲットできるか？

　よし、交渉するためキャネラスの屋や敷しきを探そう。

　確か、屋敷は貴族街の西だ。庭にユニコーンの銅像が目立つと言っていた。

　渡された布ハンカチを提出すれば入れるんだよな。

　アイテムボックスからその布を取り出しておく。腕うで輪わに触り、

「オープン」

　羅ら列れつされたアイテム欄らんからユニコーンの布印を取り出す。

　さて、ここから外に出るとして、普通に出たら目立つ。

　空も駄目だ。隣となりの敷しき地ちに居た竜りゆう騎き士したちに追われてしまうかもしれない。

　ということで、ゲートだな。

「ロロ、戻るぞ。ゲートを使う」

「ンン」

　黒猫ロロは俺の肩かたへ戻ってくる。

　胸ポケットから二十四面体トラペゾヘドロンを取り出した。

　一面の記号を親指でなぞる――ゲートは即座に起動した。

　光ひかり輝かがやく縁ふちの中に宿屋の部屋が映った。

　誰も居ないことを確認。念のため〈隠身ハイド〉を使用してからゲートに潜り込む。鏡を出て、部屋の寝しん台だいの前に歩く。

　寝台に飛び込まない黒猫ロロは珍めずらしく我が慢まんしていた。

　俺が〈隠身ハイド〉を使用しているのをちゃんと感じているようだ。

　そっと屈かがみながらの移動。寝台を迂う回かいして、出窓を開けた。

　一応、屋根上から入ったと、見せかけておく。

　月の残ざん骸がいは忙いそがしいだろうし、気にしすぎかな。

　そこで〈隠身ハイド〉を解除。

　肩から黒猫ロロが待っていましたといわんばかりに寝台へ跳ちよう躍やく。

　いつものことなので、放っておく。

『ヘルメ、汚れを掃そう除じして』

『はい、お任せください』

　左目から飛び出していくヘルメ。

　瞬しゆん時じに水のスライムに補食されたかのように、薄うすい水すい膜まくが俺の全身を包む。

　あっという間に外がい套とうだけでなく古こ竜りゆうバルドークの紫色の鎧一式が綺き麗れいになった。

　水膜に覆おおわれているのは、毎度だが、不思議な感覚。

　掃除が終わった液体の精せい霊れいヘルメは、蜃しん気き楼ろうでも起こすかのように俺の全身から離はなれた。

　宙の一か所へ丸くなり集結する。

　丸の形が空気が抜ぬけたサッカーボールのように萎しぼんで波打ち、ぐにょりと変化しながら、黝あおぐろ色の葉っぱ皮ひ膚ふを持つ人型へと戻もどっていく。

「――完かん了りようです。血が僅わずかに付着していたので吸収しときました」

「ありがとう。目に戻っていいよ」

「はいっ」

　ヘルメは水状態へ戻り俺の目の中へ入り込んでいく。

「ロロ、寝台で遊ぶのは止めだ。行くぞ」

「にゃあ」

　黒猫ロロを呼び、出窓から身を乗り出し外へ出た。

　紫色に近い赤色の屋根を伝い走る。

　軒のき先さきから、そのまま路地の地面に飛び降り都市の北側へ向かった。

　隣を走る黒猫ロロが馬の姿へと変身した。

　その馬のロロディーヌの背中へと跳躍し足を広げながら跨またがった。

　目の前に用意してくれた触しよく手しゆの手た綱づなを掴む。

　そして、体勢を屈めて、馬と獅し子しに似た神しん獣じゆうロロディーヌを抱く。

　少し、艶つやのある黒毛の匂においを感じながら、相棒のあったかい温ぬくもりと鼓こ動どうを感じた。

「ンン」

　相棒は喉のど声を鳴らして、ゴロゴロと甘あまえた音を響ひびかせてくる。

　馬と似たロロディーヌは俺の気持ちを感じ取ったのか、速度を増した。

　路地を抜け、建物を飛とび越こえ、月明かりを浴びた深夜の大通りを駆かけていく。

　貴族街にまた戻ってきた。キャネラスの屋敷は貴族街の西。

　その場で馬獅子型の神獣タイプと呼ぶべきか迷うロロディーヌから降りた。

　歩いて、探すか。竜騎士がいるし、今日はもう空から見回る方法は使わない。

　姿を黒猫の姿に戻した相棒を肩に乗せて数時間――。

　徒歩ペースで探し続けた。

　そうして、夜も明ける頃ころ。やっと、目的の敷地を発見。

　碁ご盤ばんの目のような格こう子し門を越えた先にユニコーン像が聳そびえ立たっているのを発見した。

　キャネラスが話をしていた通りだ。敷しき地ち外がいからも分かるほど目立っている。

　格子門にも職人が作ったと思われるユニコーンマークが彫ほられた専用の銅板が嵌められてあった。この敷しき地ち内ないの屋敷の中に、キャネラスが住んでいる。

　だが、今は当然の如く、朝一な時間帯。

　まだ寝ねていると思う。格子門も閉まっているし。もう少し待つか。

　高級奴ど隷れいを売って貰もらおうと交渉したいんだから、いきなり朝方に押おし掛かけて迷めい惑わくはかけたくない。格子門の向かいにある違ちがう屋敷の壁に背を預けて休きゆう憩けいした。

　すると、肩で休んでいた黒猫ロロが、じっと待つことに飽あきたのか降りた。

　高い格子門に興味を持ったようで、見上げている。

　すると、走りながら跳躍し、触手を使い、格子門の天てつ辺ぺんに登ってしまった。

「ンンンっ」

　言葉に鳴らない喉声を発しながら、狭せまい金属製の格子門上を優ゆう雅がに歩いていく。

　黒猫ロロは鼻をくんくんと、動かし、頭をきょろきょろと左右を見回しては、敷地内の庭や俺を含ふくめた周囲の景色を眺ながめている。

「ロロ、いいよ、自由に遊んでこい」

「ンン、にゃお～ん」

　なにやら楽しげな高音の声だ。

　黒猫ロロはそのまま格子門の上でいったりきたりすると、門の向こう側へ跳躍し、庭へ侵しん入にゆう。姿が見えなくなった。庭の探たん索さくかねぇ？

　黒猫ロロも居なくなったし、暇ひまだ。

　門が開くのを待っている間、何しようか……。今度、暇ひま潰つぶしに使えそうなアイテム類を探しに市場辺りをぶらつくのもいいかもしれない。

　あ、市場といえば、箸はし作りの木材も見つけないと。しかし……暇だなぁ。

　朝には門が開くとして、昼までに交渉を終わらせたいところだが。

　ギルドでエヴァとの待ち合わせがある……。

　さて、暇潰しといえば、やはり、訓練しかないか。仙魔ま術じゆつは止めておく。

　ヘカトレイルで暇な時に訓練はしたが毎回かなりの魔ま力りよくが持っていかれるからな。

　やればやるほど消費が抑おさえられているのは分かるんだが……。

　今は胃が捻ねじ曲がる感覚と、胆たん汁じゆうを口の中では味わいたくない。

　そこで左手に魔ま剣けんビートゥを出現させる。

　片手半剣バスタードソードの練習だ。

　魔剣の柄つか巻まきを、しっかりと握にぎり締しめ構えた。

　腕を伸ばし、剣けん突とつを放ち、引き戻しながら斜に構えるクロス斬ぎり。

　ビルが使っていた、剣突から腕をぐるりと回して、斜ななめにクロス斬りを念頭に歩く歩法。

　蛇だ行こう斬きり系だと思うが、上手うまくできない。ん～、いまいちだ……。

　訓練相手に丁度いい闇の獄骨騎ダークヘルボーンナイトの沸騎き士したちは、都市のど真ん中だし呼べない。そこで〈導どう想そう魔ま手しゆ〉を発動。〈導想魔手〉に魔槍杖を握らせる。空中から魔槍杖の紅べに矛ほこで宙を突つく。

　普ふ通つうの突きだが、鋭い。俺の拙つたない両手剣による剣突よりかは確実に上。

　魔槍杖を握る〈導想魔手〉を動かして、空中で風を切るように乱らん舞ぶさせる。

　最後に〈刺突〉を放った。宙に螺旋の風が起きたような威い力りよくだ。

　これを敵は受けていたんだな。紅べに斧おの刃ばと矛の威力は凄すさまじい。

　次は〈闇穿〉を撃うたせた。宙が切きり裂かれるほどの突の技わざ。

　紅色、紫色、闇色の残像が見えるほどの威力。

〈刺突〉と比べたら威力は二割増しぐらいか？

　それに〈闇穿〉は闇属性が付く。

　魔槍杖の矛と下の横にある紅斧刃にかけて、闇色の薄はく膜まくが発生していた。

　ちゃんと見た目通りの効果がある。

　そこで、両手に握っていた魔剣ビートゥを消した。

〈導想魔手〉の歪な魔力の手に持たせていた魔槍杖を実際の右手で掴み直す。

　右みぎ腋わきを締めて魔槍杖を構える。

　その瞬しゆん間かん、踏み込みからの腰こしを捻り、うねりを意識した突き出だしの〈刺突〉から、〈闇穿〉の連続スキルを撃ち放つ――ブンッブォンッと、風を突き抜ける音が響く。

　――よしっ。やっぱ、実際に生身の手で使った方がしっくりくる、か。

　そして、その場で、軍の兵隊が起立するように背筋を真まっ直すぐに保ちながら魔槍杖をくるりと縦に回し、太ふと股ももの外側へピタリと握り手の金属棒を当て、縦に魔槍杖を持った。

　矛と紅斧刃が下向きへ、石いし突づきの竜魔石を上に。

　真っ直ぐな姿勢を堅けん持じした状態で、魔槍杖を消失させる。

　違う槍やりを買い、常に〈導想魔手〉に持たせるのも有りだな。

　二槍流。偽にせ鎖くさり槍やりを用いての三槍流も脳裏に浮うかぶが一本の槍道でさえ、キリがないほどに上達していくから、横道にそれちゃ駄目だ。

　それに魔槍杖が好きだし、常にこれを使いたい。

　二槍、三槍はあくまで、布石の一つとして記き憶おくをしとこう。

　次は魔法実験に移行だ。

　初級：水属性の《氷弾フリーズ・ブレツト》を念じる。

　何もイメージせず、氷弾を発動させた。

　壁に丸い氷ひよう礫れきが当たり、石壁が丸くめり込んでいる。

　次は、生成する氷礫を銃じゆう弾だんに変えるようにイメージしながら、また魔法を念じる。

《氷弾フリーズ・ブレツト》を放つ。

　壁に氷弾が突き刺ささり穴が空いていた。

　氷の形状はティアドロップ型の銃弾だ。

　それもライフル弾をイメージしたらやはり威力が段だん違ちがい。

　これ、無意識に弾だん丸がんをイメージ構築する癖くせをつけないと。

　そんな訓練を続けること数時間。

　背後から門の開く音が聞こえた。急ぎ、訓練を終わらせる。

　因ちなみに俺が魔法を当て続けた壁はボロボロになっていた。

　家主にはごめんなさい。

　と、謝あやまりながら、振り返る。格子門が開いたところへと向かった。

　広い敷地だな……。幅はば広ひろな石道と広い芝しば生ふの庭が広がっているようだ。

　奥おくに続く石道から初老の使用人たちが現れて、出入り口の掃除を始めていた。

　掃除中だが……門は開いている。

　通っても大だい丈じよう夫ぶかと、思いつつも中央から胸を張って歩いていった。

「お待ちください。お屋敷にご用ですか？」

　掃除していた初老の男性に止められた。

　あの布マークを見せれば、いいのかな？

「このマークを見せれば、通してくれると、キャネラスさんは教えてくれたが……」

　胸ベルトのポケットから布マークを取り出し、ひらひらと見せる。

　使用人らしき男性は、手に持つ布マークを確認する否や驚おどろきの反応を示す。

「これは失礼を、お客様でしたか。すぐに旦だん那な様さまにお知らせします。待合室にご案内しますので付いてきてください」

　そのまま深々と頭を下げてから石道が続く庭を案内してくれた。

　庭の敷地は広く、情じよう趣しゆに富んだ庭といえる。

　天てん然ねん芝しばの間にある遊歩道のような石道が庭のあちこちへと延びていて、白い十じゆう字じ架か、天使像、白い芙ふ蓉ようの花々、オリーブのような木、松の木に似た木、沢たく山さんのオブジェや自然の造形が、石道を通るお客を出で迎むかえるように配置されていた。

　趣しゆ向こうが施ほどこされていた庭、オープンガーデン的。

　そんな庭を楽しみながら石道を進み、屋敷前に到とう着ちやくした。

　だけど、意外に屋敷は小さい。庭が広いから、屋敷もそれなりに大きい大おお屋や敷しきなのかな。

　と、勝手に考えていたがそうでもなかった。

　エリボルが住んでいた屋敷とは大おお違ちがい。

　檜ひの木きと大理石の建材を使ったシンプルな設計。

　アールデコ風、建材の質は高級感が溢あふれている。

　この家主はシンプルな家が好きなんだ。と納なつ得とくできた。

　使用人さんに「こちらです、どうぞ中へ」といわれて大理石の玄げん関かんを通され、ソファが並ぶ一室に通された。外装はシンプルだったが、内装は豪ごう華か絢けん爛らんだ。

　きっと大貴族もこんな感じなんだろう。

　ここに来るまでの廊ろう下かも赤絨じゆう毯たんが敷しかれてあったし。客専用の豪ごう華かな部屋だ。

「今、お飲み物を用意しますので、少々お待ちください」

「いやいや、お構いなく……」

　いきなりのアポなし訪問なので、遠えん慮りよ勝がちにいった。

「いえ、旦那様に叱しかられてしまいますので、ご用意させてください」

　使用人は頭を少し上げて、チラッと俺を見る。

「はぁ、分かりました」

　力なく納得すると、使用人はささっと身を翻ひるがえして部屋から退出。間もなく使用人たちが、お盆ぼんに紅茶、フルーツ、菓か子し類るいを載せた食器類を運んできてくれた。

　ソファ前にある長机の上にフルーツ盛り合わせな大皿が並べられていく。

「遠慮なく、ご堪たん能のうください。……旦那様は、もう少ししたら来ますので」

　礼れい儀ぎ正ただしい使用人は頭を下げると、離れていく。

　その素す晴ばらしい無駄のない所作を見て、少し緊きん張ちようしてしまう。

　机からは、紅茶の香かおりが漂ただよってきた。いい香りだ。それにティーカップも高級そうな物。

　紅茶器セットの隣には底深い皿に盛られたフルーツもある。

　これも美味しそうだし、ビスケット菓が子しの方は前世で見たことがある菓子に似ていた。

　これが、異世界の上流社会で流通している菓子類か。まずは紅茶から飲む。

　ティーカップの隣は、蓋ふたがずれた陶とう器き製せいの瓶びんがある。中身は蜂はち蜜みつだ。

　蜂蜜が砂糖代わりなのかな。いいねぇ。

　少し入れてみるかな。この備えられた小さい棒で蜂蜜を掬うようだ。

　棒に絡からんだ蜂蜜は黄金こがね色いろに輝いて美しい。

　とろりとろりと、流れる蜂蜜を紅茶に入れて、小さい棒で紅茶をかき混ぜた。

　そのティーカップを口へと運ぶ。うーむ、いい香りだ。蜂蜜入りの紅茶を啜すすり、飲む。

　美味しい……口内を満たす香りも独特の雰ふん囲い気きを感じさせる。

　勿もち論ろん、蜂蜜の甘さも、香りを助長させている。

　紅茶は、ダージリンティーと未知の葉をブレンドした感じか？

　温度も丁度いいし、非常に飲みやすい。蜂蜜のほどよい甘さも素晴らしい。

　専門的な名前がありそうな紅茶だ。

　目を瞑つぶれば、高貴な貴婦人が紅茶を飲んでいるところを想像させる。

　他ほかのも頂ちよう戴だいするか……まずは皿上にあるビスケットを摘まむ――拝見。

　見た目的には鳥形のビスケット。口へ運び、もぐっと、一噛み。

　堅かための食感でパサパサしている。しかも、あまり甘くない。これでも美味しいのか。

　ま、単に砂糖類が少ない菓子なのだろう。

　紅茶を飲みながら疑問顔でビスケット菓子を食い終わる。

　次は盛もり沢だく山さんなフルーツ類が入った皿からチェックする。

　液体が入っているのでフルーツポンチみたいな感じだ。印付きのハンカチ風皮布の上に木製のスプーンと小さいナイフも置かれてあるけれど、手て掴づかみで食べちゃおっと。

　サクランボのような枝付きの実から貰う。

　枝を摘まみ口へ運んだ。お、これは想像通りな味。

　甘いし旨うまい。小さいわりに汁しるがジュウシーで豊富ときた。

　種は皿に戻して、次はこれかな、梨なしのようなフルーツ。

　皿の中へ手を突っ込み、梨に似たフルーツを掴む。

　表面は桃ももと似ているようだ。柔やわらかい感かん触しよく。にゅるにゅるして掴み辛づらい。

　ナイフで刺すか。と、皿に突っ込んだ手をひっこめて水に濡れた指を舐める。

　色々なフルーツ味がした。特別に甘い水という訳じゃないらしい。

　用意されている皮布で手を拭ふきながら小さいナイフを使う。

　梨の桃にナイフを刺し、実を口へ運んだ。

　最初はシャキッと、トロッとした感触。ひんやりして美味しい。桃と梨が合体したような感じ。不思議と外側は、梨のような味、内側にいくと桃の味に変化していく。

　中間は完全に混じった味わいだった。

　次はこのバナナを斜めに切ったような一切れのフルーツを貰う。

　ナイフで刺すと、サクッと柔らかい感触だ。そのフルーツを口へと運ぶ。

　一噛み――おっ？　全部が軟やわらかい。噛むとジュワッと果か汁じゆうが溢れる。

　これ、バナナではなくマンゴーに近いのか？

　バナナ＆マンゴーな味と食感で、美味しい。

　これが大本命だったのか。美味うますぎる、一気に残りを胃の中に詰つめ込む。

　黒猫ロロは帰ってこないな。このフルーツの盛り合わせ美味しいのに……。

　と、調子に乗ってフルーツ類を全部食べきってしまった。

　すると、左奥の扉とびらが開かれた。ケラガン・キャネラスが笑え顔がおで登場。

　歩み寄ってきたキャネラス。

　格好は鮮あざやかなブルー色が際きわ立だつ鮫さめ皮がわ的な半はん袖そで服を着ている。

　首下からは、特とく徴ちよう的てきなチリチリな胸むな毛げと金チェーン付きの魔ま力りよく漂ただようネックレスが目立つ。

　腕にも魔法の腕輪、指にも豪華な指輪を嵌はめている。

　下半身は黒光りするラメ革がわな長ズボンに高級革かわ靴ぐつ。

　あれでもラフな格好なんだろうが、高級感に溢れていた。

　それより肝かん心じんなダークエルフが居ない。

「これはこれは、シュウヤさん。お待たせしました」

「いえいえ」

「地下オークションはまだまだ先ですし、今日はどういった理由でこちらに……」

　キャネラスはそう言いながら、向かいにあるソファに座すわる。

「えぇ、実は、高級戦せん闘とう奴ど隷れいを買おうかと思いまして」

　キャネラスの青い瞳ひとみを捉とらえた俺おれは、来た目的を話す。

「そうですか。わたしが所有する奴隷商館に行きますか？」

「えぇ、商館にも興味はありますが、キャネラスさんが、こないだ連れていたダークエルフは何処どこですか？」

　キャネラスは俺の目的がダークエルフと分かると、頬ほおが弛ゆるむ。

「ほぅ、彼かの女じよですか？　あのダークエルフなら実戦経験を積む為ために迷めい宮きゆうですよ。もうすぐ帰ってくるはずですが、もしや、レアな彼女をご所しよ望もうでしょうか？」

　奴隷でも迷宮に潜れるということは、冒ぼう険けん者しやの資格は奴隷だろうが関係ないのか。

　俺は素す直なおに頷うなずく。

「……はい」

「なるほど。地下オークションに出品する予定だったのですがねぇ……彼女は滅めつ多たに、と言いますか、市場では全く見られない貴重なダークエルフ。しかも……。おっと、これはまだ話せませんな。それで、地下オークション用の高級奴隷をお望みなのですから、その値段はそれ相応の金貨を要求しますが…………宜よろしいので？」

　キャネラスは顎あごに手を当て、考える仕草を取る。

　その思わせぶりな態度は、前世でよく見ていたクイズ番組の司会者を連想させた。

　深海を思わせる濃こい青目からは、独特の圧力が感じられる。鋭い視線で俺を見み据すえて、ファイナルアンサー？　的な間を空ける言い方がなんともいえない。

　ツッコミを入れたくなるが、我慢。俺は一体、幾いくらだ？

　と、キャネラスの青目と視線を合わせて、低い声質で話していく。

「……えぇ、幾らでしょうか」

「大白金貨三枚と白金貨五十枚。といったところでしょうか」

　おぉ、何だよ。余よ裕ゆうじゃないですか。

「分かった。買おう」

　即そつ決けつ。しかし、俺があっさり大金を支し払はらうと述べたことが〝信じられない〟というようにキャネラスは絶句した表情を浮かべている。だが、急ぎ取とり繕つくろうように舌を回転させたような表情を浮かべた彼かれは、

「あ、ありがとうございます。では彼女が帰り次し第だい、すぐにでも受うけ渡わたしの作業に入りたいと思います。もしや、彼女の他にも奴隷をご所望でしょうか？」

　キャネラスは急ぎ契けい約やくしようと、早口で捲まくし立ててくる。

「分からないです。実際に見てみないと」

「それはごもっとも。では、契約が完かん了りよう次し第だい、商館へとご案内いたしますよ」

「その際はよろしくお願いします」

「はい。では受け渡しの準備を進めます。契けい約やく書しよと小道具を持ってきますから、少々お待ちを」

「分かりました」

　キャネラスはサッと立ち上がる。華か麗れいにターン。社交ダンスをやっていそう。

　機き嫌げんのよさそうな表情を浮かべては、素す早ばやく部屋を退出していった。

　暫しばらくして、きびきびとしたキャネラスがダークエルフを連れて戻ってきた。







第百五章「ダークエルフ」







　……来たよ来たよ。キャネラスには悪いが、もう俺はダークエルフに首ったけ。

　彼女の身長は百六十センチは超えているか？

　右頬の上部に銀色が基調な仮面が着けられていた。フェイスガードにも見える。

　銀色の長ちよう髪はつに銀色の虹こう彩さいの瞳。薄い赤色が、その銀色の虹彩の周囲を細く縁ふち取どる。

　銀仮面で左の顔しか分からないが、青白い肌はだがとても似合う。

　綺麗だ。美しい……見たことないが、楊よう貴き妃ひも負ける絶世の美女といえよう。

　横長なエルフ耳も素晴らしい。

　前回と同様、首には奴隷の証しよう拠ことしての黒い首輪が装着されている。

　窮きゆう屈くつそうだ。取ってあげたいが……。

　前に着ていたのは〝ビキニアーマー〟と〝ガーターベルト〟類の装備だったが、今回は両りよう肩かたを露ろ出しゆつしたノースリーブ型の〝朱しゆ色いろの厚革服〟を身に着けている。

　服というより、防具服か。背中から足へ延びる燕えん尾び服ふくのような形だ。

　朱色の厚革の表面には、黄色、赤、黒糸で独特の模様の刺し繍しゆうがある。

　その刺繍を銀糸が綺麗に縁取っている。

　防具の品としても、服のデザインとしてもかなり、高級な戦せん闘とう防護服と判断できた。

　そして、何度も思うが、やはり肌が綺麗だ。両肩から見える青白い肌は……綺麗な湖を感じさせる。厚革服の内側は薄い襤ぼ褸ろ布を着ているようだ。

　ただ、鎖さ骨こつが、首輪のせいで見られないことが残念か……。

　腰は金糸で彩いろどられた黒ベルトの剣帯が似合う。そのベルトには二つの長ちよう剣けんが繋つながっていた。

　二本の長剣は、この間装備していた長剣と同じ鋼鉄製と思われる。

　だが、そんな長剣より……その内側のモデルのような長い両足に自然と目がいく。

　太股まで穿はいている黒インナーがよいなぁ。妖よう艶えんな雰囲気で、そそられるね。

　靴くつはこの間と同じロングブーツ。

　足先の甲こうは細い革で編まれている。グラディエーター柄の赤黒い色のロングブーツを履いていた。一見、サンダルのようだが、違う。アンクルと膝ひざは細い赤革を編んでからモンスターの厚い黒皮で覆われている。

　たぶん、高級なロングブーツだ。そんな衣い裳しようを纏まとう美人ダークエルフを連れて、ソファに座るキャネラス。ダークエルフは荷物が入っている手さげ袋ぶくろを持っていた。

「……シュウヤさん。では取り引きを開始します」

　机の上に書類と筆記用具の羽根ペンとインクが順番に置かれる。

　ポーション入りの壺つぼとナイフのセットが最後に置かれた。

　ダークエルフはソファの横で両りよう膝ひざを折って座る。

　首を上げて胸を突き出すようなポーズを取った。

　これ、全すべてを任せます。という感じのポーズだな。俺も金を用意しよう。

「分かりました。金を用意します」

　アイテムボックスから大白金貨三枚と白金貨五十枚を取り出し、机に置いた。

「では、先さき程ほど、説明の途と中ちゆうで止めていましたが、続きのお話を致いたします。彼女はダークエルフ。それだけでも貴重な人材ですが、実はもっと希少な存在なのですよ」

　希少か。

「珍しい存在ですか」

「――見せて差し上げなさい。この方が貴女あなたのご主人様となるのですから」

　キャネラスは俺の横で胸を突き出すようなポーズを取っているダークエルフへ命令する。

「はい」

　ダークエルフはそう静かに返事をすると顎を上げていた首を下げる。

　ゆったりとした動作で俺を見つめながら嵌めていた銀仮面を取り外した。

　おぉ？　美しい蝶ちよう々ちようだ。右の頬に仮面で隠かくす必要なんてないぐらいに、美しい銀色に輝くアートな蝶々が皮膚の表面に描えがかれてあった。

　彼女の指が、その頬の銀色の蝶ちようマークへ触さわると、その蝶々が生きてるように蠢うごめく。

　しかも、その触ふれた指先に銀蝶が移り輝きを見せながら甲の部位へ羽ばたいて移動していた。手てつ甲こうの上を、枝に見立てたように止まると銀色の蝶が留とどまる。

　銀色の蝶模様が手の甲に誕生していた。移動している銀蝶にも驚きだが、その妖艶な仕草にグッとくるものがある。しかも、頬にある蝶の印からは、魔力が強く放出されていた。

『閣下、お気をつけください。頬にある蝶々から非常に強力な魔力を感じます。あの銀仮面は魔力を抑える特とく殊しゆな物だったのですね……』

　ヘルメが視界の隅すみに現れ忠告してくれた。

『そうらしいな』

『しかし、彼女はあの頬にある蝶々以外からは、魔力を外に漏もらしていませんので、優ゆう秀しゆうなのは確実です』

　確かに、魔闘術はマスターしているように思える。
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『そのようだ。ごく僅かな、魔力の移動もスムーズ』

　美しいダークエルフの肢し体たいを見つめながら感想を言う。

『はい。このような方が何故なぜ、奴隷に……』

『さあな』

　デフォルメ姿のヘルメは疑ぎ問もん符ふを浮かべて、くるくる回りながら消えていった。

　訝いぶかしむように視線を細めてると、キャネラスがフォローしてくる。

「ご安心を、主人に攻こう撃げきできません。彼女の頬に宿る銀蝶はエクストラスキルなのですよ」

　まじか。キャネラスが厳おごそかに説明してくれた。

　エクストラスキル。俺も四つ持つ、あのエクストラスキルか。

「エクストラスキルですか……」

『さすがです。最初から見み抜ぬかれて、超ちよう優ゆう秀しゆうな者を部下に選んだのですね』

　視界から消えたヘルメが左目に宿りながら念話を寄よ越こす。

　選んだのは、たまたま、なんだが。頬にある銀蝶が印か。

「はい。その効能については直接お調べになってください。話が少し変わりますが、南マハハイム地方以外の遠い国、特に北方諸国、その地方領によっては奴隷といいますか、種族によって問答無用に襲しゆう撃げきを受けて殺されたり連行されたりする場合があります。注意が必要です。旅をする上では必ひつ須すな条じよう項こうですから忘れずに覚えておいてください……」

　宗教国家ヘスリファートの勢せい力りよく圏けんならありえる。

「分かった、覚えておこう」

「では、シュウヤさん、そのナイフで、この奴隷が装着している首輪に血を垂らして貰います」

　ダークエルフは顔に銀仮面を着けて隠す。

　また長い首を見せつけるように顎を上げて、胸を突き出していた。

　手の甲に移していた銀蝶の模様は消えている。それより……血が必要なのか。

「……その血は、絶対に垂らさないと駄だ目めなの？」

「はい。奴隷売買の基本です」

　果たして、俺の血で契約できるのか？

　そんな不安が脳のう裏りに浮かぶ。俺は光と闇の属性を持つ身だからな。

　あの首輪はどう考えても闇属性。

　俺の血は光属性も含まれている……壊こわれてしまったりして……ギルドカードのように純じゆん粋すいに血に含まれた魔力に反応しているなら、大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけど。躊ちゆう躇ちよしていると、

「……どうしました？」

　キャネラスが聞いてきた。

「……いや、この首輪がどうなるのかなっとね」

「従属の首輪ですね。シュウヤさんの血に内包された魔力に、首輪にある闇の魔宝石が反応して、闇やみ魔ま法ほうが作動するだけですから」

　なるほど、血じゃなく魔力なら、大丈夫かな？

　ま、壊れたら壊れたで何とかなるだろう。

　ナイフは平へい凡ぼんな魔力を感じない。やっちまうか。ダークエルフの首輪上で、自らの指をナイフで傷つけ、血を垂らした。首輪に俺の血が垂れた瞬間。

　首輪の中心点にあった黒曜石の宝石が強く光る。その光を凝ぎよう視し。

　光は小さい黒曜石の全体へ広がった。

　その光っている黒曜石の表面から小さい魔ま法ほう陣じんが浮かび出す。

　次々と小さい魔法陣が黒曜石の表面に浮かぶ。バリアのように縦に重なった。

　薄い平らな魔法陣が三重に展開されてから、その魔法陣たちが黒曜石の中へ折りたたまれるように沈しずみ込み消えていく。

　吸い込んだ首輪は黒曜石ごと、パカーンと真っ二つに割れ壊れた。

　ダークエルフの薄うす青あお色な素す肌はだと鎖骨が露出する。

　しかし、その首下の綺麗な皮膚の中に、黒色と濃のう緑りよく色しよくの小さい蛇へびのようなモノが染しみ込むように浸しん透とうしていくのが見えた。蛇の魔力の塊かたまりか？

　皮膚の中を魔ま力りよく蛇へびが泳ぐように消えていく。

　やがて、皮膚の表面に黒い円えん環かんが盛り上がった。黒環の中心部には小さい薔薇ばら？

　薄い花のようなモノが幾つも浮かぶ。黒環のマークだ。

　まるで、前々から皮膚に黒環の印が刻まれていたように。

　契約は無事に成功したようだ。

「――ゴホッゴホッ」

　えっ、ダークエルフは苦し気に息を詰まらせてしまった。失敗？

「黒曜石が変な壊れ方かたをしましたが、まぁ大丈夫です。これは契約時に必ず起こる事こと柄がらですから気になさらず。そして、その傷には、ポーションをお使いください」

　放っておいても傷は治る。というか、もう塞ふさがっているし……。

　要いらぬ疑いを掛けられてもいやだから、ポーションを飲んで誤ご魔ま化かす。

「後はこの書類にサインして終しゆう了りようです。特別な書類なので、この奴隷は人頭税も免めん除じよされます。奴隷のサインも必要ですが、まだ、共通語の字が完かん璧ぺきではありません。ですので、彼女は拇ぼ印いんで結構です」

　非課税らしい。他にも定型文が用意されロボット三原則のように主人の命令は絶対、主人を害さない、自らの身体保全を全まつとうする。羊皮紙の書類にはそんなことが書かれてあった。魔力も感じないし、高級な羊皮紙だ。その紙に羽根ペンでサイン。

　苦しみを終えたダークエルフもインクに浸つけた指で拇印を押していた。

「おめでとうございます。これで、契約は完了しました。もう彼女は、主人であるシュウヤさんには逆らえません。命令に逆らえば自然と首が絞しまり苦しみます。その辺りの匙さじ加か減げんは、胸にある首輪印に手を触れたら直接に弄いじれますので、ご自由に設定してください。因みに一番軽くしても、かなりの苦しみが彼女を襲おそうことになります。更さらに、主人と距きよ離りが離れても、居場所は分かるようになっていますし、仮に主人が死ねば、自動的に奴隷も死にますので、裏うら切ぎりは絶対に起こらないのです」

　キャネラスは喜色満面のうきうき顔で、それらを語る。

　代金の大白金貨を袋に詰めて書類の写しの頑がん丈じようそうな革かわ製せいの鞄かばんに仕し舞まっていた。

　アタッシュケースのような鞄はセンスがいい。

　魔力は感じないが、あのケースは何かあるかもしれない。

　俺も書類をアイテムボックスの中へ入れておく。

　腕うで輪わ表面に浮かぶアイテムボックスのメニュー操作を終えた直後――。

　買ったばかりのダークエルフが近寄って来た。

　そして、真横の位置で地面に片かた膝ひざを突く。跪ひざまずいた。

「ご主人様。わたしを買って頂きありがとうございました。これからもよろしくお願いします」

「お、おう」

　美人さんが、急に間近へ接近してから、ご主人様か。少し、動どう揺ようしてしまう。

「シュウヤさん。そのダークエルフが持っている荷物、身に付けている所持品も全て込みの値段ですから、ご自由に堪能しちゃってくださいな。あ、早さつ速そくお楽しみなさりたいのでしたら、奴隷商館へ向かう時間を空けてからにしますか？」

　客の扱あつかいが上手い。というか昼には冒険者ギルドへ向かうから奴隷商館はまた後日だな。

　迷宮にどれぐらい日数が掛かるか分からないし、また今度にしよ。

「すみません。他の奴隷も見たいのですが、今日は他の用事を思い出したので、また後日、ここに来てもいいでしょうか？」

「どうぞどうぞ。わたしもシュウヤさんに似合う高級奴隷を探しておきますから、いつでもいらしてくださいな。ここには布印があれば、いつでも入れますので」

「分かりました。キャネラスさん、その時はよろしく」

「ええ、〝是ぜ非ひ〟とも、またのご来店をお待ちしております」

　キャネラスは目め尻じりを下げて語る。

　俺は席を立ち、超ちよう・美人なダークエルフを見つめて、

「……では、行こうか」

「はい。ご主人様」

　ご主人様か。何か、本当に柄ではないんだが……。

　しかし、俺をご主人様と呼ぶな。とかの、ありきたりな命令はしない。

　ダークエルフを連れて玄関を出る。黒猫ロロはまだ戻もどってこない。

　この花が咲さく庭のどこかにいるはずだが……。

　ついでだ、彼女とも話をしておきたいし、少し歩く。

　石道を外れ、庭の芝生や花が広がる敷しき地ちへ入っていく。早速、花が出迎えた。

　大輪で美しい芙蓉の花、凄すごく綺き麗れいだ。白い花の中には少し紅あかくなっている花もある。

　これ、酔芙蓉という花だっけ。

　一日しか咲かない花で、朝は白く夕方にはピンク色に染まるとか。

　異世界でも地球と同じような花は咲くんだな。

「……それで、君の名前は？」

　立ち止まり、酔芙蓉の白花をダークエルフの銀ぎん髪ぱつと重ねて聞いていた。

「……ご主人様がお決めになることです」

　彼女も俺のすぐ後ろで立ち止まり、跪いてそう述べる。名前を決めろか……。

　お決まりな言葉だが、このダークエルフだって過去に名前はあったはず。

「君にだって過去はあるだろう？」

「はい……」

　彼女は顔を沈ませ返事をしている。

　ここで優やさしく〝嫌いやなら答えなくていい〟とはいわない。もう俺の奴ど隷れいなのだから。

「聞かせて貰もらおうか」

　ダークエルフは沈ませた顔を上げて、嫌そうに細い眉まゆを眉み間けんに集めながら口を開く。

「……はっ、わたしの名はヴィーネ・ダオ・アズマイル。【地下都市ダウメラザン】出身。【第十二位魔ま導どう貴族アズマイル家】の次女であり、地下都市ダウメラザンでアズマイル家繁はん栄えいの為に生活をしていました。しかし、神羅月の三週目、【第五位魔導貴族ランギバード家】と【第十一位魔導貴族スクワード家】の二家連中によって卑ひ怯きようにも貶おとしめられ争いになり、アズマイル家は敗れさりました。その結果、わたしは捕つかまり地上、蓋上の世界へ放ほうり出されることに……その地上で拾われたのが、マグル、人族の奴隷商人でした。それから幾いく人にんかの奴隷商を渡り歩あるき、キャネラスのもとへ辿たどり着つきました。そして、地下オークションという大規模オークションで、わたしを高く売る為に、キャネラスのもとで色々な経験を積み重ねていたのであります」

　名前はヴィーネ・ダオ・アズマイルか。地下都市ダウメラザン出身……。

　第十二位魔導貴族アズマイル家次女。

　もしかして、貴族の次女ということは、元、深窓の令れい嬢じようとか？

　魔導貴族の権力争いで敗れて、地上へ追放か。

　彼女が住んでいた【地下都市ダウメラザン】の名前と……。

　地上を〝蓋上〟と語ったり人族を〝マグル〟と話をしたりするのは地下生活をしいられていた時に偶ぐう然ぜん出会ったドワーフのロアが話していた言葉と符ふ合ごうする。

　ダークエルフの社会形態は少し興味ある。

　ま、詳くわしくは後々ゆっくりと聞いていけばいいか。名前は過去と同じヴィーネにしよ。

「……ヴィーネ。と呼ぶけどいい？」

「……はぃ」

　彼女はさっきよりも拒きよ絶ぜつ反応が顔に浮かんでいる。眉間に皺しわを作り、顔は斜しやに構えているが、ハッキリと侮ぶ蔑べつの表情が見てとれた。あまり喜んでいないが、いいや。

「よし、名乗っておく。俺はシュウヤ・カガリ。Ｃランク冒険者だ」

「……はい」

　ヴィーネは目を細めて、俺の力を測るように観察してきた。

　魔ま力りよくを目に留めている。魔ま察さつ眼がんだ。

「ヴィーネ。魔察眼は使えるようだな？」

「はっ、はい」

　少し、銀の瞳どう孔こうが広がり縮む。瞳孔の周りにある赤と銀が混ざった虹こう彩さいが動いていた。

　前にも俺の魔察眼は見ていたはずだが、驚いているのか？

「そう、緊張するな。ヴィーネも迷宮へ潜もぐっていたと聞いたが、迷宮は何階まで進んだんだ？」

「四階層まで進みました」

「ソロでか？」

「いえ、キャネラスが用意した手て練だれの冒険者と複数の戦闘奴隷たちがいました」

　そりゃそうか。商品に傷がついてはまずいもんな？

「なるほど。俺はまだ二階層までしか進んでないや。それと、基本、冒険者だから、その際は一いつ緒しよに潜ってもらうよ？」

「はい。お任せください」

　銀の細眉は微び動どうだにせず。ヴィーネは自信を感じさせる口調だ。

「それと、相棒、兼けんペットな使い魔の黒猫ロロが居る。散歩しているはずだ」

「――にゃぁ～お、にゃおぉぉん」

　丁度よく。黒猫ロロの声だ。

　声が聞こえた方を見ると、樹木から伸のびた枝に乗っていた黒猫ロロが居た。

　相棒が好きな行動だ。「ライオンキング」風の動作をくり返す。

　お前は「劇団四季」さんに入って演劇をやりたいのか？

　と、小一時間、問とい詰めたくなった。が、我が慢まんした。

「木に登っている黒猫が相棒。名前はロロディーヌ。略してロロだ」

「はい。可愛かわいらしい猫ねこですね」

「うん。お～い。もう戻ってこい」

「にゃ」

　俺の声が聞こえたようで、耳をピンッと可愛く動かし短く返事をすると、高い木の枝から飛ぶように跳ちよう躍やく。着地際に触しよく手しゆを地面に伸ばし衝しよう撃げきを殺していた。

　伸びていた触手を首下へと縮める。小さく豆のように縮めると、走り寄って来る。

　肩かたに上がり戻ってくる。ヴィーネは黒猫ロロに触手が生えているのが不思議なようで、猫の首下から小さく生えている豆触手に注目していた。

「ロロ、新しく仲間になったヴィーネだ」

「にゃおっ、にゃあん」

　黒猫ロロはポンッと猫ねこ足あしを上げて俺の肩を叩たたく挨あい拶さつをしていた。顔付きと声質から『我わが輩はいのが先せん輩ぱいにゃ、よろしくニャ』と、こんな感じの挨拶だとは思う。

「言葉が分かるのですか？」

「にゃ？　ンンン、にゃあっ」

　黒猫ロロさんは抗こう議ぎをした。俺の肩を三回連続で叩く。

「そうだよ。ただの使い魔じゃない。神しん獣じゆうでもあるんだ。姿も今のような小さい黒猫から黒くろ豹ひように黒馬、そして、大型のグリフォンまで伸しん縮しゆく自在。攻撃可能な触手の先せん端たんから骨系の剣けんを伸ばすこともできる。口には豹ひようと虎とらと獅し子しが持つような歯し牙がもある。脚あし先さきの爪つめも強きよう烈れつだ。肉球の匂においもグットスメルだ。口からも王級並みの火か炎えんを吐はける」

　と、告げた直後、ヴィーネは驚おどろき震ふるえた。

「……そ、それは凄すぎます。ロロ様なのですね」

　恐きよう縮しゆくするように黒猫ロロを一いち瞥べつし、頭を下げて、片膝を地面へ突つく。

「にゃ」

　俺の説明を聞いてドヤ顔をする黒猫ロロさん。

「そういうことだ。で、ヴィーネ、立ってくれ」

　彼女は頷くと立ち上がる。

「はっ」

「外で行動するときは、跪くのは控ひかえめに」

「分かりました」

　ヴィーネは長い細眉を少し動かし、頭を下げる。

「室内とか二人きりの場合は好きにして構わない。それじゃ、外を歩きながら話をしていこう」

「はい」

　ヴィーネは手さげ袋から弓と矢や筒づつを取り出す。

　手さげ袋をリュックのように扱い背負っている。

　あれは背はい嚢のうでもあるのか。腰こし辺りの金具にガスボンベとか付いていそう。

　弓を引っかけて収められるようになっている。

　さて、それじゃ、ヘルメにも報告するか。

　今も見ているので当然知っているが……。

　まだヴィーネには常とこ闇やみの水精せい霊れいヘルメのことは内ない緒しよかな。

　左目に棲すむヘルメに意識して語りかけた。

『ヘルメ』

『はい、閣下』

　ヘルメがくるくるっと回りながら視界に登場した。

『分かっていると思うが、ヴィーネ。目の前のダークエルフが仲間になったからな。よろしく頼たのむ』

『はい。了りよう解かいです』

『ヘルメのことはまだ告げてないが、近い内に話すかもしれない』

『分かりました。いつでも飛び出せますので』

　コクコクと頷く、デフォルメ姿のヘルメちゃん。

『おう。消えていいぞ』

『はい』

　視界から消えるヘルメ。念話でヘルメと会話をしながらヴィーネと一緒に庭を通る。

　花々が咲いた綺麗な庭だ。その庭の石道を歩いて敷地の外に向かう。

　丁度、石門から外へ出たところで口を動かした。

「これから冒険者ギルドへ向かう。仲間と待ち合わせなんだ。だから、早速で悪いけど、その仲間とパーティを組んで一緒に迷宮に挑ちよう戦せんして貰う。それと基本ルールは〝命を大事に〟だ。俺は大丈夫だから、自分の命を大事にね。最後に、パーティメンバーとは礼れい儀ぎ正ただしく接し、俺の許可なく勝手に人を殺さないこと」

　何が起きるか分からないので最後のは重要だ。

「分かりました」

　頭を下げ返事をしているヴィーネを見てから聞いていく。

「それで、ヴィーネはどんな戦い方がメインなんだ？」

「わたしはこの腰にある二剣がメインですが、遠えん距きよ離りから弓、風魔ま法ほう、雷かみなり魔ま法ほう、闇魔法。エクストラスキルの〈銀蝶の踊よう武ぶ〉による支し援えん及および幻げん術じゆつが得意です」

「へぇ、色々できるんだな。まずは、その支援と幻術の事を詳しく教えてくれ」

　ヴィーネは誇ほこらし気げに語っていく。

「はい。エクストラスキルの〈銀蝶の踊武〉は指で頬の銀蝶を触ることから始まります。触れた手で〝手印〟を組み発動する魔法のようなスキル。支援スキルの一つが〈銀ぎん蝶ちよう揚あげ羽は〉。これは指定した周囲に銀蝶アゲハの祝福を施ほどこし対魔ま法ほう防ぼう御ぎよを上げる効果があります。一方、幻術スキルは〈銀ぎん蛾が斑まだら〉。斑模様の銀蝶を指定したエリアへと無数に発生させます。この幻げん術じゆつ範はん囲いに入った者たちは、人、モンスター関係なく、幻げん覚かくを見ては方向感覚を失い、やがて、五感の感覚を奪うばわれ戦闘不能に陥おちいり、最悪は死に至ることもありえます」

　五感を奪うとは強烈だな。さすがはエクストラスキルだ。

「凄い。ヴィーネは近接から遠距離まで何でもこなせるということか」

「はい」

　即そく答とう。さすがは高級奴隷。戦闘は自信があるようだ。

　顔の半分からの表情だが、戦闘経験が豊富そうな印象を抱いだかせる。

　あくまでも印象だが。銀色のフェイスガード的な仮面の双そう眸ぼう部分には、当然、穴が空いているから、彼女の瞳孔は見えている。だが、その表情は分かりにくい。

「……俺も話しとこう。――これがメイン武器。魔法の属性は〝主に〟水属性だ」

　歩きながら、魔ま槍そう杖づえを右手に出現させる。

「そして、左手で鎖くさりが使える」

　左手を斜ななめに伸ばし、手首の因子マークから軽く〈鎖〉を射出させる。

〈鎖〉の先端を動かした。

「近きん距きよ離りから遠距離まで対応できる」

「……さすがでございます」

　ヴィーネは動揺した。

　銀仮面がない左半分の表情が明らかに引きつっていた。

　突とつ然ぜん、〈鎖〉が現れて、消えるのだから当然だな。

　動揺を示すヴィーネに、分かっているが……。

「ヴィーネ、不安か？」

　と、聞いた。

「い、いえ、さっき見せて頂いた、武器はいつでも呼び出せるのでしょうか？」

　一言、二言をはっきりと意識していると分かる喋しやべり方だ。魔槍杖を見せてやろう。

「そうだ――」

　また、右手に魔槍杖を召しよう喚かん。片手で紫むらさきの金属棒を縦回転させる。

　魔槍杖バルドークを片手の手の内で、弄もてあそぶように扱ってから消失させた。

「御お見み逸それいたしました」

「いいねぇ。美人からの誉ほめ言葉……」

「……不ぶ躾しつけですが、ご主人様の実力を拝見したのですから、当然です」

　彼女は、目を細める。底冷えするような冷れい笑しようを浮かべていた。

　何か、トゲがある感じがする。不躾の皮肉か？

　力を試ためしたいような。青白い皮ひ膚ふに銀色の細眉だ。

　心の中なんて分からないから仕方ないが、彼女の内実は不満たらたらなのかもな……。

　だが命令違い反はんしたら首が絞まる。

　胸の表面に刻む黒色の環で、その絞まる調節ができるようだから少し試してみるか。







第百六章「仲間の紹介」







「ヴィーネ、その首輪を弄るから胸上げて」

「は、はい」

　ヴィーネは叱しかられると思ったのか、声量を落として首をゆっくりと上げる。

　胸上の環に手を当てれば弄れるんだよな……。

　綺麗な鎖骨に目が行く……黒色の環へと手を当てた。

　その瞬しゆん間かん、黒色の環をダイヤルのように左右どちらでも回せるような感覚を覚える。

　なるほど、右に回せば苦しみが増して、逆に左へ回せば……。

　ヴィーネの苦しみが軽くなるようだ。可か哀わい想そうだから、左に一回だけ回す。

　ヴィーネはダイヤルが回る感覚を得ているのか、締しめ付つける感覚が軽くなったと分かっているらしい。頭部に疑問符を浮かべていた。

　即そく座ざに軽い罰ばつを与あたえる場合は黒環を上に引っ張り上げれば息が止まるらしい。

　えげつない魔法。こんな魔法をよくもまぁ開発できたもんだ。

　だが、そんなことはどうでもいい、利用させて貰う。

　ヴィーネの気持ちがどうであれ裏切らないのは重要だ。

「完かん了りよう。いいよ。楽にして」

「……はい。首環からの締め付けが緩ゆるくなりましたが、よろしいのですか？」

「いいんだよ。命令を違反しないで模も範はん的てきな態度で接してくれるなら、それでいい。ヴィーネを虐ぎやく待たいしたい訳じゃない。ま、俺おれは女好きなんでね。お人ひと好よしと思ってくれて構わない」

「……はい」

　笑えみを浮かべているが、まだ冷たい印象だ。面従腹背という言葉が浮かぶ。

　ヴィーネが裏切ったら……いや、考えすぎか。

　この世界に流通した奴隷の従属システムを信用するならば彼かの女じよは裏切らないと思う。

　何かを目もく論ろんでいたとしても別に構わない。

　しかし、従属のシステムが作用せず、俺の命を狙ねらおうとする女だった場合は殺すか放ほう逐ちくか。彼女は優秀だし、美人さんだ……殺したくない。

　ユイという前例もあるし、フラれてしまった形だが……お父さんを救えるといいな。

　さらにいえば俺はヴァンパイア系の光魔ルシヴァルとしての〈眷けん族ぞくの宗そう主しゆ〉だ。

　だから、家族としての〈従者〉の一人になって欲ほしい……。

　ま、俺のことを単純に嫌きらっている場合だけなら、金も戻ってこなくていいからキャネラスの下に返して解放してしまうか。と、今は、あることないこと妄もう想そうしても仕方がない。

「……それじゃ冒ぼう険けん者しやギルドに行こうか。ロロ――」

「にゃ」

　黒猫ロロは肩を叩きながら鳴く。

　俺の肩を後あと脚あしで蹴けるように地面へと跳躍――。

　小さい足で地面に降り立つと、むくむくっとした妙みようなる動きで黒猫から黒豹に変身して、更に馬の大きな姿に変身を遂とげた。馬の姿となったロロディーヌ。

　俺を誘さそうように前足を折り曲げてくれた。相棒はいい子だな！

　よしッと背中に飛び乗り黒馬のロロディーヌに跨またがった。触手の手た綱づなを掴つかむ――。

　その掴んでいる触しよく手しゆ手た綱づなの先端が、にゅるりと伸びて首筋に張り付いた。

　一方で、ヴィーネは黒猫ロロの変化に驚いていた。

　腰から剣を抜ぬこうとしている。これは仕方がないか。指し摘てきはせず、呼ぶ。

「ヴィーネ、後ろか前に乗れ」

「……はっ」

　彼女は気を取り直すように頭を振ふっていた。

　そして、馬に乗るように、華か麗れいに足を上げてロロディーヌに跨がりながら、俺の前に座すわった。そんなヴィーネを後ろから抱くように触手の手綱を持つ。

　馬とも獅子とも似た神獣ロロディーヌは進み出した。

　ヴィーネの尻しりから背中までが、俺の身体と密着している。

　――役得、役得。この銀髪……綺麗だな、サラサラしている。

　くんくんっと黒猫ロロの真似まねではないが……銀髪の匂においを嗅かいでしまった。

　なんか独特のバニラ系な香かおりが鼻をくすぐる。

　細長い首の項うなじはそそられる……血管からの脈音が聞こえて、非常に魅み力りよく的てきだ。

　血を吸いたくなる。いい女の匂い。

　しかし、ヴィーネが身体を少し動かして、嫌そうな態度を取った。

　ハァハァして、匂いを嗅いでいたのが、バレていたらしい。

　鼻の下が伸びたような変態顔をしていたかも……褒ほめたつもりで、開き直る。

「いい匂いなんだな？」

　素すの感情を漏らす。

「……ア、リガトウゴザイマス」

　うへ、片言だし、こりゃ確実に引いたな。まぁいいさ。

　おっぱいでも揉もんでおこうかと思ったが、変態紳しん士しを貫つらぬいた。

　馬の姿のロロディーヌは順調に走り駆かける。喋り辛づらくなったので無言を貫いた。

　ヴィーネの表情をわざわざ見るのもアレだから、手綱の触手を動かし、操作をしている振りをしていく。黒馬ロロとは〈神獣止水・翔かける〉で感覚を共有しているからか……。

　俺の気持ちが分かっている。いつもより速度を出してくれた。

　その結果、冒険者ギルドにはすぐに到とう着ちやくしたのだが……。

　尋じん常じようじゃない速度だったようで、彼女は面を食くらったようだ。

　馬の姿と似たロロディーヌから降りられずに居たヴィーネは、

「おい、ヴィーネ大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺は先に降りてヴィーネの様子を窺うかがいながら聞いていた。

「……は、はぃぃ」

　身体が硬こう直ちよくしているようにぎこちない。大丈夫か？

　と降りようとしたヴィーネは足先が震えた。

　俺が腕うでを出した時、足がつんのめって倒たおれてしまっている。

　彼女の肩を抱かかえてあげた。ロロディーヌは黒猫の姿に縮小した。

　抱いたヴィーネは震えているし長耳がしゅんと萎しおれている。膝ひざもがくがくだ。

　ちょいとエロい……。

「歩けるか？」

「ハイ、面めん目ぼくなく、すみません……」

　力なく語る彼女。すぐに立ち直ったが。

　今日は迷めい宮きゆうに行く予定だったが……少し不安を覚える。

「大丈夫か？　ヴィーネは止めとく？」

　そう聞くと、一瞥を寄越したヴィーネ。

　彼女のプライドが刺し激げきされたようで、怒おこったような仕草を取る。

「……いえ、いけます」

「そっか、なら中へ入ろうか。仲間が一人待っているはずだ」

「え、一人ですか？」

「そうだよ。元々、俺とロロだけだったが、この間、たまたま迷宮内で助けた一人の冒ぼう険けん者とパーティを組むことになったのさ」

「……分かりました」

　何か、不満気な顔だ。ま、戦いを実際に見れば分かるだろう。

「にゃ？」

　いつもの子こ猫ねこの姿に戻った黒猫ロロは足あし下もとだ。

　不思議そうな表情を浮かべながら耳をピクピクと動かして、今の会話を聞いていた。

　俺が見ていると、肩に乗ってくる相棒。

　その肩に乗った相棒の小鼻ちゃんに向けて、人差し指を当てた。

　ツンツクツゥーンと、指で小鼻を何回か小こ突づいてから、ダークエルフのヴィーネを連れてギルドの出入り口に向かう。当然、ヴィーネは目立つ。

　ダークエルフだ。珍めずらしい種族だろう。俺的には、獣じゆう人じんさんや蛇人族ラミアやカラムニアンの方が、よっぽど珍しい種族に見えるが。

　だが、ダークエルフとはいえ所しよ詮せんはエルフの色いろ違ちがいだからな。

　やはり、大本は美人さんだからだろう。男なら注目しちゃうよな。

　そんな美人なヴィーネをエスコートする紳士な気分となって、冒険者ギルドの中へと足を踏ふみ入いれた。黒猫ロロもヴィーネと俺の間の足下から付いてくる。

　……さて、エヴァはどこかな？

　相変わらずギルド内部は混こんでいるから……探すのも一苦労だ。

　車くるま椅い子すだからすぐに分かるはず――と、左右を確かく認にん。

　ボードが設置された方をくまなく探すと……おっ、いたいた。

　ＣとＢのボード間に、ポツーンと車椅子に座った黒くろ髪かみの女性を発見。

　周りの冒険者たちは彼女を避さけているようだ。近寄らずに、誰だれもが無視していた。

　遠くから話しかけてみる。

「エヴァっ、昨日ぶり」

「シュウヤ！　……少し待った」

　その途と端たん、周囲の冒険者から一いつ斉せいに視線が集まる。

　だが、そんなことよりエヴァの髪かみ形がたが変わっていたことの方が重要だった。

　ストレートロングの髪形だったのにミディアムになってる。

「すまんすまん」

　と、片手で謝あやまるポーズを取りながら近寄っていく。

　ヴィーネと黒猫ロロも後ろからついてくる。

「ロロちゃんも元気？」

「にゃお」

　黒猫ロロは嬉うれしそうな声を出して、エヴァの股もも上うえへジャンプ。

　股またの上に座り、甘あまえるようにエヴァの顔を見上げていた。

　エヴァは革かわ鎧よろいの上着に緋ひ色いろのロングワンピースを着ている。

　解放感があるマキシワンピ。鎧よろいと合うね。

　黒猫ロロが股の上に飛び乗ったから、少し膝ひざ上うえが捲まくれて、金属の足が見えていた。

　黒猫ロロもエヴァの髪かみ型がたが変わったことが気になるのかな？

「ここが好きなの？　ふふ」

　相棒に向けて優しく微笑ほほえむエヴァ。色白な細い手で黒猫ロロの頭部を撫なでている。

　短い黒毛が生えている黒猫ロロの頭部の感かん触しよくは俺も好きだ。

「それでエヴァ。後ろにいるのが、奴隷のヴィーネ。今回一緒に戦ってもらう予定だ」

「ん、――分かった」

　エヴァは黒猫ロロを撫でながら、視線をヴィーネに送る。

「エヴァ様。初めまして、ご主人様の奴隷ヴィーネです。よろしくお願いします」

　ヴィーネは慇いん懃ぎんな態度でお辞じ儀ぎをする。

　礼れい儀ぎ作法は確りと教育されているようだ。

「ん」

　エヴァは笑顔で頷うなずく。俺が奴隷を持っても当たり前という顔付き。

「それじゃ依い頼らいを選ぶとして、何がいいと思う？」

　ボードへ視線を移し、二人に聞いてみた。

「ん、依頼も受けるけど、食材集めがしたい」

　食材集めか。エヴァは店用の食材が欲しいのか。

　この間、奢おごってくれたし、材料補ほ充じゆうのためかな。

「店用かな？」

「そう。だから、依い頼らい報ほう酬しゆう、お金少なくなる……」

　気き不味まずそうに語るエヴァ。

「俺は構わないが――」

　視線をヴィーネに向ける。

「ご主人様のご意向のままに」

　ヴィーネは特に意見はないようだ。奴隷だし、当たり前っちゃ当たり前か。

　あ、中魔ま石は依頼とは別に欲しい。

　俺にとってアイテムボックス拡張は地味に超ちよう重じゆう要ようミッション。

　魔石を納めることによって、アイテムボックスは拡張して報ほう酬しゆうも貰える。

　ガンセットも気になるし。

「……なら、俺も個別に欲しいのがある。中魔石が個人的に欲しい」

「ん、了解」

　エヴァは素す早ばやく、了りよう承しよう。

「それに、ギルドで依頼を受けるにしても、食材分を集めればいいんだろう？」

「大量になるけど、大丈夫？」

「あぁ、平気だ。俺のアイテムボックスなら、まだ余よ裕ゆうがあるし、ドントコイ」

「わたしもアイテムボックスには、まだ余裕がある」

　エヴァと互たがいに笑顔でアイテムボックスを見せ合う。俺は腕輪型、エヴァは箱型。

「ご主人様、わたしも荷物は持てます」

　ヴィーネも背中を見せてアピールしてきた。

「その背嚢か。なら大だい丈じよう夫ぶそうだな。それでエヴァ、その食材ってどのモンスターだ？」

　エヴァは頷き、視線をボードへ向けながら口を開く。

「ん、三階に湧わいているモンスターＣランク化け大茸ビツグマツシユルームの全身素材。同じく三階のＢランク青蜜胃無スライムの全身素材。そのスライムが湧く近辺に育つことの多いジグアの木金魚、の収集。これもＢランクの収集依頼。周りのスライム以外のモンスターも倒すことになるから大変」

　茸はそのままだが、スライムが食材になるんだ。

　そして、ジグアはあの謎なぞな食材か。木金魚、木の魚なのか？

　確かジグアは牛蒡ごぼうに大きな葡ぶ萄どうのような白玉が沢たく山さん付いていた。

　収集だから、生きているのを採取すると思うが……味と同様に想像がつかない。

「そのジグアの周りに湧くモンスターとは何？」

「オークやゴブリンと樹魔トロントと甲殻回虫ロールキルギンが湧いている」

「なら、オークやゴブリンも倒すとして、トロントとロールキルギンも討とう伐ばつ依い頼らいを受けておこう」

「ん」

　エヴァは当然という感じに、頷く。

「食材はどれぐらいの量が欲しいんだ？」

「キノコは百個。スライムは五十個。ジグアは十個は欲しい」

　百個か。そんなに湧くのなら大量に狩かれば良い。

「なら依頼とは別に化け大茸ビツグマツシユルームを百匹びき、青蜜胃無スライムの五十匹を倒せばいい。ギルドの依頼も化け大茸ビツグマツシユルーム討とう伐ばつ百匹と、青蜜胃無スライム五十匹の討伐依頼を受けちゃおうか。合計、二百匹と百匹を倒すことになるが」

「賛成」

　エヴァは即答。

「それじゃ、纏まとめると、ギルドの依頼は全部で四つ。化け大茸、青蜜胃無、樹魔、甲殻回虫の四つ討伐依頼だな」

「ん」

　コクンッと頷くエヴァ。

「討伐数の合う依頼を探そう」

「探す」

「はい」

　皆みなでボードを確認していく。




　依い頼らい主ぬし：アテナイ商会

　依頼内容：Ｃランク〝化け大茸〟ビッグマッシュルームの全身素材。

　応おう募ぼ期間：無期限

　討伐対象：〝化け大茸〟

　生息地域：迷宮三階層

　報酬：百匹、金貨十五枚。

　討とう伐ばつ証しよう拠こ：全身素材。魔石は除外。

　注意事じ項こう：三階層の一帯に多数出現報告あり。

　備考：各地に輸出されるほどの有名な食材モンスター。大量に湧き、湧く速度も速い。報酬は極きよく端たんに下がる。




　依頼主：マレリアン大商会

　依頼内容：Ｃランク〝樹魔〟トロント全身素材。

　応募期間：無期限

　討伐対象：〝樹魔〟トロント

　生息地域：迷宮三階層

　報酬：五体、金貨一枚。

　討伐証拠：胴どう体たいのみで可。魔石は除外。

　注意事項：三階層の一帯に多数出現報告あり。枝を伸ばし攻こう撃げきしてくる。

　備考：迷宮に生えている樹木型モンスター。




　依頼主：マレリアン大商会

　依頼内容：Ｃランク〝甲殻回虫〟ロールキルギン全身素材。

　応募期間：無期限

　討伐対象：〝甲殻回虫〟ロールキルギン

　生息地域：迷宮三階層

　報酬：十体、金貨三枚。

　討伐証拠：全身素材。魔石は除外。

　注意事項：三階層の一帯に多数出現報告あり。樹魔トロントに共生する形で湧いている。小さいが甲殻を回転させ突とつ進しんしてくるだろう。

　備考：表面に甲殻を持つ硬かたいモンスター。内臓が薬になる部分を持つ。虫のように脚が複数ある




　依頼主：王国美食会

　依頼内容：Ｂランク〝青蜜胃無〟スライムの全身素材。

　応募期間：無期限

　討伐対象：〝青蜜胃無〟

　生息地域：迷宮三階層

　報酬：五十匹、金貨二百枚。

　討伐証拠：全身素材。魔石は除外。

　注意事項：三階層の一帯に多数出現報告あり。魔法系が弱点。物理属性に耐たい性せいあり。胃で溶とかすように攻撃してくる。湧く速度は遅おそいが数が多い。強敵なので注意が必要だ。

　備考：複数種確認され、どれも珍ちん味み食材。




　四つとも簡単に見つけることができた。

　ボード下にある小口から、その依頼木札を拾い取る。ヴィーネとエヴァは俺に追つい随ずいした。

　どれも三階層ぐらいから出現するモンスターのようだ。

　既すでにエヴァは三階へ到とう達たつしたことがあるということか。そのことを、

「エヴァは三階に行ったことがあったんだな？」

　と、聞いた。

「もちろん、ある」

「俺は初だ。ヴィーネは四階まで進んでいたのだろう？」

「はい。ですが、四階の一部分だけです」

　エヴァは車椅子をくるっと回し、ヴィーネの方を見上げる。

「ん、優ゆう秀しゆう」

「ありがとうございます」

　エヴァは紫の双眸をヴィーネに向けて、素す直なおに褒めていた。

　俺は横からエヴァの少し揺ゆれている髪型を改めて拝見。

　横の毛を捻ひねりコンパクトに纏めながら耳の後ろへ流していた。

　片方の耳の形が分かる形で、非常によろしい。

「エヴァさ、髪型を変えたんだ」

「ん」

　エヴァは俺の言葉に呼応するようにドキッと胸むな元もとを微かすかに揺らす。

　髪型の指摘を受けたことが恥はずかしいのか、若じやつ干かん、俯うつむきながら頷いていた。

　そして、俺をチラッと見るように上うわ目め遣づかいを寄よ越こす。頬ほおを赤くしていた。

　女が髪かみを切る時は、何かしら動機があるというが……何かあったのだろうか。

　長ちよう髪はつでもよかったが、ミディアムも似合う。

　顔が余計に小さく見えるし、美人がより可愛かわいくなった。

「似合っているよ。何か切きっ掛かけでもあったの？」

「ん……ありがと。切っ掛けは、ある。それはシュウヤとパーティ組んだこと」

　俺かい。

「ンン、にゃ、にゃ～ん」

　黒猫ロロも『そうだにゃ～』といわんばかりのドヤ顔だ。

　エヴァの柔やわらかそうな太ふと股ももに乗って、片方の前足を上げていた。

　ぽんっとエヴァの太股を叩く。エヴァのスカートごと股上を叩いてアピールしていた。

「それは光栄だね」

　俺の言葉を聞いて、エヴァはキョトンとしたが、

「ん、冗じよう談だん。気分転てん換かん」

　クスッと笑っていた。少しコケたくなったよ。

　その代わりに、エヴァの股上でごろりと横になる黒猫ロロ。

　なんか羨うらやましいが、黒猫ロロもエヴァの答えが意外だったようだ。

「そ、そうか。それで、他ほかに依頼を探そうか――」

　気を紛まぎらすようにボード前へ視線を向ける。

「ん」

　エヴァの頷く声と反対の方向に、見知った顔が居た。

　杖つえを持った美人さん。小こ柄がらな女性。腕に鉄魔の腕うで輪わを嵌はめている。そうレベッカだ。

　あの鉄魔の腕輪は、俺たちと一いつ緒しよに依頼を受けた時に、宝箱からゲットしたやつだ。

　金きん髪ぱつに蒼あお色シャツ。肩かたはポンチョ系黒ケープだ。

　腰に幅はば広ひろのチェーン付き黒帯ベルト。インナーが少しだけ変わっている。

　依頼を選んでいる彼女の周りには誰も居ない。まだソロでがんばっているようだ。

　そして、俺を狙う闇やみギルド梟ふくろうの牙きばは潰つぶしたから俺とパーティを組んでも大丈夫なはず。

　べネットが話をしていた仮面を装着した集団が気になるが……。

　まぁ、そんなことを心配していたら前に進めない。

　蒼い瞳ひとみが綺き麗れいなレベッカを誘ってみよう。迷宮を知る魔ま術じゆつ師しは力強いからな。

　すると、ヴィーネが頭部を傾かたむけながら、

「……どうしたのですか、ご主人様」

　と、聞いてくる。

「知り合いが居たんだ」

　ヴィーネに素直に告げてから、エヴァに視線を向けて、

「エヴァ、パーティに誘いたい人が居るんだが……いいかな」

　と、遠えん慮りよ気味に聞いてみた。

「ん、シュウヤの知り合いならいい」

　エヴァは黒猫ロロを撫でながら、了承してくれた。

「分かった、呼んでくる」

　レベッカの近くへ歩いていく。彼女は小言をブツブツ言いながら依頼を吟ぎん味みしていた。

「よっ、レベッカ」

「う～ん、この依頼、ああっ、シュウヤっ！」

「今日はソロ？」

「……そ、そうよ。いつもと同じ、シュウヤは？」

　期待が込められているとハッキリわかる視線と高音ボイス。

「パーティ組む予定」

「はぁ、それはそうよねぇ。あれほどの使い手だもの……」

　レベッカは嘆たん息そくし、明らかに声のトーンを落として、ガッカリしていた。

「ま、ガンバレ」

「うん……」

「というのは嘘うそで、俺を含ふくめて三人居るんだが、よかったら、これから一緒にパーティを組まないか？」

「え、えぇぇぇ!?　良いの？」

　レベッカは急にガバッと顔を上げて、魚が餌えさを食うように食い付く。

「いいよ。向こうのメンバーが俺の仲間だ。それにこの間、いったじゃないか。〝また今度〟とな。冒険者ギルドで見かけたら声をかけようかな、とは、思っていたし」

「……嬉しい。ありがちょ」

　よほど嬉しいようだ。言葉を噛かんでいる。

「皆に紹介するから、先に依頼木札を取っておいてくれるか？　魔石の収集以外の四つ」

　ビッグマッシュルーム、トロント、ロールキルギン、スライム、討伐数や仲間がジグアを別に収集予定のことを話す。

「了りよう解かい。ちゃっちゃっと、取っちゃう」

　レベッカは小口から依頼木札を素早く選び取っている。

「選んだわ」

　嬉しそうな表情を浮うかべて、トランプカードのように木札を見せるレベッカ。

　ちゃんと俺たちと同じ木札か確認。大丈夫。

「行こう。紹介する」

「うん」

　レベッカを皆が居るところへ連れていく。

「皆、お待たせ、連れてきたよ」
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　腕を広げて、紹介。

「――どうも、わたしはレベッカ・イブヒンです。冒険者ランクはＣの魔ま法ほう使つかいです」

「ん、わたしはエヴァ。冒険者ランクＢ、鋼魔士」

「エヴァさんですね。よろしくお願いします」

　レベッカは軽く頭を下げてから、車椅子に座るエヴァへ向けて丁てい寧ねいに挨あい拶さつしていた。

　それより、エヴァは鋼魔士？

　初めて聞く戦せん闘とう職業。あの鋼を用いた鉄てつ槌ついの義足が関係しているんだろうか。

「ん、よろしく」

　エヴァは優やさしく微笑む。

「わたしはヴィーネ。シュウヤ・カガリ様の奴ど隷れいであります。冒険者ランクはＣです」

「はい、えぇっと。ヴィーネさん。よろしくお願いします」

　レベッカは奴隷と聞いて少し驚おどろいている。というかヴィーネＣランクだったのか。

　迷宮も含め、色々と経験を積んでいるのは確実だな。

「レベッカ様。わたしは奴隷です。ヴィーネだけでいいですよ」

「分かったわ。ヴィーネよろしくね」

「はい」

　その時、周りの冒険者たちの声が聞こえてきた。

「あの車椅子に座っているの死神のエヴァだろ？　それと、近くにいる小こ娘むすめエルフ、あの半はん端ぱな耳と背格好からして、疫やく病びよう神がみのレベッカだ……」

「珍しいな。あの個人組がパーティを組むとは、他の二人は知らねぇが……奴隷でも買ったのかねぇ？」

「一人は本当に奴隷のようだぞ。しっかし、朝から縁えん起ぎわりぃの見ちまったぜ……今日の迷宮、暴走湧きスタンピートや擦り付けモンスターキラーに気を付けないとな」

　その言葉に苛いらついたので、中傷している冒険者たちへ向けて視線を鋭するどくして睨にらみつけると彼かれらは逆に同情する顔を俺に向けてくる。

　癪しやくに障さわるがそれぞれに依頼木札を持ち彼らは退散していった。

　皆にも、彼らの心ない話が聞こえていた筈はずだが……気にしてはないようだ。

　気不味くなるのもアレなので、魔石の依頼を、皆へ、投なげ掛ける。

「……魔石の依頼はどれを受ける？」

「ん、シュウヤは中魔石何個欲しいの？」

「そうだな……」

　確か、カレウドスコープ解放まで残り九十個だったはず。だから、

「百個は欲しい」

「ん、わたしは構わない」

　エヴァは頷き、納なつ得とくしてくれた。

「えっと、魔石をシュウヤは欲ほつしているの？」

　レベッカが聞いてくる。

「うん。依頼とは別に個人的に欲しいんだ。駄だ目めかな？」

「誘われた身としては、いい難にくいけど、パーティとして依頼を優先してほしいな」

　先せん輩ぱいとして教えてくれている意味もあるというようにウィンクして語るレベッカ。

　これから俺がパーティを組むことが増えるかもしれないという親心だろう。

「わたしはシュウヤ優先で構わない。必要なら、わたしの魔石収集全部シュウヤに渡わたす」

　エヴァは珍しく少し怒った口調だ。

「えっ、な、なら、わたしも構わないわ」

　レベッカはエヴァの態度に驚いたのか、しどろもどろになって了承している。

「それと、確か向かうのは三階よね？」

　気を取り直すように俺に質問してくるレベッカ。

「うん。その予定だ」

「なら、湧いているモンスターを片かたっ端ぱしから倒していけば、数百個単位で集まると思うから百個はシュウヤの物で、残りは皆の収入にしましょうよ。シュウヤの強さなら余裕だと思うし……」

　数百個か、結構な金になりそう。

「それでいいぞ。四人いれば、もっと大量に簡単に殺れるだろうし」

　ヴィーネにも意見を聞くように視線を向ける。

「わたしはご主人様に従います」

「ん、賛成」

　エヴァも特に不満はないようだ。

「おし、じゃ、選んでくる」

　俺は魔石依頼が並ぶボードに移動。これにするか。




　依頼主：迷宮管理局

　依頼内容：Ｂランク中魔石。品質問わず〝二百個〟

　応募期間：無期限

　討伐対象：問わず

　生息地域：迷宮第一層～

　報酬：金貨百枚

　討伐証拠：魔石

　注意事項：各種、モンスター。

　備考：主に第二階層から出現するモンスターが持っている。




　比ひ較かく的てき大きい依頼紙へ指を当て――皆を見ながら、

「この依頼にするか？」

　依頼を全部合わせたら、皆で分けるとしても、相当な儲もうけになる。

「……ゴク、うん」

　レベッカは唾つばを飲み込み、こわごわと頷いている。

「ん」

　エヴァは微び笑しようを浮かべ頷く。

「はい」

　ヴィーネは頭を下げて納得していた。皆で、魔石依頼の木札を取っていく。

　討伐依頼四つ、魔石依頼一つの合計五つ。パーティメンバーは四人と一匹か。

　俺おれ、魔ま法ほう戦士系。

　ロロディーヌ、神しん獣じゆう。

　ヴィーネ、魔法戦士系。

　エヴァ、魔法戦士系。

　レベッカ、魔法使い系。

　まだ使うつもりはないが、

　ヘルメ、魔法戦士系。

　沸騎き士しは騎士系。

　この面子だと遠えん距きよ離りからの攻撃ですべて倒せそうだが……。

　それぞれメイン武器があるから少し違ちがうか。

　名前的にはアンバランスだが、回復は俺が使えるし、ポーションも大量にあるからバランスはいい方と思う。魔ま槍そう杖づえを使いたいし、俺とロロが強襲前衛アサルトバンガードという形でいいだろう。多数の敵に囲まれたら、鎖くさりを変形させ大おお盾たてを作る。

　強敵が出たら、俺が前にでて戦えば大たい抵ていは潰せるはず。

「……それじゃ受付で手続きをしよう」

　皆、それぞれに納得した顔を見せて、受付へ歩いていく。







あとがき







　こんにちは！　健康です。

　８巻をお買い上げ頂き、どうもありがとうございます。ロロディーヌも『いつもありがとうにゃ～』と、前足を上げて肉球を見せながら「ンン、にゃお～」と鳴いているはず。

　皆様の愛のある心でロロディーヌの肉球をもみもみしてあげてください。

　そして、重要な８巻のお話を。迷宮内部の出来事はＷｅｂ版とは微妙に異なります。

　とくにシュウヤが歌を披露するところは８巻オリジナルです。『進め　進め　ロロディーヌ！』の部分は気に入っています。皆様はどう思われたでしょうか。

　次は近況を。最近では、映画「アクアマン」と「スパイダーマン スパイダーバース」を観ました。両方とも面白かった。「アクアマン」は槍技のアクションが豊富で「槍猫」の参考にしたい描写が随所にあって見応え抜群でした。とくに俳優のジェイソン・モモアはいいですね。「スターゲートアトランティス」や「ゲーム・オブ・スローンズ」にも出演していましたが、やはりワイルドな役にぴったりな方です。因みにキーホルダーも買って、財布につけています。「スパイダーバース」もお婆ちゃんが良かった。

　それと、〝肩ぽん〟を観て思わず、にっこり。ロロディーヌの肩ぽんを思い出しました。続きまして、コミックスのお話です。４月27日に、たくま朋正先生による「槍使いと、黒猫。」コミカライズ第１巻が発売されます。その記念に「コミックス発売キャンペーン」を実施することになりました！　コミックス第１巻と本書のオビに記載されている「スペシャルＵＲＬ」にアクセスすると、私、健康の書きおろしショートストーリーが、七本も無料で読めます！　アキレス師匠を含めて、ゴルディーバの里にスポットライトを当てたＳＳが多いです。〈導想魔手〉のことを含めてＷｅｂ版と漫画版と小説版、どれも補完する形です。このＳＳたちは健康の血肉を削って（笑）２月に書きました。

　アクセスするだけでＯＫですので楽しんで頂けたら幸いです。

　それでは最後に編集様、市丸先生、関係者各位、今回もお世話になりました。

　感謝しています。そして、いつも応援してくださる読者の方々にも心からの感謝を！

　ラ・ケラーダ！　感想はＷｅｂ版更新の励みになっています。更に「槍猫」に登場して欲しいモンスターや強いキャラクター案など、地図、何でも良いのでメッセージも待っています。登場した風槍流の技たちをＷｅｂに載せるかどうするか迷い中だったりします。では、今週の土曜日アップする予定の話でも書きますか！

２０１９年　３月　健康　
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